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15.清	水潤三,宮 本敦史,梅 下浩司,山 崎 誠,小 林
省吾,赤 丸裕介,水 島恒和,伊 藤壽記,森 正樹,
土岐祐一郎 大阪大学消化器外科関連施設におけ
る多施設共同手術部位感染サーベイランス と手術
部位感染減少に向けた取 り組み 日外感染症会誌
2013年10巻1号53-58頁
16.川	本弘一,伊 藤壽記,江 口英利,小 林省吾,秋 田
裕史,濱 直樹,和 田浩志,梅 下浩司,森 正樹,
土岐祐一郎,永 野浩昭 膵臓移植におけるマージナ
ル ドナーの可能性 大阪大学医学部附属病院にお
ける60歳 以上の高齢 ドナーを用いた膵臓移植の成
績 今日の移植2013年26巻3号219-223頁
17.和	田浩志,濱 直樹,江 口英利,秋 田裕史,川 本
弘一,小 林省吾,梅 下浩司,土 岐祐一郎,森 正樹,
永野浩昭 特集II進 行肝細胞癌に対する化学療
法の現状と進歩 進行肝細胞癌に対するイ ンター
フェロン併用化学療 法の治療成績 消化器内科
2013年56巻2号206-213頁
18.北 尾良太,鈴 木純恵,土 井 香,清 水安子 回復期
リハ ビリテーシ ョン脳卒中者が語る病い経験に関
する研究 医療者 とのかかわ りから"あ とから病い
がわかっていく"こ と 日本看護研究学会雑誌2013
年36巻1号123-133頁
19.藤	本 悠,瀬 戸奈津子,清 水安子,福 録恵子 ユニ
バーサルデザイ ンを用いた院内環境の整備 他職
種へのインタビューを通 して 看護2013年65巻
5号73-78頁
zo.松	田直正,善 福正夫,瀬 戸奈津子,品 田雄市 介
護老人保健施設における看護職 と介護職の協働の
類型と職務満足度に関する研究 日本看護学会論
文集:2013年 看護総合43号179-182頁
21.亀 石手園,谷 本真理子,正 木治恵 パーキンソン病
患者がもつ身体像 日本看護科学会誌2013年33
巻2号51-61頁
22.樋 上容子,樋 口明里,山 川みやえ,松 浦和江,竹 村
有由,繁 信和恵,周 藤俊治,牧 本清子 リスペリド
ン中止前後の頭部外傷後後遺症患者の活動性の変
化～ICタ グモニタ リングシステムによる客観的評
価～.老 年精神医学雑誌24(4),393-397,2013
23.眞	壁幸子,牧 本清子,吉 川智子,魚 住弘明 人工股
関節全置換術後患者の積雪寒冷地における問題 と
対処方法～術後1年 以上経過 した外来患者の面接調
査か ら～.秋 田大学大学院医学系研究科保健学科
専攻紀要.21(1):55-63,2013
24.山	本瀬奈,荒 尾晴惠,間 城絵里奈,田 墨惠子,吉 岡
とも子,小 林珠実 ホルモン療法を受ける乳がん患
者 の更 年期症 状 の実態 日本 がん 看護学 会 誌
2013年27巻1号13-20頁
25.上	谷千夏,瀬 戸奈津子,清 水安子 仕事をもつ慢性
心不全患者が生活調整をするためのセル フモニタ
リング,日 本循環器看護学会誌2013年8巻2号
17-25頁
26.萩	原邦子,瀬 戸奈津子 清水安子 石垣靖子 レシ
ピエン トとは別世帯を営むきょうだいの,肝 臓提供
への意思決定プロセスとそれ に影響す る要因 日
本看護科学会誌2013年33巻3号66-73頁
27.原 佳織,寺 野明子,井 原真喜子,梅 下浩司,伏 見
了,高 階雅紀 汚染手術器械の浸漬を含む用手洗浄
マニュアル調査か ら推察する濯ぎの現状 手術医
学2013年34巻4号385-388頁
2.会	議録 
1.	 ShimizuY,MizunoM,UchiumiK,SetoN,MasakiH
 
Hownursesgraspbloodglucosevariationinpattern
 
management:anurse'sviewpoint,IDFWorlddiabetes
 
congress,2-6December2013,Melbourne,Australia.
 
IDF2013Worlddiabetescongressprogrammebook
 
P423
 
2.	 KobayashiT,MasutaniE,TazumiK,AraoHPainin
 
HeadandNeckCancerPatientswithOralMucositis
 
UndergoingChemoradiotherapyConsiderationfrom
 
FiveCasesofDOCETAXEL-CDDPRegimenThelSt
 
AsianOncologyNursingSocietyConference,2013,
 
November,142-143
 
3.	 KameishiC,SetoN,ShimizuYStudyofnursing
 
supportfordiabetesoutpatients;Supportinitiative
 
requirementsuncoveredduringthediscussionsThe16`b
 
EastAsianForumofNursingScholars(EAFONS)
 
February21-222013pl79
 
4.	 KameishiCNursingcareforcontinuedtherapyof
 
intractableneurologicalillnessoutpatientInternational
 
SymposiumEvidence-basedCareforOlderAdults
 
September42013p7

5.	 KinoshitaY,ShimizuY、Di伍cultiesfacedbyelderly 
diabetespatientslivingalone:Areviewofthenursing 
researchliteratureThe16`hEastAsianForumof 
NursingScholars(EAFONS)February21-222013p52 
6.	 WakiShimizuY,SetoNWordsandbehavior
 
concerningself-evaluationbyadiabeticpatientin
 
relationtousingaself-evaluationscaleforself-care
 
ability.IDF2013Worlddiabetescongressprogramme
 
bookP425
 
7. etaniDeguchiT,SetoN,ShimizuYThepresent
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conditionofregisteredinstructoro£cardiacrehabilitation
 
androleofnursinginJapanThe16"'EastAsianForum
 
ofNursingScholars(EAFONS)February21-222013
 
p274
 
8.OkuraM,UetaniC,KameishiC,SetoN,ShimizuY
 
Researchonnursingforobjectiveself-awarenessfor
 
patientswithdiabetes(Resultsofthe2nd
 
round)IDF2013ABSTRACTCD-ROMAbT--2091
 
9.YamamotoS,AraoHChangesinMenopausal
 
SymptomsExperiencedbyJapaneseBreastCancer
 
PatientsaftertheStartofHormonalTherapy.Oncology
 
NursingForum40(3),E295,2013
 
10.YamamotoS,MasutaniE,AraoHEvaluating
 
CognitiveFunctioninBreastCancerPatientsatThree
 
MonthsUndergoingHormonalTherapy.ThelstAsian
 
OncologyNursingConference,106>2013
 
11.NakamoriM,AraoHAconceptanalysisof
 
lymphedemaself-awarenessinuterinecancerpatients.
 
ThelstAsianOncologyNursingConference,112,2013
 
12.NakahamaT,ShimizuY,SetoN,KameishiCA
 
diabeticeducationlecturefornursestounderstandthe
 
componentsofself-careagency.IDF2013Worlddiabetes
 
congressprogrammebookP423
 
13.FuikawaN,KawashimaA,MasuoY,AokiM,Kitano
 
A,TakedaY,MarutaH,TazumiK,AraoH
 
ImportanceofNursingPracticeinSupportingVisitors'
 
NeedsatCancerInformationSectionfromaDesignated
 
CancerCareHospital(Partl)thelstAsianOncology
 
NursingSocietyConference,2013,November,84
 
14.KawashimaA>FujkawaN,MasuoY,TazumiK,Arao
 
HLearningfromActivitiesattheCancerInformation
 
Section-Students'ReportonOncologyClinicalNurse
 
SpecialistMaster'sProgram(Part2)thelstAsian
 
OncologyNursingSocietyConference,2013,November,
 
.,.
 
15.AokiM,YoshimatsuY,MarutaH,KitanoA,andArao
 
HClinicaldifficultiesfacedbyfull-timepalliativecare
 
specialists.The16thEastAsianForumofNursing
 
Scholars(EAFONS),2013,February,408
 
16.OtomoE,KitanoA,AraoHNurseperspectivefor
 
understandingcancerpainindementiapatients.Thelst
 
AsianOncologyNursingSocietyConference(AONS),
 
2013,November,143-144

17.中 岡 優,清 水 安 子,亀 石 千 園,瀬 戸 奈 津 子 看 護
学 生 の 臨 地 実 習 に お け る デ イ ナ ー ス へ の 報 告 に つ
い て 日本 看 護 学 教 育 学 会 第23回 学 術 集 会 講 演 集 
2013年247頁
18.	 安藤 恵,清 水安子,亀 石千園,瀬 戸奈津子 膠原
病患者の他者 との関係における体験 と思い 第18
回 日本難病看護学会学術集会プログラ厶 ・抄録集
2013年77頁
19.	 奥 朋子,増 島麻里子,木 村恵美子,井 沢知子,
高橋由美子,冨 田英津子,荒 尾晴惠 リンパ浮腫の
予防に対する患者教育 ・指導に資する研修プログラ
ム評価(第10報)平 成23年 度研修運営者を対象と
したアンケー ト,日本がん看護学会誌,27巻,Suppl
313頁
20.	 増島麻里子,木 村恵美子,冨 田英津子,奥 朋子,
井沢知子,高 橋由美子,荒 尾晴惠 リンパ浮腫の予
防に対する患者教育 ・四号に資する研修プログラム
評価(第11報)平 成23年 度研修受講者を対象とし
たアンケー ト調査,日 本がん看護学会誌,27巻,
Suppl313頁
21.	 船奥あゆみ,田 墨惠子,荒 尾晴惠,小 林珠実,前 川
佳敬,福 森雄司,楠 寿子,水 木満佐央 がん相談
支援室における患者家族の意思決定支援に関 して
のMSWの 役割 第18回 日本緩和医療学会学術大会
プログラム抄録集2013年6月342頁
22.	 遠藻淑美,高 谷衣美他 リフレクシ ョンによる新人
看護職員研修へ向けた師長の新人への関わ り一研
修へ 向けた語 りを準備する神事への師長の支援の
実際,第44回 日本看護学会一看護管理一学術集会
抄録集,74,2013.
23.	 石川かおり,遠 藤淑美他 精神科長期入院患者の地
域生活移行支援における効果的なIPW(専 門職連携)
の要素,第6回 日本保健医療福祉連携教育学会学術
集会抄録集,2013.
24.	 谷ロ智香,遠 藤淑美,熊 崎恭子 看護臨床実習にお
ける認知行動療法アセスメン トシー トを使用 した
「出来事の認知の仕方の外在化」の効果,第33回
日本看護科学学会学術集会講演集,624,2013.
25.	 古野美里,瀬 戸奈津子,亀 石千園,清 水安子200
床未満の日本糖尿病学会認定教育施設における糖
尿病外来看護の実際 第18回 日本糖尿病教育 ・看
護学会学術集会抄録集2013年212頁
26.	 師岡友紀 梅下浩司 生体肝移植 ドナーの移植手術
に対する思い 第31回 日本肝移植研究会プログラ
ム抄録集2013年149頁
27.	 師岡友紀,梅 下浩司 生体肝移植 ドナーの移植手術
に対する思い 移植48巻(第49回 日本移植学会総
会臨時号)2013年222頁
28.	師岡友紀,荒 尾晴惠,山 下亮子,笹 嶋宗彦,西 村
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悟史,來 村徳信,溝 口理一郎 タブレッ ト端末を用
いた術後観察技術教育導入に向けてのusabilityの
検討 第33回 日本看護科学学会学術集会2013年
12月606頁
29.田	村昇子,師 岡友紀,梅 下浩司 脳死臓器提供に関
す る家族内の意思共有の程度および関連要因につ
いて 移植48巻(第49回 日本移植学会総会臨時号)
412頁
30.神 渡明 日香,師 岡友紀4年 制大学看護学生の就職
先選択の決定因となる情報 第23回 日本看護研究
学会近畿北陸地方会学術集会抄録集57頁
31.亀 石千園,瀬 戸奈津子,清 水安子,森 雅裕 フィ
ンゴリモ ド塩酸塩内服開始後5ヶ 月間の経過一治療
継続に焦点をあてた一事例一 第1回 日本難病医療
ネットワーク学会機関誌2013年121頁
32.福	録恵子,亀 石手園,瀬 戸奈津子,清 水安子 運動
器 不安 定症高齢者 の運動支援 プログラ厶の開発
第33回 日本看護科学学会学術集会講演集2013年
400頁
33.大	倉瑞代,亀 石千園,瀬 戸奈津子,清 水安子 糖尿
病看護 における自己客観視 の援助 に関す る研究
日本糖尿病教育 ・看護学会誌 第18回 日本糖尿病
教育 ・看護学会学術集会抄録集2013年171頁
34.山 下亮子,師 岡友紀,荒 尾晴惠,小 林珠実,福 録
恵子,瀬 戸奈津子,井 上佳代,清 水安子 周手術期
看護演習で術後患者シミュレーシ ョンスーツを使
用 した学生による演習評価 第33回 日本看護科学
学会学術集会抄録集2013年12月457頁
35.秋 田友美 精神科救急病棟における非 自発的入院
患者の治療拒否に対する看護援助の実際 第33回
日本看護科学学会学術集会2013年277頁
36.上	谷千夏,瀬 戸奈津子,清 水安子 慢性心不全患者
のセル フモニタ リングの看護支援指針作成のため
の文献検討 第33回 日本看護科学学会学術集会講
演集2013年380頁
37.肥	後直子,柏 本佐智子,水 野美華,森 小律恵,安 仲
恵,山 地陽子,松 永京子,瀬 戸奈津子 糖尿病看護
実践能力育成プログラムにおけるブラッシュアッ
プコース内容とその運用方法 第18回 日本糖尿病
教育 ・看護学会学術集会抄録集2013年196頁
38.青	木美和,吉 松由貴,丸 田寛子,北 野愛子,荒 尾
晴惠 緩和ケア実践上の困難に対する緩和ケア専
従医の対処 第18回 日本緩和医療学会学術大会プ
ログラム抄録集2013年6月510貢
39.古	野佑佳,中 濱多紀,瀬 戸奈津子,亀 石千園,清 水
安子 東 日本大震災で被災 された糖尿病患者の支
援のあり方について 第18回 日本糖尿病教育 ・看
護学会学術集会抄録集2013年191頁
40.森	加苗愛,畑 中あかね,古 山景子,大 倉瑞代,中 濱
多紀,中 山法子,佐 田佳子,瀬 戸奈津子 糖尿病看
護実践能力育成プログラムにおけるマネジメン ト
コース内容とその運用方法 第18回 日本糖尿病教
育 ・看護学会学術集会抄録集2013年165頁
3.研	究報告
1.竹	 井友里,荒 尾晴惠 頭頸部放射線療法後にみられ
る口腔内乾燥を訴える患者の日常生活における問
題と対処行動 大阪大学看護学雑誌2013年19巻
1号33-38頁 
2.	 高谷衣美,遠 藤淑美,小 川貞子他 新人看護職員研
修 「看護を語る」の満足度 と効果一 リフレクション
に基づいた研修における質問紙調査の分析一 第
43回 日本看護学会論文集 看護管理,331-334, 
2013.
3.	 平 祥子,心 光世津子,遠 藤淑美 日本における統
合失調症患者家族の続柄 ごとの精神的負担の特徴
一過去10年 間に刊行された文献の内容分析から一 ,
大阪大学看護学雑誌19(1),9-15,2013.
4.	 師岡友紀,梅 下浩司 生体肝移植 ドナーの長期QOL
QualityofLifeJournal:2013年14(1),99-109頁
5.	 舟津勇己,山 本瀬奈,荒 尾晴惠 苦痛緩和のための
鎮静に関する認定看護師の負担の調査 大阪大学
看護学雑誌2013年19巻1号25-32頁
6.	 問城絵里奈,山 本瀬奈,吉 岡とも子,小 林珠実,
田墨惠子,荒 尾晴惠 ホルモン療法中の乳がん患者
の服薬状況 と服薬の工夫 大阪大学看護学雑誌
2013年19巻1号39-44頁
4.大	学 ・研究所等の報告
1.山	 本敬子,朝 倉由紀 亀石千園,大 場美穂 コロラ
ド大学病院およびデ ンバーホス ピス研修報告 が
ん看護スペ シャ リス ト達による看護活動の実際
昭和大学保健医療学雑誌2013年11号97-103頁
2.山 本敬子,朝 倉由紀 大場美穂 亀石千園 コロラ
ド大学看護学部におけるがん看護 緩和 ケア教育
昭和大学保健医療学雑誌2013年11号87-93頁
5.解	説 ・総説
1.和	 田浩志,濱 直樹,江 口英利,秋 田裕史,川 本
弘一,小 林省吾,梅 下浩司,土 岐祐一郎,森 正樹
永野浩昭 進行肝細胞癌 に対するインターフェロ
ン併用化学療法の治療成績 消化器内科2013年
56巻2号206-213頁
2.荒	 尾 晴恵 が ん 患者へ の 支持療 法(supportive
care)と は?一その重要性 とナースの役割 ナー シン
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グ ・トゥデ イ2013年28巻6号8-15頁
3.田	 墨惠子,荒 尾 晴惠,千 崎美 登子,中 村喜 美 子,
坪井 香,根 岸 恵,長 谷川久 巳,林 ゑ り子,奥 野
和美,村 木明美,成 松 恵,花 出正美,鈴 木志 津枝
専 門看護 師の継 続 的なキ ャ リアア ッ プ支 援事 業 開
催報告,日 本がん看護学会誌2013年27巻1号
73-78頁
4.菅	 野 か お り,荒 尾 晴恵,千 崎 美登子,大 野朋 加,
酒井 由香,鈴 木志津枝 認定看護師の継続的な キャ
リアア ップ支援事業 開催報告,日 本がん看護学会誌
2013年27巻2号90-95頁
5.淺	 野耕太,升 谷英子,荒 尾晴惠 前立腺がんサ バイ
バー はなにを語 るのか:10年 間 にわた る体験の複雑
性が描 くもの がん看護2013年18巻1号47-55

頁

6.遠 藤淑美(2013)ナ ラテ ィブと省察的実践 一新 人
看護師教育への適用 の意味,日 本 プライマ リ ・ケア
連合学会誌,35(4),360-362
7.遠	 藤淑 美 悶 いの立て方 の 「お作法 」,精 神看 護, 
16(1),14-16,2013.
8.山	 川 みや え ベ ス トプラ クテ ィスの共有 でケ ア の
質 向上 を:国 内外の エ ビデ ンス を実践 に活かす には
看護管理.23(13);1145-1147,2013
9.桑 木智美,三 好豊子,田 中恵美,山 川みやえ 認知
症の ク リニカルパ スの開発:他 職種チームで質 の高
いケ アの標準化 と退院後 のケアの継続 を目指す.師
長主任 業務実践390;9-16,2013
10.樋	ロ明里,山 川みや え,牧 本清子 フィンラ ン ドの
現状 か ら日本 の看護基礎教育 の改善 点を考 える、看
護 実 践 能 力 の 強 化 に焦 点 を 当 てて.看 護 教 育, 
54(5):394-397,2013
11.瀬	戸奈 津子 看護 実践 モデ ルか ら糖尿病 看護 の専
門性 を考 える 看護 師育成 の視 点か ら考 える専 門性
の 高 い実 践 能 力 日本 糖 尿 病 教 育 ・看護 学 会誌
2013年17巻1号66-67頁
12.瀬	 戸 奈 津 子 糖 尿 病 患 者 に 対 す る 感 染 対 策
INFECTIONCON丁ROL2013年22巻9号46-48頁
13.瀬	戸奈 津子 総監 集 畑中 あかね監 修 大倉瑞 代執
筆 疾患 と患 者 さんの"い ま"が みえる!使 い こな し
疾患 別看護過程(第6回)糖 尿病 ～教育入院の事例 ～
NursingCanvas2013年1巻6号45-75頁
14.瀬	戸 奈津子 総監 集 畑中 あかね 監修 福 録恵 子執
筆 疾患 と患 者 さんの"い ま"が みえる1使 い こな し
疾患 別看護過程(第7回)関 節 リウマチ～人工膝 関節
全 置 換 術 後,回 復 期 の事 例 ～NursingCanvas
2013年1巻7号51-79頁 
15.	 瀬戸奈津子総監集 畑中あかね監修 布谷麻耶執
筆 疾患と患者 さんの"い ま"が みえる!使 いこな し
疾患別看護過程(第8回)潰 瘍性大腸炎～肛門部に皮
膚障害のある事例～NursingCanvas2013年1巻
8号45-74頁
16.	 瀬戸奈津子総監集 畑中あかね監修 上谷千夏執
筆 疾患と患者 さんの"い ま"が みえる!使 いこなし
疾患別看護過程(第9回)慢 性心不全～心的ス トレス
によ り増悪 をきた した事例 ～NursingCanvas
2013年1巻9号57-82頁
17.	 樋上容子,山 川みやえ,牧 本清子 フィンラン ド・
オウル大学附属病院における現任教育から考える
日本の課題.看 護教育,54(6):496-499,2013
18.	 山本瀬奈,青 木美和,北 野愛子,荒 尾晴惠17鋤
InternationalConferenceonCancerNursing報
告 国際水準で質の高いがん看護実践について考
える～患 者の 安全 を守 るため に～ が ん看護
2013年18巻1号77-80頁
19.	 山本瀬奈,荒 尾晴惠 外来治療中の患者のQOLを 支
える～治療に伴 う症状へのケア～ 内分泌療法中
の更年期症状 がん看護2013年18巻4号439-440
頁
20.	 青木美和,塩 崎麻里子,荒 尾晴惠 緩和ケア病棟へ
入院する際の意思決定への後悔 遺族の声を臨床
に活かす～J-HOPE研 究(多 施設遺族調査)か らの学
び～ がん看護2013年18巻6号641-643頁
21.	青木美和,荒 尾晴惠 根拠にもとついた看取 りのケ
ア 看取 りの時期のせん妄ケア がん看護2013年
18巻7号703-706頁
6.そ	の他 
1.YamamotoS,AraoHALongitudinalStudyof
 
ChangesinMenopausalSymptomsExperiencedby
 
JapanesePatientswithBreastCanceraftertheStartof
 
HormonalTherapy.TransculturalNursingIssuesSpecial
 
InterestGroupNewsletter22(1),2013
 
http://onsopcontent.ons.org/Publications/SIGNewsletters
 
/mi/mi22.1.html#story3

皿 著書
1.一	般著書 なし
2.専 門著書
1.山 敷宣代,菅 原寧彦,田 村純人,中 山伸朗,桶 谷 真,
梅下浩司,上 本伸二,持 田 智,坪 内博仁,國 土典
宏 本邦における劇症肝炎に対する生体肝移植の
成績一全国集計を用いた検討一 上本伸二監,海 道
利美編 急性肝不全 臓器移植法案改正後,急 性肝
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不 全 に 対 す る肝 移 植 適 応 は ど う変 わ っ た か?
2013年9-13頁 アー クメデ ィア
2.	 清水安子(第2章 一1執 筆),瀬 戸奈津子(第8章 執
筆)日 本糖尿病教育 ・看護学会編集 糖尿病看護
フッ トケア技術第3版2013年 日本看護協会出版
会
3.	 牧本清子,近 藤暁子,今 野理恵 心光世津子,諏 訪
敏幸,服 鳥恵子,樋 上 容子,福 録恵子,山 川 みやえ
エ ビデ ンス に基 づ く看護実 践の ための シス テマ テ
ィック レビュー.看 護 協会出版 会.2013年
4.	 瀬 戸奈 津子 森 小津 恵編集 福 井 トシ子監修 ラ
イ フス テー ジか ら理 解 す る糖 尿病看 護一 事例 で学
ぶ アセス メ ン トのポ イ ン ト2013年 中央法規 出
版
5.	 瀬戸奈津子編集Part6糖 尿病看護,道 又元裕監修
最新 エビデンス に基づ く 「ここが変わ った」看護ケ
ァ2013年 照林社
6.	 秋 田友美 精神科 看護 におけ る身体拘 束のEBP,牧
本清 子編 エ ビデ ンス に基 づ く看護 実践の ため の
システマテ ィック レビュー,2013年'日 本看護協 会
出版会
 
http://jnapcdc.com/sr/chapter-iii.html

7.	 山本瀬奈,井 上佳代,荒 尾晴惠 がん化学療 法によ
る悪心 ・嘔吐に対す る非薬物 的介入のEBP牧 本清
子 編 エ ビデ ンスに基 づ く看 護実践 の ための シス
テマテ ィ ック レビュー,Web公 開版,2013,日 本看
護協会出版会
http:!加apcdc.com/sr/chapter-iii-%e2%91%a2.htm1
3.教	科書 な し
皿	 招 聘 講 演 ・ シ ン ポ ジ ウ ム 等
1.国	 際 学 会 
1.MakimotoKUseofobjectiveindicatorstounderstand
 
peoplewithdementia.Internationalsymposium:
 
Evidence-basedcareforolderadults.Sep4th,2013.
 
Hualien,Taiwan.
 
2.YamakawaMHowdofamilycaregiversmakeefforts
 
tocareforpeoplewithyoung-onsetdementia?
 
Internationalsymposium:Evidence-basedcareforolder
 
adults.Sep4th,2013.Hualien,Taiwan.
 
3.KameishiCNursingcareforcontinuedtherapyof
 
intractableneurologicalillnessoutpatientInternational
 
Symposium;Evidence-basedCareforOlderAdults
 
September42013Hualien,Taiwan
 
4.HigamiYPatternofunderreportingfallsinageneral
 
psychiatrichospitalinJapan.Internationalsymposium:
 
Evidence-basedcarefc)rolderadults.Sep4th,2013.
 
Hualien,Taiwan
 
5.	 TawaT,HigamiY>YamakawaM,MakimotoK
 
Epidemiologyofmultiplefallsinageneralpsychiatric
 
hospitalinOsaka,Japan.Internationalsymposium:
 
Evidence-basedcareforolderadults.Sep4th,2013.
 
Hualien,Taiwan.
 
6.	 YoshidaY,HigamiY,YamakawaM,MakimotoK
 
Nursingcareforexcessivewanderinginanearly-onset
 
Alzheimer'spatient:Evaluationofcareusingobjective
 
indicators.Internationalsymposium:Evidence-based
 
careforolderadults.Sep4th,2013.Hualien,Taiwan.
 
7.	 NonakaT,HigamiY,YamakawaM>MakimotoK
 
Changesinclockwatchingactivityinasemantic
 
dementiapatientInternationalsymposium:
 
Evidence-basedcareforolderadults.Sep4th,2013.
 
Hualien,Taiwan.
 
8.	 YamadaE,TakeuchiS,HigamiY,YamakawaM,
 
MakimotoKIntroductionofOsakaUniversity.
 
Internationalsymposium:Evidence-basedcareforolder
 
adults.Sep4th,2013.Hualien,Taiwan.

2. 国	 内 学 会
1.	 梅 下 浩 司 シ ン ポ ジ ウ 厶14.生 体 肝 移 植 に お け る ド
ナ ー の 安 全 性 生 体 肝 ド ナ ー の 安 全 性 一 日 本 肝 移
植 研 究 会 の 取 り 組 み を 中 心 に 一 第113回 日 本 外 科
学 会 定 期 学 術 集 会2013年4月,福 岡 市
2.	 梅下浩司 肝移植症例登録報告 第31回 日本肝移
植研究会2013年7月,熊 本市
3.	 荒尾晴惠 第37回 日本 リンパ学会総会 特別フォ
ーラム リンパ浮腫に対するチーム医療の現状と
課題2013年6月,福 岡市
4.	 遠藤淑美 医療現場における心理学一さまざまな
領域での実践から一,「日本心理学会公開シンポジウ
厶,2013年11月.
5.	 山川みやえ 第17回 日本看護管理学会学術集会共
催セ ミナー3,ベ ス トプラクティスの共有によるケ
アの質の向上,2013年08月
6.	 山下亮子 パネルディスカッション 循環器疾患
看護における外来のあり方を探る 第10回 日本循
環器看護学会学術集会2013年9月29日 東京
】V学 会 一 般 演 題
1.国 際 学 会 
1.YosimuraY,UmeshitaK,KuboS,YoshikawaY 
Emotionofthelivertransplantrecipientswhen
 
pregnancybecameapparentandresponseoftheirfamily.

太 文 字=教 員2重 線=博 士 学 生 下線=院 士 学 生 点線=学 部 生 
74
 
    
 
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
 
    
    
    
    
    
   
    
   
   
   
    
    
   
    
   
    
   
   
   
   
    
    
    
    
    
    
    
 
    
    
    
    
    
    
    
 
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
   
    
    
    
    
   
   
    
 
13th Congress of the Asian Society of Transplantation 
2013. 9, Kyoto 
2. 	 Egawa H, Nishimura M, Masakazu Y, Umeshita K, 
Uemoto S Nation-wide survey of living donor liver 
transplantation for alcoholic cirrhosis in Japan. 13th 
Congress of the Asian Society of Transplantation 2013. 
9, Kyoto 
3. 	 Shimizu Y, Mizuno M, Uchiumi K, Seto N, Masaki H 
How nurses grasp blood glucose variation in pattern 
management: a nurse's view point, IDF World diabetes 
congress, 2-6 December 2013, Melbourne, Australia. 
4. 	 Seto N, Taira K, Ogata S, Ishii H, Shimizu  Y, Masaki 
H A comparison of diabetes care nurses'self-assessed 
practical abilities based on years of experience in Japan, 
ICN Congress May18-23 2013 Melbourne, Australia 
5. 	 Matsuda N, Zenfuku M, Seto N Research on the 
element which affects the job satisfaction at nurses and 
care workers collaborating, ICN Congress May18-23 
2013 Melbourne, Australia 
6. 	 Yamakawa M, Nonaka T, Higami Y, Shigenobu K, 
Makimoto K Building evidence to improve wandering 
or sleep disturbances in patients with dementia by 
objective measurements . JBI convention 2013 , 
Adelaide, Oral Presentation 
7. 	 Yamakawa M, Ueno S, Shigenobu K, Makimoto K 
How do family caregivers maKe efforts care for people 
with young-onset dementia? : focusing on continence. 
The 16th IPA (International psychogeriatric association), 
Seoul, 2013. Poster Presentation
8. 	 Yamakawa M, Mitsuishi M, Shigenobu K, Makimoto 
K Type of Support Family Caregivers of Persons with 
Youngonset Dementia Provide When They Go Out 
Together. The 3rd WANS (World Academy of Nursing 
Science). Seoul, 2013. Poster Presentation. Oral 
Presentation 
9. 	 YayamaS, Imamura Y, Yamakawa M, Shigenobu K, 
Makimoto K Evaluation of Nursing Intervention for 
Alzheimer's Disease Patient with Sleep Impairment. 
The 3rd WANS (World Academy of Nursing Science). 
Seoul, 2013. Poster Presentation 
10. 	Yayama S, Yamakawa M, Masui A, Suto  S, Shigenobu 
K, Makimoto K. Quantitative evaluation of nursing 
intervention for a patient with frontotemporal dementia 
by the Integrated Circuit tag monitoring system. The 
16th IPA (International psychogeriatric association), 
Seoul, 2013. Poster Presentation
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11. 	 Morooka Y, Umeshita K Thoughts on transplantation 
surgery by living liver donors The 13th Congress of 
the Asian Society of transplantation 9/2013 
Kyoto-city 
2. 	Kameishi C, Seto N, Shimizu Y Study of nursing 
support for diabetes outpatients; Support initiative 
requirements uncovered during the discussions The 16th 
East Asian Forum of Nursing Scholars (EAFONS) 
February2l-22 2013 Bangkok, Thailand 
13. 	Kumazaki K , Endo Y A Study on cooperation 
between hosipital and home-visit nurses to support 
people with mental disorders in the community: attitude 
and approach of psychiatric home-visit nurses European 
Conference on Mental Health  Nursing,2013,May,Turku 
14. 	 Yamashita R, Majima T The development of nursing 
intervention: Making treatment regimen fit in with daily 
lives in chronic heart failure patients. The 16th East 
Asian Forum of Nursing Scholars (EAFONS) , 
February21-22, 2013, Bangkok 
15. 	Akita T, Endo Y The reality of nursing care for 
involuntarily hospitalized patients. 2nd European 
Conference Mental Health Nursing. Finland. 2013. 
16. 	Higami Y, Yayama  S, Nonaka T, Tanaka Y, Takahama 
M, Yamakawa M Characteristics of violent behavior 
reported in psychiatric patients in Japan. World Academy 
of Nursing. Oct 18th, 2013. Seoul, Korea. 
17. 	Yamamoto S Arao H Changes in Menopausal 
Symptoms Experienced by Japanese Breast Cancer 
Patients after the Start of Hormonal Therapy. 38th 
Oncology Nursing Society Annual Congress, 2013, April, 
Washington DC 
18. 	 Yamamoto S , Masutani E , Arao H Evaluating 
Cognitive Function in Breast Cancer Patients at Three 
Months Undergoing Hormonal Therapy. The 1' Asian 
Oncology Nursing  Conference , 2013 , November, 
Bangkok 
19. 	Nakamori M Arao H A concept analysis of 
lymphedema self-awareness in uterine cancer patients. 
The 1st Asian Oncology Nursing Conference, 2013, 
November, Bangkok 
20. 	 Makabe S, Kikkawa T, Uozumi H, Takagai J, Makimoto 
K Qualitative study of Patients' experience - 6 - after 
total hip arthroplasty in cold district in Japan. The 16th 
EAFONS (East Asian Forum of Nursing Scholars), 
Bangkok, 2013, February. Poster Presentation 
21. 	 Uetani C, Deguchi T, Seto N, Shimizu Y The present
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22.
 
23.
 
24.
 
25.
 
26.
 
27.
 
28.
 
29.
 
conditionofregisteredinstructorofcardiacrehabilitation
 
androleofnursinginJapanThe16`hEastAsianForum
 
ofNursingScholars(EAFONS)February21-222013
 
Bangkok,Thailand
 
KinoshitaY,ShimizuYDifficultiesfacedbyelderly
 
diabetespatientslivingalone:Areviewofthenursing
 
researchliteratureThe16`hEastAsianForumof
 
NursingScholars(EAFONS)February21-222013
 
Bangkok,Thailand
 
WakiShimizuY,SetoNWordsandbehavior
 
concerningself-evaluationbyadiabeticpatientin
 
relationtousingaself-evaluationscaleforself-care
 
ability.IDFWorlddiabetescongress,2-6December
 
2013,Melbourne,Australia.
 
OkuraM,etaniC,KameishiC,SetoN,ShimizuY
 
Researchonnursingforobjectiveself-awarenessfor
 
patientswithdiabetes,IDFWorlddiabetescongress,2-6
 
December2013,Melbourne,Australia.
 
NakahamaT,ShimizuY,SetoN,KameishiCA 
diabeticeducationlecturefornursestounderstandthe 
componentsofself-careagency.IDFWorlddiabetes 
congress,2-6December2013,Melbourne,Australia. 
AokiM,YoshimatsuY,MarutaH,KitanoA,AraoH 
CIinicaldifficultiesfacedbyfull-timepalliativecare
specialists.The16thEastAsianFonunofNurs血g 
Scholars(EAFONS),2013,February,Bangkok
 
AokiM,AraoHAIiteraturereviewofdeterminantsof
 
homecareforterminalcancerpatientsinJapan.The10th
 
AsiaPacific,HospiceConference,2013,0ctober,
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が考える専門性と支援方法の検討 第35回 日本手
術医学会総会2013年11月,横 浜市
2.	 江川裕人,手 良向聡,西 村勝治,山 本雅一,古 川
博之,梅 下浩司,上 本伸ニ アルコール性肝硬変に
対する肝移植症例における生命予後因子 と再飲酒
危険因子の検討:日 本肝移植研究会多施設共同研究
第49回 日本移植学会総会2013年9月,京 都市
3.	 吉村弥須子,梅 下浩司,久 保正二,吉 川有葵 肝移
植後に妊娠 ・出産を体験 した レシピエン トの妊娠判
明時の感情と家族の反応 第49回 日本移植学会総
会2013年9月,京 都市
4.	 吉村弥須子,梅 下浩司,久 保正二,吉 川有葵 肝移
植後の レシピエン トの子どもを持つことに対する
思い 第31回 日本肝移植研究会2013年7月,熊
本(優 秀演題賞)
5.	 中岡 優,清 水安子,亀 石千園,瀬 戸奈津子 看護
学生の臨地実習におけるデイナースへの報告につ
いて 日本看護学教育学会第23回 学術集会2013年
8月	 宮城
6.	 安藤 恵,清 水安子,亀 石千園,瀬 戸奈津子 膠原
病患者の他者 との関係における体験 と思い 第18
回日本難病看護学会学術集会2013年8月 東京
7.	 奥 朋子,増 島麻里子,木 村恵美子,井 沢知子,
高橋由美子,冨 田英津子,荒 尾晴惠 リンパ浮腫の
予防に対する患者教育 ・指導に資する研修プログラ
ム評価(第10報)平 成23年 度研修運営者を対象 と
したアンケー ト,第27回 日本がん看護学会学術大
会2013年2月,金 沢
8.	 増島麻里子,木 村恵美子,冨 田英津子,奥 朋子,
井沢知子,高 橋由美子,荒 尾晴惠 リンパ浮腫の予
防に対する患者教育 ・四号に資する研修プログラム
評価(第11報)平 成23年 度研修受講者を対象 とし
たア ンケー ト調査,第27回 日本がん看護学会学術
大会2013年2月,金 沢
9.	 船奥あゆみ,田 墨惠子,荒 尾晴惠,小 林珠実,前 川
佳敬,福 森雄司,楠 寿子,水 木満佐央 がん相談
支援 室における患者家族の意思決定支援に関 して
のMSWの 役割 第18回 日本緩和医療学会学術大会
2013年6月,横 浜
10.	 遠藤淑美,高 谷衣美他 リフレクションによる新人
看護 職員研修へ向けた師長の新人への関わ り一研
修へ 向けた語 りを準備する神事への師長の支援の
実際,第44回 日本看護学会一看護管理一学術集会,
2013年9月,大 阪.
11.	石川かお り,遠 藤淑美他 精神科長期入院患者の地
域生活移行支援における効果的なIPW(専 門職連携) 
大阪大学看護 学雑 誌Vbl.20No.1(2014) 
の要素,第6回 日本保健医療福祉連携教育学会学術
集会,2013年10月,仙 台.
12.	 谷ロ智香,遠 藤淑美,熊 崎恭子 看護臨床実習にお
ける認知行動療法アセスメン トシー トを使用 した
「出来事の認知の仕方の外在化」の効果,第33回
日本看護科学学会学術集会,2013年12月,大 阪.
13.	 古舘美里,瀬 戸奈津子,亀 石千園,清 水安子200
床未満の日本糖尿病学会認定教育施設における糖
尿病外来看護の実際 第18回 日本糖尿病教育 ・看
護学会学術集会2013年9月 横浜
14.	 山川みやえ,九 津見雅美,桑 木智美 和泉谷五月,
土田京子,島 宏和,長 谷川郁代,山 本め ぐみ,駒
野敬行,桂 田 舞,繁 信和恵,山 本朝美,谷 ロかお
り,三 好豊子,田 中恵美 認知症治療病棟から看護
師目線で発信するクリニカルパスの開発;続 報多職
種での運用の実際」.第18回 日本老年看護学会,
2013.6.4-6,大 阪.交 流集会
15.	 師岡友紀,梅 下浩司 生体肝移植 ドナーの移植手術
に対する思い 第31回 日本肝移植研究会2013年
7月 熊本市
16.	 師岡友紀,梅 下浩司 生体肝移植 ドナーの移植手術
に対する思い 第49回 日本移植学会総会2013年
9月 京都市
17.	 師岡友紀,荒 尾晴惠,山 下亮子,笹 嶋宗彦,西 村
悟史,來 村徳信,溝 ロ理一郎 タブレッ ト端末を用
いた術後観察技術教育導入に向けてのusabilityの
検討 第33回 日本看護科学学会学術集会2013年
12月 大阪市
18.	 神渡明日香,師 岡友紀4年 制大学看護学生の就職
先選択の決定因となる情報 第23回 日本看護研究
学会近畿北陸地方会2013年3月 和歌山市
19.	 田村昇子,師 岡友紀,梅 下浩司 脳死臓器提供に関
する家族内の意思共有の程度および関連要因につ
いて2013年9月 京都市
20.	 亀石千園,瀬 戸奈津子,清 水安子,森 雅裕 フィ
ンゴリモ ド塩酸塩内服開始後5ヶ 月間の経過一治療
継続に焦点をあてた一事例一 第1回 日本難病医療
ネッ トワーク学会2013年11月 大阪
21.	 福録恵子,亀 石千園,瀬 戸奈津子,清 水安子 運動
器不安定症高齢者の運動支援プ ログラムの開発
第33回 日本看護科学学会学術集会2013年12月 大
阪
22.	大倉瑞代,亀 石千園,瀬 戸奈津子,清 水安子 糖尿
病看護における自己客観視の援助 に関する研究
日本糖尿病教育 ・看護学会誌 第18回 日本糖尿病
教育 ・看護学会学術集会2013年9月 横浜
太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線篇院士学生 基纏三学部生 
77
 
大阪大学看護学雑誌Vo1.20No.1(2014)
23.山 下亮子,師 岡友紀,荒 尾晴惠,小 林珠実,福 録 33.赤 松智紗子,小 野恵理佳,梅 下浩司,高 階雅紀,
恵子,瀬 戸奈津子,井 上佳代,清 水安子 周手術期
看護演習で術後患者 シミュレーシ ョンスーツを使
用 した学生による演習評価 第33回 日本看護科学
学会学術集会2013年12月8日 大阪市
24.秋	田友美 精神科救急病棟における非自発的入院
患者の治療拒否に対する看護援助の実際 第33回
日本看護科学学会学術集会.2013年 大阪
25。 樋上容子,山 川みやえ,井 上干晴,岡 崇史,繁 信
和恵 周藤俊治,牧 本清子 認知症症状のある頭部
外傷後後遺症患者 に対する薬物療法 と看護介入の
評価一 活動性と睡眠状態の客観的評価一.第18
回日本老年看護学会,2013.6.4-6,大 阪.ボ スタ
ー発表
26.上	谷千夏,瀬 戸奈津子,清 水安子 慢性心不全患者
のセルフモニタ リングの看護支援指針作成のため
の文献検討 第33回 日本看護科学学会学術集会
2013年12月 大阪
27.肥	後直子,柏 本佐智子,水 野美華,森 小律恵,安 仲
恵,山 地陽子,松 永京子,瀬 戸奈津子 糖尿病看護
実践能力育成プログラムにおけるブラッシュアッ
プコース内容とその運用方法 第18回 日本糖尿病
教育 ・看護学会学術集会2013年9月 横浜
28.青	木美和,吉 松由貴,丸 田寛子,北 野愛子,荒 尾
晴惠 緩和ケア実践上の困難に対する緩和ケア専
従医の対処 第18回 日本緩和医療学会学術大会
2013年6月,横 浜
29.野 中高浩,山 川みやえ,門 林知恵,繁 信和恵,牧 本
清子 若年性アルツハイマー病患者に対する看護
介入による歩行距離と体重の変化一ICタ グモニタ
リングシステム(IC)に よる客観的評価一.第18
回日本老年看護学会,2013.6.4-6,大 阪.ボ スタ
ー発表
30.古	野佑佳,中 濱多紀,瀬 戸奈津子,亀 石千園,清 水
安子 東 日本大震災で被災された糖尿病患者の支
援のあり方について 第18回 日本糖尿病教育 ・看
護学会学術集会2013年9月 横浜
31.森	加苗愛,畑 中あかね,古 山景子,大 倉瑞代,中 濱
多紀,中 山法子,佐 田佳子,瀬 戸奈津子 糖尿病看
護実践能力育成 プログラムにおけるマネジメン ト
コース内容とその運用方法 第18回 日本糖尿病教
育 ・看護学会学術集会2013年9月 横浜
32.小 野恵理佳,赤 松智紗子,梅 下浩司,中 田精三,
伏見 了 拭取り法でのATP測 定におけるスワブ綿
球か らの溶出率について 第35回 日本手術医学会
総会2013年11月,横 浜市
南 正人,安 藤昌代,中 田精三 手術安全チェック
リス ト導入の経験 第35回 日本手術医学会総会
2013年11月,横 浜市 
v	 講演会
1	 荒尾晴惠 大分県看護協会 終末期がん患者の在
宅療養支援 症状マネージメン ト2013年7月
2.	 荒尾晴惠 兵庫県立がんセ ンター がん看護実務
研修 症状マネジメン トとケァ2013年7月
3.	 荒尾晴惠 北海道緩和ケア認定看護師の会 症状
マネジメン トモデル を元に した症状への看護介入
2013年11月
4.	 遠藤淑美 患者 一看護師関係 自我発達の視点か
ら,浅 香山病院 トピックス研修,2013年3月
5.	 遠藤淑美 患者 一看護師関係 セルフケア援助と
の関係 浅香山病院 トピックス研修,2013年8月
6.	 瀬戸奈津子 大阪府看護協会研修2013年 度 第3
回看護研修 トピックス 「糖尿病透析予防ケアの質向
上のための研修」診療報酬 「糖尿病透析予防指導管
理料」新規評価の位置づけと課題/ま とめと評価,
2013年11月12月 大阪
7.	 瀬戸奈津子 岡山県立大学認定看護師教育センタ
ー 「血糖パターンマネジメント」,2013年8月 岡
山
8.	 瀬戸奈津子 大阪大学医学部附属病院キャリア開
発センター研修 「看護専門職における後輩育成」,
2013年10月 大阪
9.	 山川みやえ 南大阪病院糖尿病教室 糖尿病 と認
知症:予 防できる?認 知症2013年12月21日,大
阪市
10.	 山川みやえ 大阪府栄養士会生涯学習研修会 【認知
症の最新情報】臨床における症候学的な食事へのア
プローチ2013年12月11日,大 阪市
11.	 山川みやえ 第3回JCEBPシ ンポジウム ベス トプ
ラクティスにつながるEBPサ イクルについて2013
年12月7日,大 阪市
12.	 山川みやえ ケアの幅を拡げる 「相手」への理解に
着目した認知症者とのかかわ り.ジ ーケー社会福祉
貢献会、グルメ杵屋社会貢献の家 大領の家勉強会.
2013年11月29Q大 阪市
13.	山川みやえ 浅香山病院看護部研修 老年看護研
修 老年看護におけるチームケアを促進するフィ
ジカルアセスメン ト:フ ィジカルアセスメン トのチ
ームケアへの活用:グ ルー プワーク2013年11月
5日,堺 市
太文字e教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
78
 
大阪大学看護学雑誌Vol.20No.1(2014)
14.山 川みやえ 医療法人純幸会豊中渡辺病院看護研
究研修,臨 床で役立つ看護研究入門研究のまとめ方,
2013年10月10日,豊 中市
15.山 川みやえ 十Japan-USAmeetingNursing
Educationパ ネルディスカッシ ョン ベス トプラク
ティスの実践とケアの質向上EBPサ イクルを促進す
る戦略と課題,2013年10月5日,京 都市
16.山	川みやえ 堺栄養士会セミナー 認知症の基礎
知識と食事:食 事からみる認知症ケァの向上2013
年10月11日,堺 市
17.山 川みやえ 認知症患者の排尿の基礎知識 放尿
への対処への挑戦,公 益財団法人浅香山病院認知症
病棟勉強会2013年9月27日,堺 市
18.山	川みやえ 研究って楽 しいもの!臨 床現場に
おける看護研究入門:臨 床実践における研究の組み
立て方 医療法人協和会千里中央病院看護研究勉
強会2013年9月26日,豊 中市
19.山	川みやえ 浅香山病院看護部研修 老年看護研
修 老年看護におけるチームケアを促進するフィ
ジカルアセスメン ト:老 年期の特徴とフィジカル
アセスメン ト2013年9月18日,堺 市
20.山 川みやえ 岸和田セ ミナー,認 知症の基礎 と食に
ついて 認知症ケアの向上 を図る栄養士の実践へ
の可能性,2013年08月23日,岸 和田市
21.山 川みやえ 第4回 食育研究会特別講演,認 知症の
基礎知識 と食事 認知症ケアの向上を図る栄養士
の実践への可能性,2013年08月13日,大 阪市
22.山 川みや え 医療法人純幸会豊中渡辺病院看護研
究研修,臨 床で役立つ看護研究入門テーマの絞 り込
みと計画の立て方,2013年06月20日,豊 中市
23.山	川みやえ ナーシングホーム気の里,認 知症ケア
の幅を広げよう 「その人らしさ」に着目した日常生
活の調整,2013年05月3日,豊 橋市
24.山 川みやえ 認知症ケアを通 して学ぶ高齢者のケ
ア:こ れからの出会 いのために グルメ杵屋社会貢
献の家 新採用者研修2013年3月18日 大阪市
25.山 川みやえ 認知症患者の睡眠の問題:せ ん妄のケ
ア 和泉中央病院勉強会.2013年2月20日,和 泉
市
26.山	川みやえ ケアの幅が広がる!認 知症の疾患別
ケア 堺認知症疾患医療センター講演会.2013年2
月23日,堺 市
27.樋 上容子 第3回JCEBPシ ンポジウム 精神科にお
ける転倒転落のインシデン トレポー ト報告パ ター
ン の分析 一大学 と医療 安全 管理者 との連 携 一
2013年12月7日,大 阪市 
報 道 
1.	 YamakawaMSIeepdisorderanddementia.JBI
 
mattersThemonthlynewsletterofTheJoannaBriggs
 
Institute,October2013.

http:〃sahsweb.med.osaka-u.acjpんagns1!epi/JBI%20Ma 
tters_2013_Oct.pdf

2.	 山 川 み や え 笑 顔 と こ こ ろ で つ な が る 認 知 症 医 療
小 野 薬 品HP病 院 ・ク リ ニ ッ ク 訪 問 「公 益 財 団 法 人
浅 香 山 病 院 」2013年11月. 
http://wwwrivastach.jp/visit/23/id237.htm1

皿	 主催学会
1.学	会 なし
2.セ ミナー
1.荒	 尾晴惠,小 林珠実,升 谷英子 がん看護能力スキ
ルアップセミナー 「放射線治療看護に必要な放射線
治療計画の基礎知識」大阪大学中之島センター佐治
敬三メモリアルホール2013年7月28日 大阪市
2.荒 尾晴惠,小 林珠実,升 谷英子 先駆的がん看護開
発研究者養成コース がん看護研究能力セ ミナー
「EBPに おけるシステマティックレビュ7の 重要性
とシステマティックレビュー方法論の実際」大阪大
学医学部保健学科2013年9月19日 吹田市
3.荒	 尾晴惠,小 林珠実,升 谷英子 がん看護能カスキ
ルアップセミナー 「抗がん剤の安全な取 り扱いと曝
露対策」大阪大学医学部保健学科2013年11月16
日	 吹田市
4.熊	 崎恭子 西池絵衣子 高田久美 第20回 日本精
神科看護技術学術集会専門 矼 地域ケアにつなげ
る～役立つ退院看護サマリーの書き方～ 山形テ
ルサ2013年11月3日
3.研	究会
1.荒	 尾 晴惠,小 林珠 実,升 谷英子,淺 野耕 太,畠 山
明子 第1回 大阪大学大学院医学系研究 科保健学専
攻がん看護高度実践看 護師コー ス修 了生の会 「専門
看護師 と して の業績 の積み上 げ方」大阪大学医学部
保健学科2013年6月1日 吹田市
4.講	習 会
1.牧 本清子 第30回 関西感染予防ネ ッ トワーク主催
2.牧 本清子 第17回 関西感染症 フォーラム共催
3.遠	 藤淑美,熊 崎恭 子,秋 田友美 事例検討会 平成
25年 度精神訪問看護集 中講座(大 阪),2013年8月
5.そ	 の他
1.牧	 本清子 国際 シンポジウムCurrentissuesin 
dementiaanddementiacareinEastAsia.Osaka 
University,March2"d
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2.日	 本糖尿病教育 ・看護学会 特別委員会(西原晴美,
青木美智子,柳 井田恭子,稲 垣美智子,清 水安子,
米田昭子,小 江奈美子,窪 岡由佑子,平 岡めぐみ)
交流集会2多 施設から学ぽう!糖 尿病透析予防指
導 第18回 日本糖尿病教育 ・看護学会学術集会
2013年9月
3.日	 本糖尿病教育 ・看護学会 編集委員会(内 海香子,
山本裕子,畑 中あかね,中 濱多紀,瀬 戸奈津子,
村角直子,伊 波早苗,西 垣昌和,山 ロ曜子,住 吉
和子,清 水安子)交 流集会3査 読のポイン トを知ろ
う!一 編集委員による投稿者 と査読者のための査
読ポイン トの解説および意見交換一 第18回 日本
糖尿病教育 ・看護学会学術集会2013年9月
4.日	 本糖尿病教育 ・看護学会 研究推進委員会(大 原
裕子,伊 波早苗,小 野美穂 瀬戸奈津子,西 垣昌和,
東め ぐみ,薬 師神裕子,安 酸史子)交 流集会6こ れ
だけは知っておきたい 「研究の倫理的配慮」 第18
回日本糖尿病教育 ・看護学会学術集会2013年9月
皿	 受 賞
1.荒 尾 晴 恵 第11回 佐 川 看 護 特 別 賞
2.古 野 佑 佳,中 濱 多 紀,瀬 戸 奈 津 子,亀 石 手 園,清 水
安 子 第18回 日 本 糖 尿 病 教 育 ・看 護 学 会 学 術 集 会
JADEN18Award(東日 本 大 震 災 で 被 災 さ れ た 糖 尿 病
患 者 の 支 援 の あ り方 に つ い て) 
3.NonakaT,SutoS,YamakawaM,ShigenobuK,
 
MakimotoKThe16thIPA(lnternational
 
psychogeriatricassociation)Bestposteraward2013.10.
 
1X特 許 なし
X共 同研究
1.国	内公的機関 なし
2.国 内民間研究機関
1.高 田久美,西 池絵衣子,熊 崎恭子 「精神科領域にお
ける退院調整看護師育成プログラムの検討」南部町
国民健康保健西伯病院2013年 開始
3.国	外公的機関
1.牧	 本蒲子 中国南方医科大学 との股関節置換術後
のQOLの 変化の国際共同研究の実施
4.国	外民間研究機関 な し
X[研 究費
1.校	費
1.牧 本請子(研 究代 表者)平 成23年 大阪大学
GlobalCol[aboratingCenter学 内協同研究助成金
超領域アプローチによる東アジアの高齢者ケアシ
ステムの構築
2.科	学研究費補助金
1.梅 下浩司(分 研究担者)全 ての臓器と組織移植症
例の一元的な登録と追跡制度の確立ならびに ドナ
ーとレシピエン トの安全性確保とQOL向 上に関する
研究 平成25年 度厚生労働科学研究費補助金 
z.	 梅下浩司(分 研究担者)肝 移植後のレシピエン ト
の妊娠 ・出産における心理的体験と医療支援に関す
る研究 平成25年 学術研究助成基金助成金(科 研
費)
3.	 梅下浩司(分 研究担者)術 前訪問における手術室
看護師の患者擁護実践評価指標の開発 平成25年
学術研究助成基金助成金(科 研費)
4.	 清水安子(研 究代表者),瀬 戸奈津子,内 海香子,
正木治恵(研 究分担者)糖 尿病患者のパターンマ
ネジメン ト援助指針と支援ツールの開発 平成23
～27年 度 文部科学研究費(基 盤研究C)
5.	 福録恵子(研 究代表者),清 水安子,瀬 戸奈津子,
今井奈妙,亀 石千園(研 究分担者)地 域密着型ク
リニックを拠点とする運動器不安定症高齢者の運
動支援プログラム開発 平成23～26年 度 文部科
学研究費(基 盤研究C)
6.	 黒田久美子(研 究代表者),清 水安子,内 海香子,
麻生佳愛,錢 淑君,正 木治恵(研 究分担者)認 知機
能低下が生じた高齢インスリン療法患者 ・家族への
援助指針の開発 平成25～27年 度 文部科学研究
費(基 盤研究C)
7.	 牧本清子(研 究代表者)2011年 一2013年 リアルタ
イムモニタリングによる認知症高齢者の徘徊 トリ
ガー要因の究明 科学研究費補助金 基盤研究(B)
8.	 牧本清子(分 担研究者)2012年 一2015年 人工股
関節 ・膝関節患者の経年的QOL評 価の集積と再置換
予防に関する研究
9.	 牧本清子,山 川みやえ(研 究協力者)循 環器疾患 ・
糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業 生活習慣
病重症化予防のための戦略研究 厚生労働省
10.	 荒尾晴惠(研 究代表者)生 活に即 した経ロ抗がん
剤投与管理能力を促進する看護支援の創成 平成
23年 度～24年 度 文部科学研究費補助金(挑 戦的
萌芽研究)
11.	荒尾晴惠(研 究代表者)小 林珠実(研 究分担者),
山下亮子(研 究分担者)田 墨惠子(研 究分担者)診
断期か ら緩和ケアに基づく放射化学療法 中の頭頸
部がん患者の口腔粘膜炎への看護介入 平成25年
太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
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度～27年 度 文部科学研究費補助金(基 礎研究B)
12.升 谷英子(研 究代表者),荒 尾晴恵(研 究分担者)
ホルモン療法 を受 ける乳がん患者の認知機能障害
の実態と生活への影響に関する研究 平成25-26年
度 文部科学省科学研究費(挑 戦的萌芽研究)
13.小 松浩子(研 究代表者),荒 尾晴惠(研 究分担者)
外来化学療法におけるオンコロジーエマージェン
シーの安全ケア質保証統合システム開発 平成23
年度～27年 度 文部科学省科学研究費補助金(基 盤
研究A)
14.内 布敦子(研 究代表者),荒 尾晴惠(研 究連携者)
がん症状マネ ジメン トにおける看護介入モデルの
症状別臨床普及版の開発 平成24年 度～平成27年
度 文部科学研究費補助金(基 礎研究B)
15.遠	藤淑美(連 携研究者),酒 井郁子(研 究代表者)
他 回復期 リハ ビリテーション病棟における看護
管理実践の理論化と普及,平 成22年 度～25年 度,
科学研究補助金(基 盤研究B)
16.遠 藤淑美(連 携研究者),石 川かお り(研 究代表者)
他 精神科長期入院患者の退院支援における患者
一家族一多専門連携モデルの開発,平 成23～25年
度,科 学研究補助金(挑 戦的萌芽研究)
17.瀬	戸奈津子(研 究代表者),清 水安子,正 木治恵,
石井秀宗(研 究分担者)糖 尿病看護における実践
能力育成プログラムの普及と効果の検証 平成23
～27年 度 文部科学研究費(基 盤研究B)
18.瀬 戸奈津子(研 究代表者),清 水安子,亀 石千園,岡
田彩子(研 究分担者)慢 性心不全患者の症状や徴
候のパター ンを見つけるための外来看護支援ツー
ルの開発 平成25～27年 度 文部科学研究費(挑
戦的萌芽研究)
19.松 田直正(研 究代表者),瀬 戸奈津子,善 福正夫(研
究分担者)介 護保険施設における看護 ・介護職の
協働 を推進する協働実践 自己評価尺度の開発 と検
証	 平成24～27年 度 文部科学研究費(基 盤研究 
C)

20.山 川みやえ(研 究代表者)2011年 一2014年 通所
サー ビスにおけるケアスタッフ向けの若年性認知
症ケアサポー トデータベースの開発 科学研究費
補助金 若手研究(B)
21.山	川みやえ(研 究分担者)2011年 一2013年1丿 ア
ルタイムモニタ リングによる認知症高齢者の徘徊
トリガー要因の究明 科学研究費補助金 基盤研
究(B)
22.山	川みやえ(研 究分担者)2012年 一2015年 集団
感染予防のための環境を汚染 しない陰部洗浄 とお 
大阪大学看護学雑誌Vol.20No.1(2014)
むつ交換技術の開発 科学研究費補助金 基盤研
究(B)
23.	 山川みやえ(研 究分担者)2013年 一2016年 認知
症患者への緩和ケアに関するベス トエ ビデンス研
究科学研究費補助金 基盤研究(C)
24.	 師岡友紀(研 究代表者),梅 下浩司(研 究分担者)
学術研究助成基金助成金(科 研費)基 盤研究(C)
生体肝移植のレシピエン ト、 ドナー、家族の抱える
問題 と術後支援の検討 経費合計3,900,000円 平
成24～26年 度
25.	 亀石千園(研 究代表者)イ ンターフェロンーB製
剤で治療中の多発性硬化症患者への継続的な看護
援助指針の開発 平成24年 ～26年 文部科学研究
費(若 手研究B)
26.	 秋田友美(研 究代表者)非 自発的入院で患者の主
体性の維持と治療導入の間でバランスをとるため
の看護援助指針,平 成25年 度研究活動スター ト支
援
27.	 樋上容子(研 究代表者)認 知症疾患別の睡眠一覚
醒 リズム障害の看護ケアとその評価方法の確立,
平成25年 度研究活動スター ト支援
28.	脇 幸子(研 究代表者)清 水安子,瀬 戸奈津子(研
究分担者)糖 尿病患者のセルフケア自己評価支援
ツールとCDE看 護師育成プログラムの開発 平成
25～28年 度 文部科学研究費(基 盤研究C)
3.受	託研究費 
1.	 山川みやえ(研 究代表者)若 年性認知症の日常的
ケア支援データベースシステムの開発.平 成25年
度 ニッセイ財団助成 高齢社会若手実践的課題研
究助成
2.	 水野美華(研 究代表者),和 田幹子,瀬 戸奈津子,
福井 トシ子,雨 宮久美子,中 山法子,下 村裕子,
西郷和枝,桐 生史江,松 井美貴,角 南ちえ子,冨 村
真(研 究分担者)イ ンス リン製剤名と識別力ラー
に関するエラーの発生状況 とそのマネジメン ト
平成23年 度 日本糖尿病教育 ・看護学会研究助成
4.奨	学寄付金
1.請	 水安子,胡 春頴 財団法人日中医学協会研究助
成金 
2.	 荒尾晴恵 平成24年 度 大阪対がん協会 がん研
究助成奨励金(北 野愛子)
3.	 荒尾晴惠 平成25年 度公益財団法人安田記念医学
財団癌看護研究助成大学院生(青 木美和)
5.大学改革推進等補助金 なし
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】皿	 学会 ・職能団体等の役員活動
1.会	長 ・理事長 なし
2.理	事 ・幹事
1.清 水安子 日本糖尿病教育 ・看護学会理事
2.荒 尾晴惠 日本緩和医療学会理事
3.遠 藤淑美 日本精神科看護技術協会常任理事
4.瀬 戸奈津子 日本糖尿病教育 ・看護学会理事
5.瀬 戸奈津子 日本糖尿病療養指導士認定機構理事
3.評	議員
1.梅 下浩司 日本移植学会評議員
2.梅 下浩司 日本医療機器学会評議員
3.梅 下浩司 日本肝胆膵外科学会評議員
4.梅 下浩司 日本外科感染症学会評議員
5.梅 下浩司 日本手術医学会評議員
6.梅 下浩司 臼本消化器外科学会評議員
7.梅 下浩司 日本臓器保存生物医学会評議員
8.梅 下浩司 日本肝臓学会西部会評議員
9.梅 下浩司 近畿外科学会評議員
10.清 水安子 日本糖尿病教育 ・看護学会評議員
11.清 水安子 日本慢性看護学会評議員
12.牧 本清子 日本看護科学学会評議員
13.牧 本清子 日本看護研究学会評議員
14.牧 本清子 日本環境感染学会評議員
15.荒 尾晴惠 日本看護科学学会代議員
16.荒 尾晴惠 日本緩和医療学会評議員
17.遠 藤淑美 日本文化看護学会評議員
18.瀬 戸奈津子 日本糖尿病教育 ・看護学会評議員
19.瀬 戸奈津子 日本慢性看護学会評議員
20.瀬 戸奈津子 日本循環器看護学会評議員
21.瀬 戸奈津子 日本フットケア学会評議員
4.支	部長 なし
5.委	員長 ・副委員長
1.清	 水安子 日本糖尿病教育 ・看護学会編集委員会委
員長
2.遠	 藤淑美 日本精神科看護技術協会教育認定委員
会委員長
3.瀬	 戸奈津子 日本糖尿病 ・教育看護学会政策委員会
委員長
4.瀬 戸奈津子 大阪府看護協会学会委員会委員長
5.瀬	 戸奈津子 日本慢性看護学会政策委員会副委員
長
6.瀬	 戸奈津子 日本循環器看護学会編集委員会副委
員長
6.委	員
1.梅 下浩司 脳死肝移植施設認定作業部会委員
2.梅 下浩司 脳死肝移植適応評価委員
3,梅 下浩司 日本移植学会 査読委員
4.梅 下浩司 日本移植学会 登録委員
5.梅 下浩司 日本移植学会 統計 ・解析委員
6.梅 下浩司 日本肝移植研究会 登録委員
7.梅	 下浩司 日本肝移植研究会 ドナー安全対策委
員
8.梅	 下浩司 日本肝移植研究会 脳死 レシピエン ト
調査委員
9.梅 下浩司 日本肝移植研究会 プロジェク ト委員
10.梅 下浩司 日本手術医学会 将来計画委員
11.梅 下浩司 日本手術医学会 編集委員
12.梅 下浩司 日本臓器保存生物医学会 財務委員
13.梅	下浩司 日本臓器移植ネッ トワーク システム
登録 ・統計 ・解析委員
14.梅	下浩司 日本臓器移植ネットワーク 中央評価
委員会オブザーバー
15.清	水安子 厚生労働省医道審議会専門委員 保健
師助産師看護師分科会員
16.清	水安子 日本糖尿病教育 ・看護学会特別委員会委
員
17.清 水安子 日本看護科学学会広報委員会委員
18.清	水安子 日本看護科学学会国際活動推進委員会
委員
19.清 水安子 日本看護科学学会和文誌専任査読委員
20.清	水安子 日本循環器看護学会(和 文)専 任査読委
員
21.清	水安子 大阪府看護協会認定看護管理教育課程
運営委員会
22.牧 本清子 大阪府介護保険審査会委員
23.牧 本清子 日本学術振興会の審査委員
24.牧 本清子 関西感染症フォーラム 世話人
25.荒	尾晴惠 大阪府がん対策推進委員会 緩和ケア
推進部会委員
26.荒	尾晴惠 日本看護科学学会 和文誌専門査読委
員
27.荒	尾晴惠 日本がん看護学会 教育 ・研究活動委員
会委員
28.荒 尾晴惠 日本がん看護学会 専門査読委員
29.荒	 尾晴惠 日本緩和医療学会 教育研修委員会委
員
30.荒	尾晴惠 日本緩和医療学会 第19回 学術大会組
織委員会委員
31.荒	尾晴惠 日本緩和医療学会 専門医認定 ・育成委
員会 編集作業部会部員
32.荒	尾晴惠 中四国がんプロフェッショナル養成基
盤推進 プラン外部評価委員
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33.遠 藤淑美 日本精神科看護技術協会査読委 員	 Nursing
34.遠 藤淑美 日本看護科学学会和文誌編集委 員 9.山 川みやえ 公益財団法人浅香山病院 臨床研修
35.遠 藤淑美 日本精神保健看護学会編集委 員会委員 担当 特任部長
36.遠 藤淑美 日本看護研究学会査読委 員	 10.熊 崎恭子 日本精神科看護技術協会 こころの健
37.遠 藤淑美 日本看護医療学会査読委 員	 康出前講座講師
38.遠 藤淑美 日本 プライマ リ ・ケア連合学会査読委員
39.瀬	戸奈津子 日本糖尿病教育 ・看護学会編集委員会
委員
40.瀬	戸奈津子 日本糖尿病教育 ・看護学会研究推進委
員会委員
41.瀬 戸奈津子 日本慢性看護学会専任査読委員
42.瀬 戸奈津子 日本 フッ トケア学会査読委員	 生命育成看護科学講座
43.瀬	戸奈津子 看護系学会等社会保険連合(看 保連)
看護技術検討委員会委員
44.瀬	戸奈津子 日本看護学会一 看護管理一第44回 学 1論 文
術集会 大阪府看護協会準備 委員(準 備委員長) 1.学 術 論 文 
45.師 岡友紀 寿会富永病院非常勤講師	 1.FujimotoK,NagaiT,OkazakiS,KawajiriM,Tomiwa 
46.師 岡友紀 第33回 日本看護科学学会学 術集会実行 KDevelopmentandverificationofchildobservation 
委員	 sheetfor5-year-oldchildren.Brain 
47.師 岡友紀 第10回 日本移植看護 ・再 生医療学会企 Dev.2013Feb14.braindev.2013.01.008.Epub[aheadof 
画委 員	 print] 
48.亀 石干園 日本看護学会一 看護管理一 第44回 学 術 2.SakaiH,OhashiKAssociationofmenstrualphase 
集会 大阪府看護協会抄録選 考委員	 withsmokingbehavior,moodandmenstrual 
49.熊 崎恭子 第33回 日本看護科学学 会学 術集会 実 phase-associatedsymptomsamongyoungJapanese 
行委 員	 womensmokers.BMCWomen'sHealth2013,13:10 
50.山 下亮子 日本循環器看護学会誌(和 文)専 任査読 http://www.biomedcentral.com/1472-6874/13/10 
委員	 3.LaiCM,MakKK,WatanabeH,AngRP,PangJS, 
51.山 下亮子 日本循環器看護学会 診療報酬検討委 HoCMPsychometricpropertiesoftheInternet 
員会委 員	 addictiontestinChineseAdolescents.Journalof 
52.秋	 田友美 第33回 日本看護科学学 会学術集会 実 PediatricPsychology,38(7):794-807,2013
行委 員 4.奥 野 裕 子,永 井 利 三 郎,毛 利 育 子,吉 崎 亜 里 加,
7.そ	 の 他 山 本 知 加,酒 井 佐 枝 子,岩 崎 英 巳,谷 池 雅 子 広 汎
1.MakimotoKDirectorTheJapanCentreforEvidence	 性 発 達 障 害 に 対 す る ペ ア レ ン ト トレ ー ニ ン グ(少 人
BasedPractices 数 ・短 縮 型)の 有 効 性 に 関 す る 研 究 脳 と 発 達45巻
2.MakimotoKVisitingprofessorSouthernMedical	 1号,26-32,2013年1月 
University,China 5. 池 田妙,下 野九理子,岩 谷祥 子,北 井征宏,橘 雅弥,
3.MakimotoKEditor,NursingandHealthSciences.JBI	 富永康仁,沖 永剛 志,永 井利三郎,大 薗恵一 幼 児
DatabaseofSystematicReviewsandImplementation 期 発 症 の 難 治 な 多 発 性 硬 化 症 に 対 し
Reports cyclophosphamideパ ルス療法 が有効 で あ った1例
4.荒	 尾 晴惠 大阪大学 医学部 附属病院 オンコロジー 脳 と発達45巻1号,49-52,2013年1月
セ ンターがん相談支援室 相談 員 6. 古藤雄大,宮 崎千明,前 田由美,稲 垣二郎,伊 与 田
5.遠 藤 淑美 浅香山病院非常勤講 師	 邦昭,山 岸義 晃,田 辺卓也,永 井利三郎 支援学校
6.遠 藤 淑美 医誠会病院新人研修講 師	 に在籍 す る小児 の予防接 種実 施状況 に関す る調査
7.YamakawaMCo-director.TheJapanCentrefor	 小児保健 研究72巻2号,..,2013年3月
EvidenceBasedPractices 7. 田中総一郎,椎 原 隆,吉 田弘和,森 田浩之,佐 藤
8.YamakawaMReviewer,JournalofTranscultural	 秀 明,永 井利 三郎,荻 野谷和裕 東 日本 大震 災に学
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ぶ ～小 児神経科医に求め られ ること～ 脳 と発達
45巻227-230(2013)
8.	 永 井利 三郎 発 達 凸凹の考 え方 公 開 シ ンポ ジ ウ
ムー発達 障害一 「聞いて考えよ う～"発 達凸凹(で
こぼこ)"の ある子 どもの心」 日本小児 科医会会
報 別冊 第46号(2013)
9.	 東 純 史,青 天 目信,山 崎早 苗,池 田 妙,中 野
さやか,岩 谷祥 子,北 井征宏,橘 雅 弥,富 永康仁,
下野九理子,沖 永剛志,永 井利三郎,大 薗 恵一 け
いれん 重積 型脳 症後 に てんかん を発症 した群 の検
討 大 阪てんかん研究会雑誌24巻1号,13-18, 
(2013)
10.	 芳 賀亜 紀子,徳 武千 足,近 藤 里栄,中 村紗 矢香,
鈴 木 敦 子,大 平 雅 美,市 川 元 基,金 井 誠,坂 ロ
けさみ,島 田三恵子 産後1ヶ 月時の母乳 育児 の確
立 と基礎的 ・産科学 的要因 および母乳育児 ケアとの
関連性.母 子衛生54(1):101-109,2013
11.	 井関敦子,南 田智子,大 橋 一友 里帰 り分 娩を行 っ
た娘 に対 す る実 母 の支援姿 勢 と支援 を通 じて体 験
した思い 母性衛生2013,54,191-199
12.	 宮野遊 子,藤 本 美穂 山 田純子,石 井 京子,藤 原
千 惠子3歳 児 健診 に訪れ た母親 の育 児 に対す る
思 い,大 阪大学 看護学 雑誌,19.17-23,2013.
13.	 藤 田優 一,藤 原千 惠子 入 院 して いる小児 の転倒
防 止対 策 と転 落 防止対 策の実 施状 況 第43回 日本
看護 学会論 文集:看 護 管理,43,15-18,2013.
14.	 藤 田優一,藤 原 千 惠子 入院 している 小児 のサー
クル ベ ッ ドか らの転 落 に関す る危険 因子 一デル フ
ァイ法 に よる調査 一,日 本小児 看護学 会誌,22(1), 
32-39,2013.
15.	 藤 田優 一,藤 原 千恵子 催 眠剤 、鎮 静剤 、麻酔 剤
使 用後 の小 児 につ いて転倒 ・転 落に 注意 を要す る
時間の 指標 一デ ル ファイ法 を用 いた看 護師 の判 断
基 準の調 査 一,日 本小 児看護 学会誌,22(2),54-60, 
2013.
16.	 高 田一美,藤 原手 惠子 思 春期 の胆道 閉鎖症 患児
の病 気の認 識,思 春期 学,33(3),305-315,2013.
17.	 高 田一美,藤 原千惠子 思春期の胆道閉鎖症患児 の
対処行動,小 児保健研究,72(6),817-823,2013
18.	 鈴井江三子,齊 藤雅子,飯 尾祐加,谷 野宏美,池 田
理恵,山 本 八千代,大 橋 一友 学童保育指導員が認
識する虐 待徴候 母性衛生2013,54,51-60
19.	盛山幸子,島 田三惠子 初 めて出産 を迎 える妊娠末
期 の妊 婦 とその 夫に お ける夫婦 の愛情 と対児感情
及 び母親役 割行動 との関連.小 児保健研 究72(3): 
405-412,2013.

2.会	議録 
1.	 WatanabeH,NomachiS,MakKKAgedifferences
 
amongAsianadolescentsintheassociationbetween
 
Internetaddictionandpsychologicalpredictors.2"a
 
InternationalSymposiumofPsychologyandMedicineof
 
InternetBehaviors,2013,P.20
 
z.	 NomachiS,WatanabeH,MakKKGenderDifferences
 
amongAsianadolescentsintheassociationbetween
 
InternetAddictionandMentalHealth,2°dInternational
 
SymposiumofPsychologyandMedicineofInternet
 
Behaviors,2013,P.18
 
3.	 KinouchiK,HigashidaY,OhashiKCIinicaltrialof
 
cellularphoneremaindera-mailtosupportpelvicfloor
 
muscletrainingforpostnatalwomen.16thTheEast
 
AsianForumofNursingScholarsAbstract,p219

4.	 神 崎真 姫,酒 井 ひろ子,松 本敦子,永 井利三郎 「被
災 地の 高校 生の 生 と性 に対す る思 い 生 と性 を伝
える活動 の報告 」 日本保健 医療行動科学会学 術大
会 プ ログラム ・妙録集28回page45(2013)
5.	 高尾徹也,惣 田哲次,竹 澤健太郎,木 内 寛 宮川
康,辻 村 晃,永 井利三郎,佐 藤健二,野 々村祝夫
「色素性乾 皮症患者 にお ける排尿状態の疫学調査」
日本排尿機能学会誌24巻1号page251(2013)
6.	 吉川彰二,佐 藤寿哲,永 井利三郎 「てんかん診療 に
お ける病 気の 理解 と必要 と され る情報 提供 てん
か ん診療に おける移行ケア調査の結果か ら」 てん
か ん研究30巻3号page541(2013)
7.	 永 井利 三 郎 専 門職へ の てんかん 教育 てん かん
研究 第31巻2号p155～156(2013)
8.	 下野九理子,谷 河純 平,山 崎早苗,新 寶理 子,中 野
さやか,岩 谷祥子,富 永康仁,青 天 目信,沖 永 剛志,
永 井利三郎,大 薗恵一 結節性硬化症 に伴 うてんか
ん の臨 床経過 ～ よ り適切 な治療 プ ロ トコー ル を目
指 して てんかん研究 第31巻2号p287(2013)
9.	 島 田三惠子,杉 本充弘,関 和男,藤 井知行,前 田
津紀夫,井 本寛子 産後1ヶ 月の母子の心配事 と子
育 て支援 のニー ズ および育 児環境 に関す る全 国調
査.第60回 日本小児保健学会学術集 会抄録p225
10.	 島 田三 惠 子,杉 本充 弘,藤 井知行,前 田津 紀夫,
安達 久美子,井 本寛 子,岡 本喜代子,山 本 詩子 妊
娠 出産 の全 国調査 に基 づ いた母親 に と って 満足 な
妊娠 出産の規 定要 因。母性衛生54(3):221
11.	 安 達久 美子,島 田三惠子,藤 井知 行,杉 本 充弘,
前 田津紀夫,岡 本喜代子,井 本寛子,山 本詩子 日
本の出産ケ アに関す る全国調査一健やか親子21快
適 な 妊 娠 出 産 の 達 成 度 と 課 題 一.母 性 衛 生
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54(3):327

12.井 本寛子,島 田三惠子,安 達久美子,杉 本充弘,
藤井知行,前 田津紀夫,岡 本喜代子,山 本詩子 入
院中の母乳哺育ケア と1ヶ 月後の母乳栄養に関す
る全国調査.母 性衛生54(3):333
13.亀	田知美,能 町 しのぶ,渡 邊浩子,菅 沼信彦 葉酸
添加ガム摂取による精神健康度の変化の検討 母性
衛生54(3):346,2013
14.渡	邊真麻,松 本桃代,生 田佳絵,飯 田真澄,永 井 泰
,渡 邊浩子 非妊娠時体格区分別の母体体重増加量
と新 生 児 体 格 、 分 娩 状 況 の 検 討 母 性 衛 生 
54(3):190,2013
15.田	中弥生,能 町 しのぶ,渡 邊浩子 心拍変動か らみ
たベ ビーマ ッサージ中の母児にもた らす快情動の
評価 母性衛生54(3)二257,2013
16.田 中弥生,能 町 しのぶ,渡 邊浩子1ヶ 月間のベ ビー
マッサー ジは自律神経活動からみて母児間に快情
動 をもた らすのか?日 本助産学会誌26(3)二130, 
2013
17.河	ロ江里,宗 田哲男,松 本桃代,渡 邊真麻,生 田
佳絵,白 井真澄 永井 泰,渡 邊浩子,江 部康二 妊
娠糖尿病における糖質制限食事療法の導入1～ 妊娠
糖尿病妊婦に対する新たな管理方法について 日
本病態栄養学会誌16(S):118,2013
18.松	本桃代,渡 邊真麻,生 田佳絵,白 井真澄,永 井 泰
,河 ロ江里,宗 田哲男,渡 邊浩子,江 部康二 妊娠
糖尿病における糖質制限食事療法の導入2～ 当院の
75gOGTT結 果による治療区分と管理方法の効果 日
本病態栄養学会誌16(S):118,2013
19.生	田佳絵 松本桃代,渡 邊真麻,白 井真澄,永 井 泰
,河 口江里,宗 田哲男,渡 邊浩子,江 部康二 妊娠
糖尿病における糖質制限食事療法の導入3～ 妊娠中
の体重増加量 と新生児体格への影響 日本病態栄
養学会誌16(S):118,2013
20.渡	邊真麻 生田佳絵 白井真澄,永 井 泰,河 口
江里,宗 田哲男,渡 邊浩子,江 部康二 妊娠糖尿病
における糖質制限食事療法の導入4～ 妊娠糖尿病の
やせ妊婦における糖質制限食事療法の検討 日本
病態栄養学会誌16(S):118,2013
21.宗	田哲男,河 ロ江里,松 本桃代,渡 邊真麻,生 田
佳絵,白 井真澄,永 井 泰,渡 邊浩子,江 部康二 妊
娠糖尿病における糖質制限食事療法の導入5～ 糖尿
病合併妊婦に対する管理の1例 日本病態栄養学会
誌16(S):119,2013
22.佐	々 木美和,新 家一輝,高 野 緑 入院している子
どものきょうだい支援 「きょうだいの会」実践報 
大阪大学看護学雑誌Vbl.20No.1(2014) 
告 日本小児血液 ・がん学会雑誌2013年4月50
巻1号138頁
23.	 宮野遊子,藤 本美穂,山 田純子,藤 原千惠子 育
児 レジ リエンス尺度の開発一信頼性 ・妥 当性の検
証 日本小児看護学会第23回 学術集会講 演集,
p147,2013年.
24.	 宮野遊子,浅 田 咲 レジリエンスと不定愁訴の関
係か らみた女子中高生の心理的問題への介入方法
の検討,第60回 日本小児保健協会学術集会講演集, 
215,2013
25.	 山田純子,宮 野遊子,藤 本美穂,石 井京子,藤 原
干惠子 地域において育児支援が必要な母親 に対
する トリプルPの 効果,第44回 日本看護学会抄録
集一地域看護一,p126,2013年.
26.	 東田有加,大 橋一友 妊婦の高濃度受動喫煙の実態
と原因喫煙者の分析 母性衛生54巻3号188頁 
2013
27.	 藤田優一,藤 原千惠子 小児用転倒 ・転落防止プロ
グラム第2版 のアウ トカム,第33回 日本看護科学
学会学術集会講演集,p521,2013年 。
28.	 藤田優一,藤 原千惠子 小児用転倒 ・転落防止プロ
グラム第2版 に対する看護師の意見一小児と家族
用の転倒 ・転落防止DVDパ ンフレットについて一,
第44回 日本看護学会抄録集一看護管理一,p270,
2013年.
29.	 藤田優一,藤 原千惠子 小児の催眠剤、鎮痛剤 、
麻酔剤使用後の転倒 ・転落に注意が必要な時間の
指標:デ ルファイ法 による調査 日本看護研究学
会第26回 近畿 ・北陸地方会学術集会抄録集,p44
2013年.
30.	 藤田優一,藤 原千惠子 小児用の転倒 ・転落 リス
クアセスメン トツール:C-FRATのROC曲 線 を用いた
カッ トオフポイ ン トの検討 日本看護研究学会第
26回 近畿 ・北陸地方会学術集会抄録集,p45,2013
年.
31.	 藤田優一,二 星淳吾,湯 浅真裕美,藤 原千恵子 入
院 している小児の転倒 ・転落防止対策における家
族 自己チェックの実施状況 日本小児看護学会第
23回 学術集会講演集,p162,2013年.
32.	 二星淳吾,藤 田優一,湯 浅真裕美,藤 原千惠子 サ
ークルベッ ド用転倒 ・転落 リスクアセスメン トツ
ール:C-FART第2版 の危険因子と転倒 ・転落発生 と
の関連 日本小児看護学会第23回 学術集会講演集,
p163,2013年.
33.	湯浅真裕美,藤 田優一,二 星淳吾,藤 原千惠子 成
人ベッ ド・学童ベッド用転倒 ・転落 リスクアセス
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メ ン トッー ル:C-FART第2版 の危 険因子 と転倒 ・転
落発生 との関連 日本小児 看護学 会第23回 学術集
会 講演集,p164,2013年.
34.森	 瞳子,藤 原彩子,古 藤雄太,永 井利三郎 自閉
症 スペ ク トラム障 害 をもつ児 の養 育者 に よる予防
接種絵 カー ドの評価(第2報)小 児保健研究 第
72巻 講演集p126(2013)
35.藤 本 美穂,宮野遊 子,山 田純子,藤 原 千恵 子 地
域 で生活 して いる母 親の 育児ス トレス 日本小 児
看護学 会第23回 学術 集会講 演集,p146,2013年.
36.植 木慎 悟,藤 原千 惠子 小児の 受診 に付 き添 う母
親 の不 安 の現 状 と分析 一過去12年 間の 文献検 討 一
日本小 児看護 学会 第23回 学術 集会 講演 集,p177,
2013年.
37.前 田由紀,佐 竹陽 子,新 田紀 枝,田 中 寿江,石 澤
美 保子,宮 野 遊子,奥 村歳子,藤 原 千惠 子 永 久
的 ス トー マ造 設 した患者 の レジ リエ ンス 日本 創
傷 ・オス トミー ・失 禁 管理 学会 第22回 学 術集会 抄
録集,p134,2013年.
38.奥	村歳 子,新 田 紀 枝,田 中 寿江,石 澤 美 保子,
佐 竹 陽子,前 田由紀,宮 野遊 子,藤 原 千惠 子 一
時的ス トー マ造設 患者 の配偶 者が 抱 え る困難 日
本 創傷 ・オ ス トミー ・失禁 管理学会 第22回 学術集
会 抄録集,p142,2013年.
39.田 中寿 江,石 澤美 保 子,奥 村 歳子,佐 竹 陽子,
新 田紀枝,前 田 由紀,宮 野 遊子,藤 原千 惠子 ス
トー マ造 設 した患者 が体験 す る困難 日本創傷 ・
オ ス トミー ・失禁管理 学会第22回 学 術集会 抄録集,
p136,2013年.
40.林 み ず ほ,木 村 涼子,植 木慎悟,宮 野 遊 子,新 家
一輝 ,藤 原千惠子 小児看護学 実習を受 け入れてい
る病棟の現状 と課題,第33回 日本看護科学学会学
術集会講 演集,p516,2013年.
41.乾	つぶ ら,島 田三 惠子,林 猪都 子,猪 俣 理恵 産後
1ヶ 月 ・4カ 月の入眠 困難 と中途 覚醒 の理由.第38
回日本睡 眠学会抄録p.252
42.福 井都花,秋 久裕里,北 村真 世,高 淵 真子,藤 原
鬘壬,古 藤雄太,永 井利三郎 自治体における予防
接種対応の現状 に関するアンケー ト調査 小児保
健研究 第72巻 講演集p147(2013)
43.高 淵真子,福 井都花,秋 久裕里,北 村真世,藤 原
彩子,古 藤雄太,永 井利三郎A県 下の私立保育所
における障害児保育の現状 と課題 小児保健研究
第72巻 講演集p250(2013)
44.秋 久裕里,高 淵真子,福 井都花,北 村真世,藤 原
彩ま,古 藤雄太,永 井利三郎A県 内私立保育所に
おける 「発達障害児」・「気になる児」'への保育対応
小児保健研究 第72巻 講演集p251(2013)
45.北	村真世,秋 久裕里,高 淵真子,福 井都花,藤 原
彩子,古 藤雄太,永 井利三郎 自治体における障害
児保育の受 け入れ状況と課題 小児保健研究 第
72巻 講演集p252(2013)
3.研	究報告
1.永	 井利三郎 「予防接種ハイリスク者の免疫状況 と
安全かつ有効な接種方法の研究」財団法人予防接種
リサーチセンター調査研究費研究報告書(2013)平
成24年 度総括 ・分担報告書,2013年4月
2,島 田三恵子 厚生労働科学研究(政 策科学総合研究
事業)母 親が望む安全で満足な妊娠出産に関する全
国調査一科学的根拠に基づいた快適で安全な妊娠
出産のためのガイ ドラインの改訂.平 成24年 度分
担研究報告書,2013年3月
4.大	 学 ・研 究 所 等 の 報 告 
1.SaitoM,OhashiKAliteraturereviewonclinical
 
assessmentofparent-childinteraction-NursingChild
 
AssessmentSatelliteTrainingProjectfrom2000to

2012一 兵 庫 医 療 大 学 紀 要2013,1(2),11-21 
2.	 束田吉子,鈴 井江三子,加 瀬文彦,古 閑澄子,長 尾
光城,大 橋一友 ナイジェリア ・ラゴス週の保健セ
ンターにおける産褥管理の実態調査 日本赤十字
国際人道研究センター紀要2013,2,121-125.
3.	 鈴井江三子,齋 藤雅子,飯 尾祐加,大 橋一友,加 瀬
文彦,谷 野宏美 学童保育指導員を対象に した児童
虐待の早期発見 と対応に関する研究 朝 日生命研
究
5.解	説 ・総 説
1.大 橋 一 友 不妊 力 ウ ンセ リングの重要 性 産 科 と
婦 人科2013,80(11),1427-1431 
z.	 大橋 一 友 不妊 カ ウ ンセ リング学会 と不 妊 カウ ン
セ ラー ・体外受精 コー ディネー ター 日本 不妊力 ウ
ンセ リング学会誌2013,12(2),125-128
3.	 福岡秀興,渡 邊浩子DOHaD最 近 の動 向 産科 と婦
人科2013年5巻15号567-574頁
4.	 新家 一輝 子 どもが小児 が ん をもつ こ とに よる き
ょうだ いへの影響 とケア 小児看護2013年07月36
巻8号997-1006頁
5.	 宮野遊 子 【小児がん～子 どもと家族の主体性 を支
える援助～】 思春期のがん看護 を考 えるAYA世 代
の2事 例 を通 して,が ん看護(1342-0569)18(3)号, 
341-344,2013
s. その他
1.	大橋 一 友 グ ローバ ル人材 育 成 って何?放 送 大
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学大阪 同窓会会報 「おお さか亅27,2,2013.11.15
z.	 眞鍋 えみ 子,渡 邊浩 子,吉 田安子,志 村 千鶴子,
村上明美 第96回 助産師国家試験の分析報告 公
益社団法人全国助産師教育協議会平成24年 度 事業
活動報告書2013年59-68頁
3.	 眞鍋 えみ子,渡 邊浩子,吉 田安子,志 村千鶴子 第
96回 助産師 国家試験分析 を終 えて 公益社団法 人
全国助産師教育協議会ニ ュース レター2013年79
巻9-10頁
4.	 宮野遊子,田 村亜希子 がんにな っても笑顔 で暮 ら
した い,日 本財 団TOOTHFAIRYAnnualReport,12-14, 
2013
皿	 著書
1.一	般 著 書 な し
2.専 門 著 書 
1.WatanabeH,SugiyamaT,MakKKTheeffectof 
prepregnancybodymassindexandgestationalweight
 
gainonperinataloutcomes,InAlessioPirotteandTristan
 
Libert(Ed),WeightGain:Women'sAttitudes,Health
 
ImplicationsandPsychologicalChallenges,2013,41-62,
 
NewYork,NovaSciencePublishers

2.永 井利三郎 病弱 ・身体虚弱の理解 と障害の状態の
把 握 文部 科学 省初等 中等教 育局 特別 支援教 育課
教 育支援資料168-1922013
3.島 田三惠子,杉 本 充弘,藤 井知行,関 和男,安 達 久美子,
前 田津紀 失,松 山裕 上村 由香 里,岡 本喜代 子,山 本
詩 子,井 本寛子,諏 訪敏 行,富 田直子,袖 岡仁 美 科学
的根拠 に基づ いた快 適で安全な妊娠出産 のためのガ
イ ドライ ン2013版,2013年8月,金 原出版
4.2014年 出題基準別助産師国家試 験重要問題集 医
学 監修 大橋 一友,編 集 葉久真理 田中恵子 他
2013年7月 メデ ィカ 出版
5.2014年 出題基準 別助産師 国家 試験問題 医学監修
大橋 一友,編 集 葉久真理 田中恵子他2013年7
月	 メデ ィカ出版
6.渡 邊 浩子 わが 国の糖尿 病の動静 とその 背景一栄養
[妊 娠 と糖尿病]母 児管理 のエッセ ンス 難波光義,
杉 山 隆編著2013年6-11頁 金芳堂
7.渡 邊 浩子 妊 娠 中期 の 食事,分 娩 時 に伴 う処置
周産 期 ケアマニ ュアル新訂版 立岡 弓子編著2013
年77-80頁,147-157頁サ イオ出版
8.大 槻 泰介,須 貝研 司,小 国弘量,井 上有史,永 井
利 三郎 編集 稀 少難治 てん かん診 療マ ニュ アル
ー 疾患 の特徴 と診 断のポ イ ン トー 診 断 と治療
社2013
大阪大学看護学雑誌Vol.20No.1(2014) 
3.教	科 書
1.ス	 タ ンダー ド生 理学 【第3版 】 第16章 生殖
大橋 一 友,二 宮石 雄,安 藤 啓 司,彼 末 一 之,松 川
寛二 編371-388,2013/9
皿	 招聘講演 ・シンポジウム等
1.国	際学会 なし
2.国	内学会
1.永 井利三郎 「発達凸凹(で こぼこ)」の考え方 第
24回 日本小児科医会総会フォーラムin大 阪2013
年6月 大阪
2.永	 井利三郎 シンポ ジウム 医療過疎地域におけ
る震災か らの復興一 小児医療と子どものメンタル
ヘルスと発達障害児医療支援 「東日本大震災支援
委員会の取 り組みの現状と課題」第25回 日本小児
神経学会学術総会2013年6月 大分 
3.	 永井利三郎 専門職へのてんかん教育 第47回 日
本てんかん学会2013年10月 小倉
4.	 永井利三郎 自主シンポジウム 「発達障害のある大
学生への支援」 第22回LD学 会2013年10月
横浜
5.	 永井利三郎 幼児期における発達障害の早期発見
と対応 第58回 大阪小児保健研究会2013年11月
大阪
6.	 永井利三郎 「自閉症研究の最前線」平成25年 度
TEACCHプ ログラム研究会2013年11月 堺市
7.	 大橋一友 研究の重要性一研究計画の立て方と倫
理的配慮 第32回 不妊力ウンセラー ・体外受精コ
ーディネーター養成講座 平成25年6月1,2日
8. 大橋一友 学生海外渡航時の危機管理体制 第23
回北海道地区留学生担当教職員連絡会議(兼 グロ
ーバル人材推進事業東 日本第一ブロック会議)北
海道大学 平成25年11月7日
9.	 渡邊浩子 女性の疾患への対策と食生活の改善:妊
孕世代の女性の食行動 ・栄養摂取状況か らみた食生
活改善の必要性 第54回 日本母性衛生学会学術集
会2013年10月,さ いたま市
10.	宮野遊子 チャイル ド・ケモ ・ハウス完成記念シン
ポジウム チャイル ド・ケモ ・ハウスが目指す小児
がんの子どもと家族へのサポー トについて,Aprii,
2013,神 戸臨床研究情報センター
1V学 会 一 般 演 題
1.国	 際 学 会 
1.NishimuraA,FujitaY,IshiharaA,KatsutaM,OhashiK
 
RiskfactorsofJapanesemother'sdepressionatfour
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monthafterdelivery.3rdWorldAcademyofNursing	 KEffectofpracticaltrainingprogramtopreventa
 
Science16-18,0ctober2013,Seoul,Korea
 perineallacerationformidwivesworkingataprimary
 
z.	 OhashiK,HigashidaYCessationofpassivesmoking healthcenter,LagosState,Nigeria.16thEastAsian
 
forpregnantnon-smokersusingfeedbackforurinary	 ForumofNursingScholars21-22,Feb2013,Bangkok,
 
cotininetest.23rdAsia&OceanicCongressofObstetrics	 Thailand

&Gynecology20-23,0ctober,2013,Bangkok,Thailand	 2.国 内 学 会 
3.	 WatanabeH,NomachiS,SugiyamaT.Dietary 1. 青天目信,下 野九理子,橋 本なつ子,山 崎早苗,
NutritionStatusamongJapanesewomenwithGestational 新寶理子,中 野さやか,東 純史,岩 谷祥子,富 永
DiabetesMellitusattheTimeofDiagnosisThe7`n	 康仁,沖 永剛志,柳 原恵子,永 井利三郎,大 薗恵一
InternationalDIPSymposiumDiabetes,Hypertension グルコース トランスポーター1異 常症(Glut-1DS)
MetabolicSyndrome&Pregnancy,2013,March, 14例 の臨床的特徴とケ トン食療法の長期効果 第
Florence 56回 日本小児神経学会2013年5月 大分
4.	 WatanabeH,NomachiS,MakKKAgedifferences 2. 中野さやか,山 崎早苗,新 寶理子,東 純史,岩 谷
amongAsianadolescentsintheassociationbetween 祥子,富 永康仁,青 天 目信,下 野九理子,沖 永剛志,
intemetaddictionandpsychologicalpredictors,2°d 酒井則夫,永 井利三郎,大 薗惠一4p一 症候群5症
InternationalSymposiumofPsychologyandMedicineof	 例のけいれん発作に対する臭化物の有効性 第56
InternetBehaviors,2013,0ctober,Soul	 回日本小児神経学会2013年5月 大分
5.	 NomachiS>WatanabeH,MakKKGenderDifferences 3.. 山崎早苗,中 野さやか,新 寶理子,東 純史,濱 田
amongAsianadolescentsintheassociationbetween 悠介,岩 谷祥子,富 永康仁,青 天目信,下 野九理子,
InternetAddictionandMentalHealth,2"dInternational 沖永剛志,酒 井則夫,永 井利三郎,大 薗恵一 ピル
SymposiumofPsychologyandMedicineofInternet ビン酸脱水素酵素Eta欠 損症に対するピルビン酸
Behaviors,2013,0ctober,Soul	 療法の有効性 第56回 日本小児神経学会2013年
6.	 KinouchiK,HigashidaY,OhashiKCIinicaltrialof 5月 大分
cellularphoneremaindere-mailtosupportpelvicfloor 4. 岩谷祥子,山 崎早苗,新 寶理子,中 野さやか,東
muscletrainingforpostnatalwomen.16thTheEast 純史,富 永康仁、青天目信,下 野九理子,沖 永剛志,
AsianForumofNursingScholars,2013,February, 押野 悟,貴 島晴彦,永 井利三郎,大 薗恵一 てん
Thailand かん外科手術 を受けた症候性West症 候群におけ
7.	 KinouchiK,HigashidaY,OhashiKTheprevalence る高周波解析一マルチモダ リティ間での比較 第
ofurinaryincontinenceinpostpartumwomenand 56回 日本小児神経学会2013年5月 大分
adherencetopelvicfloormuscletraining.International 5. 富永康仁,東 純史,山 崎早苗,新 寶理子,中 野
CouncilofNursing25thQuadrennialCongress,2013, さやか,岩 谷祥子,青 天 目信,下 野九理子,沖 永
May,Melbourne 剛志,永 井利三郎,大 薗恵一 小児皮膚筋炎 ・多発
8.	 aitOhashiKTheliteraturereviewonclinical 性筋炎に対するステロイ ド・メソトレキセー ト療法
assessmentofparent-childinteraction‐NursingChild (第2報)第56回 日本小児神経学会2013年5
AssessmentSatelliteTrainingPr(>ject丘om2000to2012-.	 月 大分
16thEastAsianForumofNursingScholars21-22,Feb 6. 沖永剛志,東 純史,山 崎早苗,新 寶理子,中 野
2013,Bangkok,Thailand さやか,岩 谷祥 子,富 永康仁,青 天 目信,下 野
9.	 TuhiaOhashiKNeonataloutcomesofurbanpoor 九理子,永 井利三郎,大 薗恵一 神経筋疾患を疑い
inJapan.16thEastAsianForumofNursingScholars 小児期に筋生検を施行 した症例の筋病理学的検討
21-22,Feb2013,Bangkok,Thailand 第56回 日本小児神経学会2013年5月 大分
10.YamaguchiK,YamashitaM,SuganumaN,OhashiK	 7. 東 純史,山 崎早苗,新 寶理子,中 野さやか,岩 谷
Correlationbetweenpreventivestepsforstriae 祥子,富 永康仁,青 天目信,下 野九理子,沖 永剛志,
gravidarumandqualityoflifeamongJapanesepregnant 永井利三郎,大 薗恵一Brighttreeappearance
women.9thWorldCongressofCosmeticDermatology (BTA)を 呈 した脳症における,て んかん発症群,
27-30,June2013,Athens,Greece 非発症群の血液検査所見の比較検討 第56回 日本
11.SuszuiE,TsukadaY,KaseF,aitM,IioY,Ohashi	 小児神経学会2013年5月 大分
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8.神	 崎真姫,酒 井ひろ子,松 本敦子,永 井利三郎 「被
災地の高校生の生 と性に対する思い 生と性 を伝
える活動の報告」 第28回 日本保健医療行動科学
会学術大会2013年6月 東京
9,高 尾徹也,惣 田哲次,竹 澤健太郎,木 内 寛,宮 川
康,辻 村 晃,永 井利三郎,佐 藤健二,野 々村祝夫
「色素性乾皮症患者における排尿状態の疫学調査」
第20回 日本排尿機能学会2013年9月 静岡
10.吉 川彰二,佐 藤寿哲,永 井利三郎 「てんかん診療
における病気の理解と必要とされる情報提供 て
んかん診療における移行ケア調査の結果か ら」 第
47回 日本てんかん学会 小倉(2013)
11.下	野九理子,谷 河純平,山 崎早苗,新 寶理子,中 野
さやか,岩 谷祥子,富 永康仁,青 天目信,沖 永剛志,
永井利三郎,大 薗恵一 結節性硬化症に伴 うてんか
んの臨床経過～より適切な治療プロ トコール を目
指 して 第47回 日本てんかん学会2013年10月
小倉
12.島 田三惠子,杉 本充弘,関 和男,藤 井知行,前 田
津紀夫,井 本寛子 産後1ヶ 月の母子の心配事と子
育て支援のニーズおよび育児環境に関す る全国調
査.第60回 日本小児保健学会学術集会,東 京,2013
年9月27日
13.島 田三恵子,杉 本充弘,藤 井知行,前 田津紀夫,
安達久美子,井 本寛子,岡 本喜代子,山 本詩子 妊
娠出産の全国調査に基づいた母親にとって満足な
妊娠出産の規定要因.第54回 日本母性衛生学会,
さいたま市,2013年10月5日
14.安	達久美子,島 田三惠子,藤 井知行,杉 本充弘,
前田津紀夫,岡 本喜代子,井 本寛子,山 本詩子 日
本の出産ケアに関する全国調査一健やか親子21快
適な妊娠出産の達成度と課題一.第54回 日本母性
衛生学会,さ いたま市,2013年10月5日
15.井	本寛子,島 田三惠子,安 達久美子,杉 本充弘,
藤井知行,前 田津紀夫,岡 本喜代子,山 本詩子 入
院中の母乳哺育ケアと1ヶ 月後の母乳栄養に関す
る全国調査.第54回 日本母性衛生学会,さ いたま
市,2013年10月5日
16.丹	治恵実,大 橋一友 乳児のオムツかぶれと母親が
とる清潔行動との関連 日本助産学会5月1日,2
日 金沢
17.大	橋一友,高 橋志奈 生殖医療機関のWebサ イ ト調
査 日本不妊力ウンセリング学会5月31日 東京
18.山 之内智子,廣 島麻揚,大 橋一友 患者の急変を経
験 した看護職員のPosttraumaticGrowthに 影響を
与える要因 平成25年8月24、25日 第17回 日
大阪大学看護学雑誌Vol.20No.1(2014)
本看護管理学会 東京
19.西	村明子,大 橋一友 産後4か 月の乳児をもつ父親
の夫婦関係満足度に関連する要因 平成25年9月
26,27日 第44回 日本看護学会一母性看護一 岡
山
20.岡	山真理,大 橋一友 企業就業者用職業的アイデン
ティティ尺度 を用いた看護師の職業的アイデンテ
ィティの評価 とその特徴12月6、7日 第33回 日
本看護科学学会 大阪
21.西 村明子,藤 田優一,石 原あや,勝 田真由美,大 橋
一友 産後4か 月の母親と父親のうつ状態の関連
12月6,7日 第33回 日本看護科学学会 大阪
22.亀 田知美,能 町 しのぶ,渡 邊浩子,菅 沼信彦 葉酸
添加ガム摂取による精神健康度の変化の検討 第
54回 日本母性衛生学会学術集会2013年10月,さ
いたま市
23.渡邊真麻,松 本桃代,生田佳絵,飯 田真澄 永井 泰
,渡 邊浩子 非妊娠時体格区分別の母体体重増加量
と新生児体格、分娩状況の検討 第54回 日本母性衛
生学会学術集会2013年10月,さ いたま市
24.田 中弥生,能 町 しのぶ,渡 邊浩子 心拍変動からみ
たベ ビーマ ッサー ジ中の母児にもたらす快情動の
評価 第54回 日本母性衛生学会学術集会2013年10
月,さ いたま市
25.田	中弥生,能 町 しのぶ,渡 邊浩子1ヶ 月間のべ ビ
ーマッサージは自律神経活動からみて母児間に快
情動をもた らすのか?第27回 日本助産学会学術
集会2013年5月,金 沢市
26.河	ロ江里,宗 田哲男,松 本桃代,渡 邊真麻,生 田'
佳絵,白 井真澄,永 井 泰,渡 邊浩子,江 部康二 妊
娠糖尿病における糖質制限食事療法の導入1～ 妊
娠糖尿病妊婦 に対 する新たな管理方法 について
第16回 日本病態栄養学会学術集会2013年1月,京 都
市
27.松	本桃代,渡 邊真麻,生 田佳絵,白 井真澄,永 井 泰
,河 ロ江里,宗 田哲男,渡 邊浩子,江 部康二 妊娠
糖尿病における糖質制限食事療法の導入2～ 当院
の7590GTT結 果 による治療 区分 と管理方法 の効果
第16回 日本病態栄養学会学術集会2013年1月,京 都
市
28.生	田佳絵 松本桃代,渡 邊真麻 白井真澄 永井 泰
,河 口江里,宗 田哲男,渡 邊浩子,江 部康二 妊娠
糖尿病における糖 質制限食事療法の導入3～ 妊娠
中の体重増加量 と新生児体格への影響 第16回 日
本病態栄養学会学術集会2013年1月,京 都市
29.渡 邊真麻,生 田佳絵,白 井真澄,永 井 泰,河 口
太文字=教員2重 鏤 生 下線=院士学生 基稼ヨ堂都生 
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江里,宗 田哲男,渡 邊浩子,江 部康二 妊娠糖尿病
における糖 質制限食事療法の導入4～ 妊娠糖尿病
のやせ妊婦における糖質制限食事療法の検討 第
16回日本病態栄養学会学術集会2013年1月,京 都市
30.宗 田哲男,河 ロ江里,松 本桃代,渡 邊真麻,生 田
佳絵,白 井真澄,永 井 泰,渡 邊浩子,江 部康二 妊
娠糖尿病における糖質制限食事療法の導入5～ 糖
尿病合併妊婦に対する管理の1例 第16回 日本病態
栄養学会学術集会2013年1月,京 都市
31.田 中恵子 足のマイナー トラブル予防のための妊
婦による足浴の効果 第54回 日本母性衛生学会学
術集会2013年10月 埼玉
32.宮	野遊子,藤 本美穂,山 田純子,藤 原千惠子 育
児 レジ リエンス尺度の開発一信頼性 ・妥当性の検
証 日本小児看護学会第23回 学術集会,2013年7
月,高 知市.
33.宮 野遊子,浅 田 咲 レジリエンスと不定愁訴の関
係か らみた女子中高生の心理的問題への介入方法
の検討,第60回 日本小児保健協会学術集会,2013
年9月,東 京
34.山	田純子,宮 野遊子,藤 本美穂 石井京子,藤 原
千惠子 地域 において育児支援が必要な母親に対
する トリプルPの 効果,第44回 日本看護学会一地
域看護一学術集会,2013年11月.福 井市.
35.東 田有加,大 橋一友 妊婦の高濃度受動喫煙の実態
と原因喫煙者の分析 第54回 日本母性衛生学会学
術集会2013年10月 さいたま市
36.藤	田優一,藤 原千惠子 小児用転倒 ・転落防止プロ
グラム第2版 に対す る看護師の意見一小児 と家族
用の転倒 ・転落防止DVDパ ンフレッ トについて一,
第44回 日本看護学会一看護管理一学術集会,2013
年9月.大 阪市.
37.藤	田優一,二 星淳吾,湯 浅真裕美,藤 原手惠子 入
院 している小児の転倒 ・転落防止対策における家
族 自己チ ェックの実施状況 日本小児看護学会第
23回 学術集会,2013年7月,高 知市.
38.二 星淳吾,藤 田優一,湯 浅真裕美,藤 原千恵子 サ
ークルベ ッ ド用転倒 ・転落 リスクアセスメン トツ
ール:C-FART第2版 の危険因子 と転倒 ・転落発生 と
の関連 日本小児看護学会第23回 学術集会,2013
年7月,高 知市.
39.湯	浅真裕美,藤 田優一,二 星淳吾,藤 原手惠子 成
人ベッ ド・学童ベッ ド用転倒 ・転落 リスクアセス
メン トツール:C-FARτ 第2版 の危険因子 と転倒 ・転
落発生との関連 日本小児看護学会第23回 学術集
会,2013年7月,高 知市.
40.藤 田優一,藤 原手惠子 小児の催眠剤、鎮痛剤、
麻酔剤使用後の転倒 ・転落に注意が必要な時間の
指標:デ ルファイ法による調査 日本看護研究学
会第26回 近畿 ・北陸地方会学術集会,2013年3月,
和歌 山市.(抄 録集p44)
41.藤	田優一,藤 原千惠子 小児用の転倒 ・転落 リス
クアセスメン トツール:C-FRATのROC曲 線を用いた
カッ トオフポイン トの検討 日本看護研究学会第
26回 近畿 ・北陸地方会学術集会,2013年3月,和 歌
山市.)
42.藤	田優一,藤 原千惠子 小児用転倒 ・転落防止プロ
グラム第2版 のアウトカム,第33回 日本看護科学
学会学術集会,2013年12月,大 阪市.
43.森	 瞳子,藤 原彩子,古 藤雄太,永 井利三郎 自閉
症スペク トラム障害をもつ児の養育者による予防
接種絵カー ドの評価(第2報)小 児保健研究 第
60回 日本小児保健学会2013年9月 東京
44.森	瞳子,永 井利三郎,古 川恵美,古 藤雄大 自閉
症スペク トラム障害のある児における予防接種絵
カー ドの有用性の検討 第56回 日本小児神経学会
2013年5月 大分
45.石	山さゆ り,岩 永浩明,清 岡佳子,田 原 孝,大 橋
一友 胎児心拍のカオス解析 一第2報 一 力オス ・
複雑系の視点に基づく胎児の能動的意識の検討 平
成25年10月4,5日 第54回 日本母性衛生学会 大
宮
46.石	山さゆり,岩 永浩明,清 岡佳子,田 原 孝,大 橋
一友 心拍のカオス解析を用いた胎児期における
母子相互作用の検討12月6,7日 第33回 日本看
護科学学会 大阪
47.植	木慎悟,藤 原千惠子 小児の受診に付き添う母親
の不安の現状と分析一過去12年 間の文献検討一日
本小児看護学会第23回 学術集会,2013年7月,高
知市.
48.奥	村歳子,新 田紀枝,田 中寿江,石 澤美保子,
佐竹陽子,前 田由紀,宮 野遊子,藤 原千惠子 一
時的ス トー マ造設患者の配偶者が抱える困難 日
本創傷 ・オス トミー ・失禁管理学会第22回 学術集
会,2013年5月,静 岡市.
49.前 田由紀,佐 竹陽子,新 田紀枝,田 中寿江,石 澤
美保子,宮 野遊子、奥村歳子,藤 原千惠子 永久
的ス トーマ造設 した患者の レジリエンス 日本創
傷 ・オス トミー ・失禁管理学会第22回 学術集会,
2013年5月,静 岡市.
50.田	中寿江,石 澤美保子,奥 村歳子,佐 竹陽子,
新田紀枝,前 田由紀 宮野遊子,藤 原千惠子 ス
太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線二院士学生 点線=学 部生 
90
 
v 
トーマ造設 した患者が体験する困難 日本創傷 ・
オス トミー ・失禁管理学会第22回 学術集会,2013
年5月,静 岡市.
51.藤	本美穂,宮 野遊子,山 田純子,藤 原千惠子 地
域で生活 している母親の育児ス トレス 日本小児
看護学会第23回 学術集会,2013年7月,高 知市.
52.林 みずほ,木 村涼子,植 木慎悟,宮 野遊子,新 家
一輝,藤 原千惠子 小児看護学実習を受け入れてい
る病棟の現状と課題,第33回 日本看護科学学会学
術集会,2013年12月,大 阪市.
53.乾	つぶら,島 田三恵子,林 猪都子,猪 俣理恵 産後
1ヶ 月 ・4ヵ 月の入眠困難と中途覚醒の理由.第38
回日本睡眠学会,秋 田市,2013年6月27日
54.安 藤仁美,大 橋一友 保健医療機関の看護職者が産
後継続支援に必要 と認識 している母児の情報 第
52回 大阪母性衛生学会12月15日 大阪
55.福	井都花,愁 久逧里,北 村真世,高 淵真子,靆
彩子,古 藤雄太,永 井利三郎 自治体における予防
接種対応の現状に関するアンケー ト調査 第60回
日本小児保健学会2013年9月 東京
56.高 淵真子,笹 丑都韮,秋 久裕里,北 村真世,藤 原
彩子,古 藤雄太,永 井利三郎A県 下の私立保育所
における障害児保育の現状と課題 第60回 日本小
児保健学会2013年9月 東京
57.秋	久裕里,高 淵真子,福 井都花,北 村真世,藤 原
彩子,古 藤雄太,永 井利三郎A県 内私立保育所に
おける 「発達障害児」・「気になる児」への保育対応
第60回 日本小児保健学会2013年9月 東京
58.北	村真世,秋 久裕里,高 淵真子,福 井都花,藤 原
彩子,古 藤雄太,永 井利三郎 自治体における障害
児保育の受け入れ状況と課題 第60回 日本小児保
健学会2013年9月 東京 
講演会
1.	 藤原千惠子 小児看護学教育課程 大阪府看護教
員講習会2013年9月3日 ～9月5日
2.	 永井利三郎 「つなごう、広げよう!病 気の子ども
のLifeSupportNet」 大阪大谷大学2013年2月
大阪
3.	 永井利三郎 「てんかん発作の見かた と援助の実
際」 専門職のためのてんかん医療講演会 公益社
団法人 日本てんかん協会大阪府支部2013年6月
大阪
4.	 永井利三郎 「気になる子 どもが増えていません
か」大阪自閉症研究会2013年6月 大阪
5.	 永井利三郎 「自閉症スペク トラムの理解と支援の
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考え方亅 平成25年 度第7回 大阪府障がい者社
会参加推進センター研修会 社 会福祉法 人
大阪障害者 自立支援協会(大 阪府委託事業)2013
年7月 大阪市
6.永	 井利三郎 「自閉症スペク トラムの理解と対応に
ついて」大阪大学医学部保健学科FD2013年7月
大阪
7.永	 井利三郎 「てんかん～基礎講座～」 保健講話
宮城県気仙沼向洋高等学校2013年7月 気仙沼市
8.永	 井利三郎 学校生活の中で困 り感 をもっている
児童 ・生徒へのかかわ り方 唐桑中学校区特別支援
教育コーディネーター連絡会 ・研修会 仙沼市教育
委員会 ・気仙沼市特別支援教育推進委員会2013年
8月 気仙沼市立唐桑中学校図書室 気仙沼市
9.永	 井利三郎 「『学びを結ぶ』ワークショップ」 畿
央大学2013年8月 奈良県
10.永 井利三郎 「教育に使えるペアレントトレーニン
グの考え方」 特別支援教育講座 大阪大谷大学
2013年8月
11.永 井利三郎 「発達障害のメ力ニズムの理解 と行動
問題への対応方法」寝屋川市啓明小学校 校内研修
会2013年8月
12.永	井利三郎 「発達に課題がある子 どもに対 しての
支援、自立に向けての取り組み」 第10回 西 日本
児童養護施設職員セミナー大阪大会 第10回 西 日
本児童養護施設職員セミナー大阪大会実行委員会
2013年9月 大阪市
13.永 井利三郎 子 どもとその親の健康なこころと身
体づ くり ・仲間づくり 神戸市立住吉幼稚園PTA
研修会 神戸市立住吉幼稚園2013年9月 神戸市
14.永	井利三郎 「てんかんのある子 ども ・学生 と支援
のポイン ト」全国大学保健管理協会近畿地方部会
畿央大学 保健師 ・看護師班研究集会2013年9月
奈良
琉	 報道
1.永 井利三郎 「東日本大震災の支援活動について」
朝日放送ラジオ 「おはようパー ソナルティ道上洋三
です」2013年3月
皿	 主催学会
1.学	会
1.大 橋一友 第76回QOL研 究会2013年4月 大阪
2.セ ミナー
1.新	 家一輝,宮 野遊子,楠 木重範 チャイル ド・ケ
モ・ハウス公開シンポジウム ーAYA世 代がかかえる
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課 題 とサポー トー,チ ャイル ド・ケモ ・ハ ウス,
2013年10月12日
3.研	究会
1.新 家一輝,宮 野遊子 大阪の医療 的ケア を必要 と
す るこどもと家族 を支え る看護研究会2013年12
月 大阪大学 医学 系研究科保健学専攻
4.講	習会
1.宮 野遊子,楠 木重範 模 擬家族 プ ロジ ェク ト研修会,
チ ャイル ド・ケ モ ・ハウス,2013年6月 ～11月
5.そ	 の他
1.新	 家一輝,佐 々木美和,篠 原 夏美 き ょうだいの会
2013年3月,8月 名古屋大学 医学部 附属病院
皿	 受賞 なし
1X特 許 な し
X共 同研究
1.国	内公的機 関 なし
2.国	内民間研究機関 なし
3.国	外公的機 関 なし
4.国	外民間研 究機関 なし
XI研 究費
1.校	費 な し
2.科	学研究費補助金
1.新 田紀枝(代 表)藤 原千惠子(分 担)石 井京子,石
澤美保子,宮 野遊子 「地域で生活するス トー マ造
設患者 と家族のケアの 自立に影響する レジ リエン
スの解明」,平成23～25年 度科学研究費補助金基盤
研究C課 題番号23599294.
2.永 井利三郎(研 究分担者)心 の健康問題を持つ親
への継続的育児支援システム構築 ・運用ガイ ドの開
発
3.永	 井利三郎(研 究分担者)予 防接種後副反応サー
ベイランスの効果的な運用 とその行政的な活用の
あり方に関する研究 平成23年 度厚生労働省科学
研究費補助金
4.永	 井利三郎(研 究分担者)厚 生労慟科学研究費
補助金(難 治性疾患等克服研究事業)希 少難治て
ん か ん 近 畿 地 区 レジ ス トリー の 構 築 お よ び
Lennox-Gastaut症 候群の診療マニュアルの作成に
関する研究
5.島 田三惠子 科学研究費補助金(挑 戦的萌芽研究)
研究代表者 課題番号24660002,妊 娠合併症の リス
ク妊婦へのマタニティヨガの介入による自律神経の 
鎮静効果の検討
6.	 島田三惠子 科学研究費補助金(基 盤研究(C))研 究
分担者 課題番号23593290,育 児休業の取得促進を
目指した父親の子育て支援教育プログラムの開発
7.	 島田三惠子 科学研究費補助金(基 盤研究(B))分 担
研究者 課題番号25293452,妊 娠 ・出産を契機 とし
た働 く女性の健康支援プログラムの構築と検証
8.	 島田三惠子 科学研究費補助金(基 盤研究(B))研 究
分担者 課題番号25293451,や せ妊婦の妊娠期から
産後の継続的な栄養 ・身体活動統合プログラムの構
築と検証
9.	 酒井ひろ子,大 橋一友 平成25年 度科学研究費補
助金 基盤C思 春期女子が受ける母親の喫煙 リ
スクと母娘への禁煙 ・防煙支援プログラムの開発
10.	 西村明子,大 橋一友,末 原紀美代,勝 田真由美,藤
田優一,石 原あや 平成25年 度科学研究費補助金
基盤C父 親 ・母親に対する産後うつ病予防統合プ
ログラムの開発
11.	 鈴井江三子,大 橋一友,中 瑚芳一,飯 尾祐加,齋 藤
雅子 平成25年 度科学研究費補助金 基盤C学
童保育における 「学童保育版児童虐待マニュアル」
の開発に関する研究
12.	 渡邊浩子(研 究代表者)妊 娠糖尿病の妊娠から産
後1年 までの継続支援プログラムの構築 平成24
年～26年 度 文部科学省研究費(基 盤研究B)
13.	 渡邊浩子(研 究代表者)イ ンファン トマッサージ
の触覚刺激が母児の快情動に及ぼすメカニズムの
検証 平成25年 ～26年 度 文部科学省研究費(挑
戦的萌芽研究)
14.	 渡邊浩子(研 究分担者)妊 娠糖尿病妊婦に運動療
法は効果的か?平 成25年 ～26年 度 文部科学省
研究費(挑 戦的萌芽研究)
15.	 新家一輝(研 究代表者)き ょうだいが病気や障害
をもち入院する子どもへの影響と支援 平成25年4
月～平成28年3月 文部科学省科学研究費 若手
研究(B)
16.	 木内佳織(研 究代表者)携 帯電話双方向通信を用
いた産後女性への骨盤底筋訓練支援による尿失禁
の改善と予防 平成25年 度 文部科学省科学研究
費(若 手研究B)
17.	東田有加(研 究代表者)携 帯電話の リマインダー
メールを利用 した妊婦の未受診防止システムの開
発 平成25年 ～27年 度 文部科学省科学研究費(若
手研究B)
3.受	託研究費 な し
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4.奨	学寄付金 5.永 井利三郎 大阪府発達障害支援体制整備検討委
1.永	 井利三郎(研 究代表者)予 防接種ハイリスク者 員会委員長
の接種状況とその安全な接種方法の研究 平成23 6.渡 邊浩子 公益社団法人全国助産師教育協議会
～25年 度財団法人予防接種 リサーチセンター調査 資格 ・専門能力委員会委員長
研究費補助金	 6.委 員
2.大	 橋一友2013年 度ロー ト女性健康科学研究助成 1.永 井利三郎 厚生労働省疾病障害認定審査部会委
(川内恵美子) 員
3.大	 橋一友2013年 度明治安田こころの健康財団の 2.永 井利三郎 日本小児神経学会 長期計画委員会
研究助成(齋 藤雅子) 委員
5.大	学改革推進等補助金 なし 3.永 井利三郎 日本てんかん学会 薬事委員会委員
4.島 田三惠子 日本看護科学学会専任査読委員
】皿 学会 ・職能 団体等の役員活動 5.島 田三惠子 日本助産学会査読委員
1.会	長 ・理事長 6.島 田三惠子 日本助産学会広報委員
1.永 井利三郎 大阪小児科学会副会長	 7.島 田三恵子 大阪母性衛生学会学術研修委員
2.永 井利三郎 大阪小児神経学懇話会会長 8.渡 邊浩子 一般社団法人日本助産学会広報委員
3.永 井利三郎 大阪小児てんかん研究会会長 9.渡 邊浩子JournalofNutritionalTherapeutics,
4.永 井利三郎 阪神小児神経筋研究会会長	 Editorial$oardlvlember(編 集委員)
5.永 井利三郎 関西病弱教育セ ミナー会長 10.渡 邊浩子InternationalJournalofFoodScience,
6.大 橋一友 日本不妊力ウンセ リング学会 理事長 NutritionandDietetics,EditorialBoardMember(編 集
2.理	事 ・幹事 委員)
1.藤	 原千惠子 日本小児がん看護学会監事 11.新 家一輝 小児在宅ケア研究会 運営委員
2.永 井利三郎 日本てんかん学会理事	 12.新 家一輝 認定NPO法 人難病のこども支援全国ネ ッ
3.永 井利三郎 日本小児神経学会理事	 トワーク がんばれ共和国 津名がろうキャンプ
4.島 田三惠子 日本助産学会理事	 IN関 西 実行委員
5.島 田三惠子 大阪母性衛生学会理事	 7.そ の他
6.大 橋一友 大阪母性衛生学会 常任理事 1.藤 原手惠子 日本小児看護学会 専門査読者
7.大 橋一友 日本母性衛生学会 理事	 2.藤 原千惠子 日本看護研究学会 専門査読者
8.渡	 邊浩子 滋賀母性衛生学会 理事(2014年3月 3.藤 原千惠子 日本家族看護学会 専門査読者
31日 まで) 4.藤 原千惠子 日本看護教育学学会 専門査読者
3.評	議員 5.藤 原千惠子 日本小児がん看護学会 専門査読者
1.藤 原干惠子 日本看護科学学会	 6.永 井利三郎 箕面支援学校医師講師
2.藤 原千惠子 日本小児看護学会	 7.永 井利三郎 豊中市障害児保育担当医
3.藤 原千惠子 日本看護研究学会	 8.大 橋一友 放送大学 客員教授
4.藤 原千惠子 日本家族看護学会	 9,渡 邊浩子 独立行政法人日本学術振興会 科学研
5.藤 原千惠子 日本看護教育学学会	 究費委員会専門委員
6.永 井利三郎 日本小児科学会(代 議員)	 10.新 家一輝 日本小児看護学会 専任査読者
7.永 井利三郎 日本小児保健協会	 11.新 家一輝 日本看護医療学会 査読委員
8.大	 橋 一友 日本生殖免疫学会 12.宮 野遊子 日本看護学会看護管理 抄録査読委員
4.支	部長 なし
5.委	員長 ・副委員長
1.永 井利三郎 てんかん研究編集員長
2.永 井利三郎 日本小児神経学会用語委員会委員長
3.永	 井利三郎 日本小児神経学会東北震災対策委員
会副委員長
4.永	 井利三郎 日本てんかん学会近畿地方会運営委
員長
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1.早	 川和生 大阪大学のふた ご研究、大阪市COMVOマ

ガジン,5頁2013年

2.石 井 豊恵 イ ノベー シ ョンジャパ ン2013大 学 見
本市&ビ ジネスマ ッチングJST,NEDO2013年08
月
3.石	 井豊恵 医療機器 開発 ・製造展MEDIX2013年
06月
4.石 井豊恵2013〈 まも と産業 ビジネス フェア 肥
後銀行,熊 本産業文化振興(株)2013年02月
皿	 著書
1.一	般著書
1.楠	 田 聡,板 橋稼頭央,上 野昌江,早 川和生 小 さ
く生まれた赤ちゃん 母子保健事業団2013
2.板 橋稼頭央,上 野昌江,久 保隆彦,早 川和生 ふた
この子育て:多 胎の赤ちゃんとその家族のために
母子保健事業団,2013.
2.専 門著書
1.神	 出 計 高齢者にやさしい住まい.予 防とつき
あい方シリーズ ー老年病 ・認知症一長寿の秘訣(改
訂版)一 荻原俊男監修 メジカル レビュー社308, 
2013.

2.神	 出 計,天 野利男 浮腫 コモンディジーズブッ
ク 日本内科学会専門医部会 編41-44,2013.
3.小 西かおる/宮 川哲夫 編集 第5章 人工呼吸 ・
NPPVを 行 っている患者の生活援助2在 宅患者の
援助.呼 吸ケアナビガイ ド2013年159-165頁
中山書店
3.教	科書
1.大	 野ゆ う子 生活と健康 文部科学省著作教科書
高等学校用2013年83-347頁
2.小	 西かおる 難病対策一保健所を中心としたALS患
者への支援一.伊 井久美子,荒 木田美香子,松 本珠
護協会出版会
3.伊	 藤美樹子 第3章 健康分野での文献検索とクリ
ティーク ヘルス リサーチの方法論 井上洋士(編
著)2013年46-66頁 一般財団法人 放送大学教
育振興会
4.伊	 藤美樹子 第4章 健康や病い ・障害研究のデザ
イン ヘルスリサーチの方法論 井上洋士(編 著)
2013年46-66頁 一般財団法人 放送大学教育振興
会
皿	 招聘講演 ・シンポジウム等
1.国	際学会 な し
2.国	内学会
1.大 野ゆう子 ランチ ョンセ ミナー 成功する看護
現場への機器導入 第44回 日本看護学会2013年
4月,鹿 児島
2.大	 野ゆ う子 シンポジウム 単身者急増社会にお
ける看護 ・看護教育～ロボットが変えるもの～ 第
55回 近畿看護学会2013年10月,大 阪
3.神	 出 計 ディベー トセ ッション 高齢者高血圧
に対する第一選択薬 一Ca拮 抗薬の立場から 第
55回 日本老年医学会学術集会 平成25年6月5日
大阪
4,神 出 計 サクセスフル ・エイジングのモデルの統
合に向けた試み;医 学、歯学、心理学、社会学から
のアプローチ 老ー化関連疾患の予防 ・克服のため
の方策の考案 第55回 日本老年医学会学術集会
平成25年6月6日 大阪 
5.	 神出 計 高血圧 ・循環器疾患遺伝素因と老化 ・長
寿の リンク 第36回 日本高血圧学会総会 平成25
年10月 大阪
6.	 JCEBP(牧 本清子,伊 藤美樹子,樋 上容子,渡 邉
浩子,山 川みやえ)第3回 シンポジウム 「臨床でベ
ス トプラクティスをどのように取り入れるか」2013
年12月 、大阪大学中之島センター
7.	 大村佳代子,伊 藤美樹子,蘭 由岐子,南 山浩二,
井口高志,中 塚朋子,若 生治友 「生きなおす」語
りの分析一「健康/病 気」を凌駕するわたしたちの
生き方 ラウン ドテーブル ・ディスカッシ ョン 第
39回 日本保健医療社会学会大会(朝 霞市)保 健医
療社会学論集24巻 特別号Page372013年5月
1V学 会 一 般 演 題
1.国	 際 学 会 
実,堀 井とよみ,村 嶋幸代,平 野かよ子編新版 保 1.OhnoYDesignforinnovativehealthcare.Academic 
健師業務要覧 第3版.2013年344-351頁日本看 meetingontheinternationalresearchinhealthcarefield
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2013,0ctober,Taiwan
 
2.	 NakataniM,OkadaS,ShimizuS,MohriI,OhnoY,
 
TaniikeM,MakikawaMBodyMovementAnalysis
 
duringSleepforChildrenwithADHDUsingVideo
 
ImageProcessing.35thAnnualInternationalConference
 
ofIEEEEngineeringinMedicineandBiologySociety
 
2013,July,Osaka
 
3.	 YahanG,OhnoY,FengQ,ZhaoYH,ZhiXiongW
 
Thediscriminantanalysisofthevoiceexpressionof
 
emotion-Focusonthenursingexperience-35th
 
AnnualInternationalConferenceofIEEEEngineeringin
 
MedicineandBiologySociety2013,July,Osaka
 
4.	 NishimuraT,OguraY,YamadaK,OhnoY,Tanida
 
JPhotonicDNAProces-sorswithFluorescence
 
ResonanceEnergyTransfer-BasedSignaling.
 
CLEO-PR&OECC/PS2013,July,Kyoto
 
5.	 NishimuraT,OguraY,YamadaK,OhnoY,Tanida
 
JAmplificationandencodingofbiomolecularsignals
 
withdesignedreactionsofDNA.Biomedical
 
EngineeringInternationalConference2013,0ctober,
 
Krabi
 
6.	 NakamaC>KamideK,TakeyaY,OhishiM,Rakugi
 
HComparisonoftheclinicalpictureoftheelderly
 
primaryaldosteronismandessentialhypertension 
patientswithARRover200.The6thInternational
AldosteroneForum4月 大 阪2013 
7.	 NakamaC,KamideK,KawaiT,KusunokiY,Ohishi
 
M,OgaroR,IkebeK,RakugiH,MasuiY,GondoY
 
ImpactofMetabolicSyndromeontheProgressionof
 
AtherosclerosisinJapaneseoldSubjects-SonicStudy.
 
The20thIAGGWorldCongressofGerontologyand

Geriatrics6月 ソ ウ ル2013 
8.	 0guroR,KamideK,NakamaC,KawaiT,Kusunoki
 
H,OhishiM,MasuiY,IkebeK,GondoY,RakugiH
 
AbnormalGlucoseToleranceisAssociatedwithLung
 
DysfnctioninoldSubjectsAroundAge70years-Sonic
 
Study.The20thIAGGWorldCongressofGerontology

andGeriatrics6月 ソ ウ ル2013 
9.	 NakamaC,KamideK,OguroR,KawaiT,IkebeK, 
GondoY,RakugiHGenderdifferencesofmetabolic 
syndromeintheprogressionofatherosclerosisin 
Japaneseoldsubjects-SONICstudy.9thCongressof
theEUGMS10月 ベ ニ ス2013 
10.	NakamaC,KamideK,OguroR,KawaiT,TakeyaY,
 
YamamotoK,SugimotoK,IkebeK,GondoY,Rakugi
 
HGenderdifferencesofmetabolicsyndromeinthe
 
大阪大学看護学雑誌Vol.20No.1(2014) 
progressionofatherosclerosisinJapaneseoldsubjects‐
SONICstudy.The4thIAGGMasterClassonAgeingin

Asia10月 京 都2013
 
11.MiyagawaT,KonishiK,TakahashiMEffectsof
 
CoughwithHighFrequencyChestWallOscillation
 
(HFCWO)forAirwayClearanceThe59thInternational
 
RespiratoryConvention&ExhibitionAnaheimCAUSA

2013年11月
12.TatsumiY,IshiharaJ,Mo血iotoA,OhnoY,Hirakawa 
Y,TsuganeS,WatanabeSTotalAntioxidantCapacity
 
IncludedinFruitsandVegetableintakeinaJapanese
 
Population.8thAPCCN,2013,June,Tokyo
 
13.YamaiT,InoueT,TsujimotoTInfluenceof
 
providingprognosticinformationtothefamilyof
 
TraumaticBrainInjurypatientduringtheacuteperiod.
 
ThelltbQuadrennialCongressofTheWorldFederation
 
ofNeuroscienceNurses,2013,Sep,Gifu
 
14.YoshimotoK,YamadaK,SasakiN,TakedaM,Shimizu
 
S,NagakuraT,TakahashiH,OhnoYEvaluationof
 
acompoundeyetypetactileendoscope.SPIEPhotonics
 
West2013,February,SanFrancisco
 
15.KurusimaY,IkebeK,Off,KatoK,HayakawaK
 
Geneticandenvironmentaleinfluenceonoralcondition
 
amongelderlytwins,TheInternationalAssociationfor

DentalResearch,シア トル 、US.A.3月2013
 
16.Dnb	 _Y,OhnoYRarecancer血Japan.Academic
 
meetingontheinternationalresearchinhealthcarefield
 
2013,0ctober,Taiwan
 
17.ToriiK,ShimizuS>OhnoYInvestigationonthe
 
OptimalObservationTimeIntervalfortheWork
 
SamplingatHospitalWards;BasedontheBig
 
ContinuousTime-And-MotionStudy(TMS)Database.
 
35thAnnualInternationalConferenceofIEEE
 
EngineeringinMedicineandBiologySociety2013,
 
July,Osaka
 
18.YokoyamaM,NishimuraT,SakuraiY,YamadaK,
 
OhnoYProposalofestimationmethodfordrug
 
concentrationinbloodbyRamanspectroscopyoftear
 
fluids.BiomedicalEngineeringInternationalConference
 
2013,0ctober,Krabi
 
19.HiranoM,IshiiA,TomitaK,HirataN,NakanishiY,
 
MatsumotoY,NagamuraK,KoshinoYAnalysisof
 
upperlimbtrajectoriesinampouleopening.The35th
 
AnnualInternationalConferenceoftheIEEE
 
EngineeringinMedicineandBiologySociety
 
(EMBC'13),2013,Jul,Osaka,Japan
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20.HirataN,IshiiA,TomitaK,HiranoM,NakanishiY,	 降圧効果、尿酸値の変化に対す る影響因子の解析一
MatsumotoY,YamakawaM,BabaTMeasurementof GEANE研 究サブスタディー 第36回 日本高血圧学会
forceexertedbyapostoperativecardiovascularsurgery 総会 平成25年10月 大阪
patientpushingatrolley.The35thAnnualInternational 5. 今泉洋子,早 川和生 単胎児 ふたこ、三つ子の死
ConferenceoftheIEEEEngineeringinMedicineand 産率の分析,1999-2008年,第27回 日本双生児研
BiologySociety(EMBC'13),2013,Jul,Osaka, 究学会学術講演会,2013年1月,東 京
Japan 6. 藤原瑞穂,小 西かおる 専門職からみた妊娠を継続
21.HirataN,IshiiA,TomitaK,HiranoM,YokouchiM,	 する女子高校生とその家族が抱 く思い 第32回 日
OhnoY,ShimizuS,HigashimuraA,UchidaN 本思春期学会総会2013年8月 和歌山
Understandingthecharacteristicsofcollaborativework 7. 平野かよ子,島 田美喜,藤 井広美,中 板育美,小 西
innursingactivities:Atimeandmotionstudy.Thelst かおる,荒 木田美香子,大 神あゆみ,春 山早苗,
InternationalConferenceonServiceology(ICServ2013), 山口佳子,石 川貴美子,尾 崎米厚,神 馬征峰,上 木
2013,0ct,Tokyo,Japan 隆人 保健活動の質に関する評価指標の作成(第1
22.TomitaK,IshiiA,HiranoM,HirataN,NakanishiY,	 報)一 母子保健活動一 第72回 日本公衆衛生学会
MatsumotoY,TsujinakaD,OkamotoKTheeffectof 総会2013年10月 三重
thebandagewithgraduationstokeepthetension.The 8. 藤井広美,荒 木田美香子,石 川貴美子,大 神あゆみ,
35thAnnualInternationalConferenceoftheIEEE 小西かおる,島 田美喜,中 板育美,春 山早苗,山 ロ
EngineeringinMedicineandBiologySociety 佳子,尾 崎米厚,神 馬征峰 上木隆人,平 野かよ子
(EMBC'13),2013,Jul,Osaka,Japan 保健活動の質に関する評価指標の作成(第2報)一
23.KataokaA,TairaK,ItataniT,ItoM,KamegayaT	 健康づくり活動一 第72回 日本公衆衛生学会総会
StatusandProblemsinHome-visitBathingService 2013年10月 三重
offerdunderNursing-careInsuranceThe16thEast 9. 石川貴美子,荒 木 田美香子,大 神 あゆみ,小 西
AsianForumofNursingAcholars(EAFONS); かおる,島 田美喜,中 板育美,春 山早苗,藤 井広美,
Bangkok,Thailand2013年2月 山口佳子,上 木隆人,尾 崎米厚,神 馬征峰,平 野
24.TairaK,ItoM,MikamiHFamilycaregiversreturning	 かよ子 保健活動の質に関する評価指標の作成(第
theSelf-ReportedDepressionScalewithandwithout 3報)一 高齢者保健福祉活動一 第72回 日本公衆衛
missingvaluesThe16thEastAsianForumofNursing生学会総会2013年10月 三重
Acholars(EAFONS);Bangkok,Thailand2013年2月10. 山ロ佳子,荒 木田美香子,石 川貴美子,大 神あゆみ,
2.国	 内 学 会 小西かおる,島 田美喜,中 板育美,春 山早苗,藤 井
1.西 村 隆 宏,山 田 憲 司,大 野 ゆ う 子One-potで の 多 広美,尾 崎米厚,神 馬征峰,上 木隆人,平 野かよ子
数 生 体 分 子 の 同 時 検 出 に 向 け た 蛍 光 カ ラ ー 符 号 化 保健活動の質に関する評価指標の作成(第4報)一
の 検 討 第1回 看 護 理 工 学 会 学 術 集 会2013年10 精神保健福祉活動一 第72回 日本公衆衛生学会総
月,東 京 会2013年10月 三重
2.山	 下 和 彦,安 在 絵 美,中 嶋 香 奈 子,山 田 憲 嗣,大 野 11. 小西かお る,荒 木 田美香子,石 川貴美子,大 神
ゆ う 子,太 田 裕 治 子 ど も の 成 長 過 程 に お け る 足 あゆみ,島 田美喜,中 板育美,春 山早苗,藤 井広美,
部 ・足 爪 の 変 形 と 身 体 機 能 計 測 第1回 看 護 理 工 学 山 ロ佳子,尾 崎米厚,神 馬征峰,上 木隆人,平 野
会 学 術 集 会2013年10月,東 京 かよ子'保 健活動の質に関する評価指標の作成(第
3.	 神出 計,小 黒亮輔,中 間千香子,立 平由紀子, 5報)一 難病保健活動一 第72回 日本公衆衛生学会
中川 威,山 本浩一,杉 本 研,池 邉一典,権 藤 総会2013年10月 三重
恭之,楽 木宏実.百 寿者の動脈硬化 と血圧値の検討 12. 春山早苗,荒 木田美香子,石 川貴美子,大 神あゆみ,
一70歳、80歳 との比較検討SONIC研 究一 第24 小西かおる,島 田美喜,中 板育美,春 山早苗,藤 井
回日本老年医学会近畿地方会2013年11月 京都 広美,山 ロ佳子,尾 崎米厚,神 馬征峰,上 木隆人,
市 平野かよ子 保健活動の質に関する評価指標の作
4.	大 田祐子,神 出 計,花 田裕典,岩 嶋 義雄,林 成(第6報)一 感染症保健活動一 第72回 公衆衛
真一郎,吉 原史樹,中 村敏子,宮 田敏行,河 野雄平 生学会総会2013年10月 三重
本態性高血圧患者におけるサイアザイ ド系利尿薬の 13.伊藤美樹子,樺 山 舞 三上 洋 要介護者のデイ
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サービス利用にみられる家族介護者の思い ・介護観
第55回 日本老年医学会学術集会2013年6月 大
阪市
14.木	村美也子,伊 藤美樹子,大 村佳代子,山 崎喜比古
知的障害児に続 く妊娠 ・出産の意思決定過程におけ
る困難と対処 納得する変化を得るための母親た
ちの挑み 第39回 日本保健 医療社 会学会 大会
2013年5月 朝霞市
15.伊 部亜希,阿 曽洋子,宮 嶋正子,石 澤美保子,羽 賀
知行,竹 田和博 看護師による1度 褥瘡の判断方法
と褥瘡発生予測アセスメン トとの関係 第10回 日
本褥瘡学会近畿地方会学術集会2013年3月,大 阪
16.田	中寿江,谷 守,加 藤健一,澤 田昌良,安 井洋子,
白波瀬景子,吉 川泰司,吉 岡大輔,齊 藤哲也,佃
順子,能 芝範子,三 小田泰子,上 田陽子,阿 曽洋子,
伊部亜希 経皮的心肺補助装置装着患者の下腿外
側部に発生 した褥瘡の発生要因の検討 第10回 日
本褥瘡学会近畿地方会学術集会2013年3月,大 阪
17.田 丸朋子,阿 曽洋子,伊 部亜希,本 多容子 移動援
助動作アセスメン トツール得点か らみた上方移動
援助の実態一看護師の属性との関連一 第26回 日
本看護研究学会近畿 ・北陸地方会学術集会2013年
3月,和 歌山
18.田	丸朋子,阿 曽洋子,伊 部亜希,本 多容子 療養病
棟での患者上方移動時における看護師の腰部負担
および援助環境 の評価 一TAMAツ ールを用 いて一
第39回 日本看護研究学会学術集会2013年8月,
秋田
19.宮	嶋正子,鈴 木幸子,辻 あさみ,伊 部亜希 電気イ
ンピーダンス計測か らみた消褪 しない発赤 ・1度 褥
瘡判定の妥当性の検討 第39回 日本看護研究学会
学術集会2013年8月,秋 田
20.宮 嶋正子,芝 晶子,伊 部亜希,山 田桂子,久 保
乃英 消褪 しない発赤 ・d1褥 瘡部位の電気インピ
ーダンス計測 第21回 看護人間工学部会研究発表
会2013年10月,彦 根
21.白 井文恵,尾 ノ井美由紀 外来看護師の在宅支援へ
の意識と連携の実態調査(第 一報)第72回 日本
公衆衛生学会総会2013年10月 三重
22.樺	山 舞,伊 藤美樹子,三 上 洋 在宅要介護高齢
者のQOLと2年 後の介護者の介護負担感の関連 第
55回 日本老年医学会学術集会2013年6月 大阪市
23.樺 山 舞,神 出 計,中 越富香,大 山貴子,高 尾
輝美,龍 野洋慶,渡 邉智絵,三 上 洋 都市部にお
ける介護二次予防事業対象者の特徴の検討 第24
回日本老年医学会近畿地方会2013年11月 京都 
市
24.	 樺山 舞,神 出 計,中 越富香,大 山貴子,高 尾輝
美,龍 野洋慶,渡 邉智絵,三 上 洋 在宅高齢者の
介護予防事業二次予防事業該当者 における特徴
第72回 日本公衆衛生学会総会2013年10月 三重
25.	 歌田真依,大 野ゆ う子,祖 父江友孝,堅 山遥菜,
西野善一,田 中英夫,中 山富雄,片 野田耕太,富 永
祐民,三 府県コホー ト研究グループ 胃がん家族歴
と胃がん死亡 リスクの関連 第23回 日本疫学会学
術総会2013年1月,大 阪
26.	 歌田真依,大 野ゆう子,堀 芽久美,早 田みどり 多
重がんの発生頻度 と発生間隔 地域がん登録全国
協議会第22回 学術集会2013年6月,秋 田
27.	 歌田真依,大 野ゆう子,堀 芽久美,岩 永正子,上 平
憲,早 田みどりATL患 者の多重がんの発生頻度と
発生間隔 第6回HτLV-1研 究会 ・シンポジウム
2013年8月,東 京
28.	 歌田真依,大 野ゆう子,堀 芽久美,早 田みどり 喫
煙関連がんの多重がん発生頻度 と発生間隔2013
年度統計関連学会連合大会2013年9月,大 阪
zs.	 薄 雄斗,大 野ゆう子,安 藤 健 木戸倫子,西 村
隆宏,山 田憲嗣 看護系大学における看護理工学教
育について一実践三年間の経緯一 第1回 看護理工学
会学術集会2013年10月,東 京
30.	 薄 雄斗,大 野ゆう子,岩 瀬愛子,古 田 誠 小野
浩,国 松志保,新 家 眞 ドライブ中の視点解析
大分統計談話会第48回 大会2013年10月,大 分
37.	 辰巳友佳子,森 本明子,出 浦喜丈,水 野正一,大 野
ゆう子,渡 辺 昌 肥満度別のインスリン分泌不全
及び抵抗性の2型 糖尿病発症への影響:佐 久研究
第23回 日本疫学会学術総会2013年1月,大 阪
32.	 辰巳友佳子,森 本明子,出 浦喜丈,水 野正一,大 野
ゆう子,渡 辺 昌 インスリン分泌不全と体重増加
の糖尿病発症への影響 第49回 日本循環器病予
防学会2013年6月,金 沢
33.	 堀芽久美,大 野ゆう子,加 藤 毅,尾 路祐介 病理
判定の一致度 と判定に対する影響因子の施設問比
較2013年 度統計関連学会連合大会2013年9月,
大阪
34.	 森本明子,辰 巳友佳子,出 浦喜丈,水 野正一,大 野
ゆう子,渡 辺 昌 インスリン分泌不全と抵抗性の
2型 糖尿病発症への影響:佐 久研究 第23回 日本疫
学会学術総会2013年1月,大 阪
35.	久留島悠子,池 邊一典,松 原謙一,榎 木香織,尾 形
宗士朗,加 藤憲司,早 川和生,前 田芳信 高齢双生
児における口腔領域の類似度 日本双生児研究学
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会第27回 学術講演会2013年1月 東京
36.尾	形宗士朗,加 藤憲司,早 川和生 認知処理速度と
タッピング及び握力に共通する遺伝,環 境要因の検
討 日本双生児研究学会第27回 学術講演会2013
年1月 東京
37.田	中晴佳,尾 形宗士朗,早 川和生 気分や感情にお
ける遺伝 ・環境構造 第72回 日本公衆衛生学会総
会,2013年10月,津 市
38.尾	形宗士朗,田 中晴佳,早 川和生 エピソー ド記憶
の即時 ・遅延再生と認知機能の遺伝 ・環境メ力ニズ
ム 第72回 日本公衆衛生学会総会,2013年10月,
津市
39.奥 山絢子,山 口悦子,早 川和生 個人属性による医
療チーム内での他チーム員の不安全行動 目撃頻度、
問題指摘行動とインシデント報告の違い 第8回 医
療の質 ・安全学会,2013年11月,東 京
40.石	垣尚一,高 岡亮太,尾 形宗士朗,早 川和生,矢 板
博文 双生児研究における睡眠時ブラキシズムの
発現 に関与す る遺 伝要 因および環境要 因の解析
日本双生児研究学会第27回 学術講演会2013年1
月 東京
41.祖	父江友孝,歌 田真依,大 野ゆう子,圓 藤吟史 肝
内および肝外胆管がんの死亡 ・罹患率の年次推移
第83回 日本衛生学会学術集会2013年3月,金 沢
42.片 山和子,大 野ゆう子,歌 田真依,堀 芽久美,清 水
佐知子,西 本 寛 院内がん登録全国集計を用いた
がん患者受療動態の可視化に関する研究 第23回
日本疫学会学術総会2013年1月,大 阪
43.堅	山遥菜,大 野ゆう子,祖 父江友孝,歌 田真依,
西野善一,田 中英夫,中 山富雄,片 野田耕太,富 永
祐民,三 府県コホー ト研究グループ10年 コホー ト
調査に基づく職業と部位別がん死亡の関係 第23
回日本瘴学会学術総会2013年1月,大 阪
44.玉 木朋子,大 野ゆう子 看護領域におけるメタアナ
リシス 大分統計談話会第48回 大会2013年10月,
大分
45.丸	山知美,玉 木朋子,堀 芽久美,歌 田真依,大 野
ゆう子 カネミオイル事件と乳幼児がん死亡との
関係 大分統計談話会第48回 大会2013年10月,
大分
46.横 山萌恵,西 村隆宏,櫻 井芳昭,山 田憲嗣,大 野
ゆ う子 ラマン分光に基づく涙液中薬物濃度測定
による処方薬服用確認手法の検討 第1回 看護理工
学会学術集会2013年10月,東 京
47.林	 真利,吉 本佳世,西 村隆宏,木 戸倫子,山 田
憲嗣,大 野ゆう子 胸鎖関節と耳介での脈波伝播時
間を用いた非侵襲血圧推定の提案 第1回 看護理工
学会学術集会2013年10月,東 京
48.柴 田亜希子,玉 木朋子,董 乙碕,大 野ゆ う子,
祖父江友孝,西 本 寛 日本の稀少がん罹患の実態
一EUの稀少がんの定義の適用 第72回 日本癌学会学
術総会2013年10月,横 浜
49.龍	野洋慶,神 出 計,権 藤恭之,小 黒亮輔,中 間
千香子,樺 山 舞,竹 屋 泰,山 本浩一,杉 本 研,
池邉一典,新 井康通,増 井幸恵,高 橋龍太郎,樂 木
宏実 高齢者における高血圧 と認知機能障害 との関
連性一SONIC研 究一 第36回 日本高血圧学会総会
2013年10月 大阪市
50.龍	野洋慶,神 出 計,権 藤恭之,小 黒亮輔,中 間
千香子,樺 山 舞,樂 木宏美 高齢者における高血
圧と認知機能障害との関連性一SONIC研 究一 第16
回加齢医学研究会2013年12月 豊中市
51.片	岡 葵,樺 山 舞,渡 邉智絵,伊 藤美樹子,三 上
洋,神 出 計 ボランティア活動参加者のソーシャル
キャピタルと主観的健康感の関連 第72回 日本公衆
衛生学会総会2013年10月 三重
52.渡	邉智絵,樺 山 舞,片 岡 葵,伊 藤美樹子,三 上
洋,神 出 計 地域のボランティア活動団体に関す
る実態調査～ソーシャルキ ャピタルの観点か ら～
第72回 日本公衆衛生学会総会2013年10月 三重
53.冨 田耕平,石 井豊恵,平 野方子,平 田記子,中 西
義孝 包帯装着時の圧分府の変化 日本看護技術
学会第12回 学術集会講演抄録集2013年9月,静
岡
54.平 田記子,石 井豊恵,冨 田耕平,平 野方子,横 内
光子,大 野ゆう子,清 水佐知子,東 村昌代,内 田宣
江 一般病棟と外来化学療法室の看護業務におけ
る協働業務の実態と特徴 第14回 日本医療情報学
会看護学術大会2013年7月,北 海道
55.平	田記子,石 井豊恵,中 川理恵,中 西義孝,冨 田
耕平,平 野方子,山 川 誠,馬 場剛之 心臓血管外
科術後の低圧持続吸引器使用下での歩行の安全性
と安楽性の検討 一低圧持続吸引器設置用歩行支援
台車の開発と製作一 第10回 日本循環器看護学会学
術集会2013年9月,東 京
56.平	野方子,石 井豊恵,平 田記子,冨 田耕平,中 西
義孝,越 野八重美,松 本保朗,永 村和真,圓 井健敏
熟達者のアンプルカッ ト動作比較 生体医工学シ
ンポジウム20132013年9月,福 岡
57.中 西義孝,松 本保朗,馬 場剛之,山 川 誠,平 田
記子,平 野方子,冨 田耕平,石 井豊恵 開胸術後離
床支援 ツールの開発 日本機械学会九州支部鹿児
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V 
島講演会抄録集2013年9月,鹿 児島
講演会
1.	 大野ゆう子 サー ビスエ学研究センター サー ビ
スエ学コンソーシアム第6回 会合における特別講演
2013年2月28日 東京
z.	 神出 計 第6回 北摂四医師会生活習慣病フォーラ
ム 「産業医による高血圧患者管理のポイン ト」
2013年2月 高槻市
3.	 神出 計 鳥取県西部地区学術講演会 「メタボリ
ック ・シンドロームと高血圧」2013年2月 米子
市
4.	 神出 計 総合評価加算に係る研修 「高齢者の画
像診断」2013年2月 大阪市
5.	 神出 計 総合評価加算に係る研修 「高齢者のり
ハ ビリテーション」2013年2月 大阪市
6.	 神出 計 第269回 枚方市医師会 ・交野市医師会
学術研修会 「ARBを中心に据えた最近の降圧療法」
2013年3月 枚方市
7.	 神出 計GeriatricClinicalForum2013「高
血圧診療の最新の進歩」2013年4月 大阪市
8.	 神出 計 八尾市医師会学術講演会 「ARBを 中心
に据えた最近の降圧療法」2013年5月 八尾市
9.	 神出 計 第1回 老年学シンポジウム 「高齢者生
活習慣病と老化 ・長寿の リンク」2013年5月 吹
田市
10.	 神出 計MeetTheRenalSpecialist「腎動脈
狭窄症の診断・治療up-to-date」2013年5月 岐
阜市
11.	 神出 計 第4回 九州実地臨床高血圧研究会 「高
血圧 ・生活習慣病 と老化 ・長寿のリンク」2013年
5月 福岡市
12.	 神出 計 第28回 日本老年医学会総会 ランチ ョ
ンセ ミナー 「高齢者における厳格な降圧の考え
方」2013年6月 大阪市
13.	 神出 計 大阪市中央区東医師会学術講演会 「メ
タボリック ・シン ドロームと高血圧」2013年6月
大阪市
14.	 神出 計 米沢市医師会学術講演会 「ARBを 中心
に据えた最近の降圧療法」2013年7月 米沢市
15.	 神出 計13tHHypertensionConferencer健康
寿命の延伸につながる研究」2013年7月 大阪市
16.	 神出 計Kochi高 血圧Meeting「 最近の高血圧
診療におけるカルシウム拮抗薬の役割を再考する」
2013年7月 高知市
17.	神 出 計 臨床医のための生活習慣病マネジメン 
大阪大学看護学雑誌Vol.20No.1(2014) 
トセミナー 「高血圧のテーラーメイ ド診療」2013
年8月 川越市
18.	 神出 計 第27回CirculationClubr治 療抵抗
性高血圧患者の血圧管理」2013年8月 姫路市
19.	 神 出 計 吹田市みん なの健康展 記念講演会
「高血圧 ・メタボを予防 ・克服 し健康長寿を手に入
れる」2013年9月 吹田市
20.	 神出 計 那賀市医師会学術講演会 「最近の高血
圧診療:初 期治療から配合剤の使い方」2013年9
月 那賀市
21.	 神出 計 奈良県医師会内科部会学術講演会 「メ
タボリック ・シン ドロームと高血圧」2013年9月
橿原市
22.	 神出 計HypertensionForumin2013「最近の
高血圧診療:初 期治療か ら配合剤の使い方」2013
年10月 白河市
23.	 神出 計 七尾市医師会学術講演会 「ARBを 中心
に据えた最近の降圧療法」2013年11月 七尾市
24.	 神出 計 和歌山市医師会学術講演会 「治療抵抗
性高血圧患者の血圧管理」2013年11月 和歌山
市
25.	 早川和生 高齢双生児 レジス トリーを基盤と した
総合的研究の推進;研 究概要 第2回 ツインフェス
ティバル2013年11月 吹田市
26.	 小西かおる 平成24年 度 大阪府保健師現任研修
難病コース② 「アセスメン トツールの活用の意
義」2013年1月 大阪市
27.	 小西かおる 平成24年 度 第2回 兵庫県阪神ブロ
ック保健師研究会保健師活動のあり方 「～保健師と
して大切 に していきたいことを見つめ直す ～」
2013年1月 宝塚市
zs. 小西かおる 平成24年 度 大阪府 ・市町村保健師
総括者研修 「保健師の人材育成」大阪府2013年
1月 大阪市
29.	 小西かおる 平成24年 度 大阪府企画業務研修「地
域診断 がんの現状分析から対策を考える」2013年
2月 大阪市
30.	 小西かおる 平成24年 度 大阪府寝屋川保健所
保健師研修会 「保健師記録について学ぶ」2013年2
月 寝屋川市
31.	 小西かおる 平成25年 度 横浜市在宅神経難病患
者の自助力アップ災害時ネッ トワーク事業 「健康危
機管理の課題」2013年4月 横浜市
32.	小西かおる 平成25年 度 横浜市在宅神経難病患者
の自助力アップ 災害時支援ネットワーク事業 「自
助力と共助力をアップさせるには?」2013年9月
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横浜市
33.小 西か おる 大阪府茨木保健 所 地域職域連携
平成25年 度 第2回 健康づくり担当者会議 「行動
変容」2013年9月 茨木市
34.小	西かおる 第23回 兵庫県難病セミナー(平 成25
年度難病患者地域ケア研修会)「 神経難病患者の在
宅療養支援における保健師の役割について」2013
年10月 尼崎市
35.小 西かおる 平成25年 度大津市難病患者災害対策
従事者研修会 「す ぐに役立つ、災害のそなえ」2013
年11月 大津市
36.小 西かおる 平成25年 度 第2回 藤井寺保健所
圏域地域 ・職域連携推進ワーキング 「地域診断」
2013年11月 藤井寺市
37.小	西かおる 平成25年 度保健師研修 保健指導 ミ
ーティング 「保健師が住民との信頼関係を築き効果
的な保健指導ができるようになるためには」大阪府
看護協会2013年12月 大阪市
38.石	井 豊恵 臨床看 護 研究 済 生会 兵庫 県病 院
2013年6月 兵庫
39.石 井豊恵 保健学科学生の動向と教育的観点 大
阪大学 医学部附属病院キャリア開発センター研修
2013年9月 大阪
40.伊 藤美樹子 訪問看護ステーション ・医療機関に勤
務する看護師の相互研修 大阪府訪問看護推進協議
会 「病院から在宅への連携について」2013年10月
41.伊 藤美樹子 近畿大学医学部附属病院 院内看護
部研修 看護研究 「プレゼンテーション」2013年
11月
42.伊	藤美樹子 短期研修 「看護研究 プレゼ ンテーシ
ョン」大阪府看護協会,2013年12月
43.樺 山 舞 平成25年 度基本チェックリス ト集計結
果報告会 枚方市役所高齢社会室2013年10月
枚方市
VI報 道
1.大	 野ゆ う子,山 田憲 嗣,Panasonic医 療 ・シルバ
ー 「シルバー市場 に挑む」 洗髪 ロボ、介護負担軽
く	 日経 産業新聞2013年3月
2.早	 川和 生 寿 命 に影 響 する配偶 者の影 響 読 売テ
レビ特 別番組 「藤山直美 ・角淳一のお しど り夫婦が
集 まる家」7月14日2013.
3.早 川和生 「双子集まれ1病 気の原因究明に大阪
大」読売 テ レビ ・ニ ュース11月2013.
4.早 川 和 生 「大 学 に双 子 が 大集 合!そ の ワケ
5.	 早川和生 「老年病を双子で研究」 毎日新聞マチ
ゴ ト8月2013.
6.	 早川和生 「60組の双子、阪大に集合」 朝 日新聞
11月2013.
7.	 早川和生 「遺伝するの?親 子3代 双子も登場:
阪大ふたこフェスに全国から70組 」 産経ウェス
ト11月2013.
8.	 早川和生 「双子研究 病に迫る」 読売新聞12

月2013.

9.	 石井豊恵 医療看護と工学分野の連携～西日本看
工連携コンソーシアムの草の根運動～ 医機連ニ
ュース80号2013年1月
10.	 石井豊恵 介護福祉 ・医療関連機器分野でも技術力
を発揮 くまもと経済10月 号医療関連2013年10
月
11.	堅山遥菜,大 野ゆう子,祖 父江友孝 管理 ・技術職
女性 乳がん注意 朝日新聞タ刊2013年2月
皿	 主催学会
1.学	会 な し
2.セ	ミナー
1.大 野ゆう子 第44回 日本看護学会看護管理学術集
会 「成功す る看護現場への機器導入」へ の道
大阪国際会議場2013年9月20日
2.早	 川和生 第22回 多胎児を産み育てる家族への保
健サー ビスを考える集会 津市2013年10月
3.研	究会 なし
4.講	習会
1.大	 野ゆう子 平成25年 度認定看護管理者サー ドレ
ベル教育課程10月4日 広島
5.そ	の他 な し
1.大	 野ゆう子 中国 ・上海理工大学 上海医療器械高
等専科学校との学術交流
2.大	 野ゆう子 モンゴル ・モンゴル科学技術大学との
学術交流協定
皿	 受賞
1.西 村 隆宏,小 倉裕 介,山 田憲嗣,大 野ゆ う子,谷 田
純 生 活 生 命 支 援 医 療 福 祉 工 学 系 連 合 大 会
(LIFE2013)若 手 プ レゼ ンテー シ ョン賞
2.神 出 計 第22回 ファイザー ヘルス リサー チ振 興
財 団助成金(国 内共同研 究)
3.辰 巳友佳 子,森 本 明子,出 浦 喜丈,大 野 ゆ う子,
水野正一,宮 松直美 第3回 日本循環器管理研究協
議会 予防 医学 賞 
は?」 関西 テ レビスーパー アンカー11月2013. 4.KurusimaY,IkebeK,ngataS,KatoK,Hayakawa
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KTheInternationalAssociationforDentalResearch,

JuniorInvestigaterAwardlstPrize,シア トル,ア メ リ
力 合 衆 国,3月23日,2013
医	 特許 なし
X共 同研究
1.国	内公的機関
1.神 出 計,樺 山 舞 介護予防二次予防事業対象者
把握事業に係 る調査及び結果分析 枚方市高齢社
会室 平成24年7月 ～平成27年3月
2.国	内民間研究機関
1.石 井豊恵 病院内備品のバイオメ力ニクス的評価
に関する研究 不ニライ トメタル(株)2012年10月
～2013年11月
2.石 井豊恵 病院内備品のバイオメ力ニクス的評価
に関する研究 不ニライ トメタル(株)2013年11月
～2014年11月
3.国	外公的機関
1.大 野ゆう子 「着る安全 ・ホメオスタシス研究」
上海理工大学/上 海医療器械高等専科学校2013
年1月
2.早	 川和生 ヘルシンキ大学(フ ィンラン ド)と 高齢
双生児対象のツインリサーチ国際共同研究
4.国	外民間研究機関 なし
X[研 究費
1.校	費
1.早	 川和生 平成25年 度大阪大学国際共同研究促進
プログラム 「高齡双生児 レジス トリーを用い
た遺伝と環境要因が健康に及ぼす影響の国際比較
～健康長寿社会構築のエビデンス形成」
2.伊	 藤美樹子 平成25年 度総長裁量経費 「大阪大学
萌芽的挑戦研究事業」
2.科	学研究費補助金
1.大	 野 ゆ う子(研 究分担者)[横 内光子(研 究代表
者)]外 来化学療法部門の最適化診断方法の開発
平成23年 度～25年 度 文部科学省科学研究費(基盤
研究C)
2.井	 上智子(研 究代表者)末 梢静脈内留置力テーテ
ルのアセスメン ト能力を向上させる教育 プログラ
ムの開発と評価 平成23年 ～25年 度 文部科学省
科学研究費(基 盤研究C)研 究分担者 阿曽洋子,
伊部亜希,辻 本朋美
3.神	 出 計(分 担研究者)文 部科学省科学研究費補
助金基盤研究A一 分担研究者:家 庭血圧に基づく高
大阪大学看護学雑誌Vol.20No.1(2014) 
血圧発症 ・降圧薬反応性を規定する遺伝要因に関す
る疫学 ・介入研究 主任研究者:今 井潤 期間:平
成25-27年 度
4.神	 出 計(分 担研究者)文 部科学省科学研究費補
助金挑戦的萌芽研究一分担研究者:高 齢期の認知、
感情に与える遺伝 と環境の交互作用の検証 主任
研究者:権 藤恭之 期間:平 成24-25年 度
5.早 川和生(研 究代表者)乳 幼児期における双子言
葉(宇 宙語)現 象の発生予防とファミリーケア
の研究 平成25年 ～27年 度 文部科学省科学研究
費補助金(挑 戦的萌芽研究)
6.小 西かおる(分 担研究者)保 健活動の質の評価指
標開発(主 任研究者:平 野かよ子)平 成r22年 度
～平成24年 度 厚生労慟科学研究費補助金 政策
科学総合研究事業(政 策科学推進研究事業)
7.小	 西かおる(分 担研究者)保 健師による保健活動
の評価指標の憲章に関する研究(主 任研究者:平 野
かよ子)平 成25年 度～平成27年 度 厚生労働科学
研究費補助金 政策科学総合研究事業(政 策科学推
進研究事業)
8.小	 西かおる(研 究協力者)稀 少性難治性疾患患者
に関する医療の向上及び患者の支援の在 り方に関
する研究(研 究代表者:西 澤正豊)平 成25年 度厚
生労働科学研究費補助金 難治性疾患等克服研究
事業(難 治性疾患克服研究事業)
9.伊	 藤美樹子(分 担研究者)認 知症患者への緩和ケ
アに関するベス トエビデンス研究(研 究代表者:今
野 理恵)科 研費基盤研究(C)
10.伊	部亜希(研 究代表者)褥 瘡予防ケア向上のため
の皮膚血流評価ツールの開発 平成24年 ～25年 度
文部科学省科学研究費(若 手研究B)
11.辻	本朋美(研 究代表者)看 護学生のための静脈穿
刺技術学習方法の開発 平成25年 ～27年 度 文部
科学省科学研究費(若 手研究B)
12.樺 山 舞(研 究代表者)社 会的活動,ソ ーシャル ・
キャピタル と健康との関連に関する研究 平成25
年～平成27年 度度 文部科学省科学研究費 若手
研究(B)
13.樺	山 舞(研 究協力者)乳 幼児健康診査の実施と
評価ならびに多職種連携による母子保健指導の あ
り方に関する研究(研 究代表者:山 崎嘉久)平 成
25年 度厚生労慟科学研究費補助金 成育疾患克服
等次世代育成基盤研究事業
3.受	託研究費
1.大	 野ゆう子(研 究責任者),山 田憲嗣 ロボティク
ス&デ ザイン看工融合共同研究講座 平成25年4
太文字=教員2重 雛 生 下線=院士学生 哀線三学都生 
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月～平成26年3月(Panasonic)	 8.神 出 計 日本内科学会近畿支部
2.大	 野ゆう子(研 究責任者),山 田憲嗣 ロボティク 9.早 川和生 日本地域看護学会 評議員
ス&デ ザイン看工融合共同研究講座 平成25年10 10.早 川和生 日本看護研究学会 評議員
月～平成28年3月(鴻 池運輸) 11.早 川和生 日本看護科学学会 代議員(社 員)
3.樺	 山 舞(研 究代表者),神 出 計(研 究分担者) 12.伊 藤美樹子 日本保健医療社会学会評議員,2013月

「ソーシャルキャピタルに着 目した地域の健康づ 5月 ～

くり推進のための基礎調査研究」 枚方保健所受託 13.白 井文恵 日本感染看護学会評議員

研究 平成25年8月 ～平成26年3月 4.支 部長 なし

4.奨	学寄付金 5.委 員長 ・副委員長
1.大 野ゆう子 眼疾患の治療記録に関する研究 1.伊 藤美樹子 大阪府看護協会調査研究倫理審査委
2.大 野ゆう子 眼疾患の治療評価に関する研究	 員会副委員長2013年05月 ～
3.大 野ゆ う子 特別研究員奨励費(辰 巳友佳子) 6.委 員
4.神 出 計 日本ベー リンガーインゲルハイム 1.大 野ゆう子 日本行動計量学会欧文雑誌編集委員
5.神 出 計 アステラス製薬株式会社	 2.大 野ゆう子 日本分類学会編集委員会委員
6.神 出 計MSD株 式会社	 3.大 野ゆう子 国立病院機構大阪医療センター倫理
7.神 出 計 武田薬品工業株式会社	 委員会委員
8.神 出 計 第一三共株式会社	 4.大 野ゆう子 財団法人放射線影響研究所疫学部顧
5.大	学改革 推進等補助金 なし 問委嘱
5.大 野ゆう子 アスビオフォーマ㈱ ヒ ト由来試料研
粗 学会 ・職能団体等の役員活動 究倫理審査委員会委員
1.会	長 ・理事 長 6.大 野ゆ う子 日本コンピュータ外科学会将来構想
1.大 野ゆう子 日本生活支援工学会副会長	 委員会委員
2.早 川和生 日本双生児研究学会 会長	 7.大 野ゆ う子 大阪大学医学部附属病院診療情報提
3.早	 川和生 日本衛生学会双生児医学連携研究会 供委員会
代表 8.大 野ゆ う子 名古屋産業科学研究所医療 ・介護 ・福
2.理	事 ・幹事 祉現場まるごと検討会委員
1.大	 野ゆう子 日本生体医工学会関西支部理事 9.大 野ゆう子 ファルマバ レー プロジェク ト第3次 戦
2.大 野ゆう子 早期認知症学会理事	 略計画検討委員会委員
3.大 野ゆう子 日本生活支援工学会理事	 10.大 野ゆう子 第33回 医療情報学連合大会プログラ
4.大 野ゆう子 日本医療情報学会関西支部幹事	 厶委員
5.井 上智子 日本看護研究学会理事	 11.井 上智子 日本看護科学学会学術集会査読委員
6.井	 上智子 エビデンスに基づく統合医療研究会理 12.井 上智子 日本看護研究学会国際活動推進委員
事 13.井 上智子 愛仁会高槻病院倫理委員会委員
7.神	 出 計 公益社団法人 臨床心臓病学教育研究 14.井 上智子 大阪府介護保険審査会委員
会(JECCS)理 事' 15.井 上智子 科学研究費委員会専門委員
8.早 川和生 日本ス ピリチュアルケア学会 理事 16.井 上智子 平成25年 度科研費相談員
9.小 西かおる 日本難病看護学会 理事	 17.井 上智子 ヒト幹細胞臨床研究審査委員会委員
10.小 西かおる 日本在宅ケア学会 理事	 18.井 上智子 未来医療臨床研究審査 ・評価委員会委員
3.評	議員 19.石 井豊恵 公益法人 日本看護協会大阪府北西支部
1.大	 野ゆ う子 日本医療情報学会評議員 代表者会議委員
2.大 野ゆう子 日本看護研究学会評議員	 20.神 出 計 高血圧治療ガイ ドラインJSH2014一 作
3.井 上智子 日本看護科学学会 成委員
4,神 出 計 日本高血圧学会 21.神 出 計 日本内科学会専門医部会近畿支部一運
5.神 出 計 日本老年医学会	 営委員
6.神 出 計 日本内分泌学会	 22.神 出 計 日本内分泌学会臨床重要課題:原 発性ア
7.神 出 計 日本心血管内分泌代謝学会	 ル ドステロン症ガイ ドライ ン実施の実態調査 と普
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及に向けた標準化に関する検討委員
23.早 川和生 日本地域看護学会誌 査読委員
24.早 川和生 日本看護科学学会誌 査読委員
25.小 西かおる 日本在宅ケア学会 編集委員
26.小 西かおる 日本難病看護学会 査読委員
27.小 西かおる 日本看護科学学会 査読委員
28.小 西かおる 日本地域看護学会 査読委員
29.小 西かおる 日本老年看護学会 査読委員
30.小	西かおる 日本災害看護学会学術集会 査読委
員
31.小	西かおる 日本看護研究学会学術集会 査読委
員
32.小	西かおる 独立行政法人大学評価 ・学位授与機構
審査会専門委員(看 護学 ・保健衛生学 ・鍼灸学)
33.小	西かおる 科学研究費委員会専門委員 基盤研
究等第1段 審査委員
34.小	西かおる 東京都特殊疾病対策協議会 在宅療
養 ・医療連携支援部会 委員
35.伊	藻美樹子 日本公衆衛生学会、査読委員2012年
04月 ～2015年03月
36.伊	藤美樹子 日本地域看護学会、査読委員2009年
09月 ～2015年08月
37.伊	藤美樹子 日本保健医療社会学会、編集委員会査
読委員、2013年10月 ～2014年3月
38.伊 藤美樹子 大阪府訪問看護推進協議会 委員
39.辻	本朋美 第44回 日本看護学会看護管理学術集会
抄録選考委員
40.樺	山 舞 厚生労働省老人保健健康増進等事業 ・国
庫補助事業 日常生活圏域ニーズ調査データを活
用 した地域診断支援システムの開発に関する調査
谺究事業検討委員会委員
41.樺	山 舞 第33回 日本看護科学学会学術集会実行
委員
7.そ	の他
1.大 野ゆう子 日本生体医工学会代議員
2.大	 野ゆう子 立命館大学大学院理工学研究科客員
教授
3.大	 野ゆう子 国立病院機構奈良医療センター看護
研究指導講師
4.大	 野ゆう子 中部科学技術センターヘルスケア現
場まるごと検討会ア ドバイザー
5.大	 野ゆ う子 特定非営利活動法人SCCRE臨 床研究 ・
教育支援センター医療評価 ・方法論研究会(代 表世
話人)
6.大	 野ゆう子 ケアコム 「関西ケア環境研究会」ア ド
バイザー
大 阪大学看護学雑誌Vol.20No.1(2014)
7.早 川和生 文部科学省著作教科書審査委員
8.小	 西かおる 大阪府保健師養成ワーキング 委員,
大阪府茨木保健所地域診断ワーキング 委員
9.伊 藤美樹子 茨木市介護保険審査会 委員
10.白 井文恵 茨木市介護保険審査会 委員
がんプロフェッショナル
養成基盤推進プラン
1論 文
1.学	 術 論 文
1.山 本 瀬 奈,荒 尾 晴 惠,間 城 絵 理 奈,田 墨 惠 子,
吉 岡 と も 子,小 林 珠 実 ホ ル モ ン 療 法 を 受 け る 乳
が ん 患 者 の 更 年 期 症 状 の 実 態 日 本 が ん 看 護 学 会
誌2013年27巻1号13-20頁
2.会 議 録
 
1.KobayashiT,MasutaniE,TazumiK,AraoHPain
 
inHeadandNeckCancerPatientswithOralMucositis
 
UndergoingChemoradiotherapy:Considerationfrom
 
FiveCasesofDOCETAXEL-CDDPRegimenThelst
 
AsianOncologyNursingSocietyConference,2013,
 
November,142-143
 
2.FujikawaN,KawashimaA,MasuoY,AokiM,Kitano
 
A,TakedaY,MarutaH,TazumiK,AraoH
 
ImportanceofNursingPracticeinSupportingVisitors'
 
NeedsatCancerInformationSectionfromaDesignated
 
CancerCareHospital(Partl)ThelstAsianOncology
 
NursingSocietyConference,2013,November,84
 
3.KawashimaA,FuiikawaN,MasuoY,TazumiK,Arao
 
HLearningfromActivitiesattheCancerInformation
 
Section-Students'ReportonOncologyClinicalNurse
 
SpecialistMaster'sProgram(Part2)ThelstAsian
 
OncologyNursingSocietyConference,2013,November,
 
.,.

4.船	 奥 あゆみ,由 墨惠子,荒 尾 晴惠,小 林 珠実,
前川佳敬,福 森優司,楠 寿子,水 木満佐央 がん
相談支援室における患者家族の意思決定支援に関
してのMSWの 役割 第18回 日本緩和医療学会学術
大会抄録集2013年342頁
5.山	 下亮子,師 岡友紀,荒 尾晴惠,小 林珠実,福 録
恵子,瀬 戸奈津子,井 上佳代,清 水安子 周手術期
看護演習で術後患者 シミュレーションスーツを使
用 した学生による演習評価 第33回 日本看護科学
太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
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学会学術集会抄録集2013年457頁	 6.KawashimaA,FujikawaN,MasuoY>TazumiK,Arao 
3.研	究報告 なし
4.大	学 ・研究所等の報告
1.間	 城絵里奈,山 本瀬奈,吉 岡とも子,小 林珠実,
田墨惠子,荒 尾晴惠 ホルモン療法中の乳がん患者
の服薬状況 と服薬の工夫 大阪大学看護学雑誌
2013年19巻1号39-44頁
5.解	説 ・総説
1.淺	 野耕太,升 谷英子,荒 尾晴惠 前立腺がんサバイ
バーはなにを語るのか:10年 間にわたる体験の複雑
性が描くもの がん看護2013年18巻1号47-55
頁
6.そ	の他 なし
皿	 著書 なし
皿	 招聘講演 ・シンポジウム等 なし 
N学 会 一 般 演 題
1.国	 際 学 会 
1.KobayashiT,MasutaniE,TazumiK,AraoHPain 
inHeadandNeckCancerPatientswithOralMucositis
Undergoi皿gChemoradiotherapy:Considerationfrom 
FiveCasesofDOCETAXEL-CDDPRegimenThelSt 
AsianOncologyNursingSocietyConference,2013, 
November,Bangkok,Thailand 
2.KatoI,NagashimaS,MasutaniE,NodaK,Oomomo
 
R,HoritaS,KomenamiN,WakamuraTChronotype
 
affectsconstipationamongJapanesefemalestudents
 
13thCongressoftheEuropeanBiologicalRhythms
 
Society,2013,August,Munichen
 
3.KomenamiN,MatsuokaE,WatanabeS,MasutaniE,
 
WakamuraTChronotypeandDietaryHabitsin
 
JapaneseUniversityStudents20thInternational
 
CongressofNutrition,2013,September,Granada
 
4.YamamotoS,MasutaniE,AraoHEvaluating
 
CognitiveFunctioninBreastCancerPatientsatThree
 
MonthsUndergoingHormonalTherapyThelstAsian
 
OncologyNursingSocietyConference,2013,
 
November,Bangkok
 
5.FuiikawaN,KawashimaA,MasuoY,AokiM,Kitano
 
A,TakedaY,MarutaH,TazumiK,AraoH
 
ImportanceofNursingPracticeinSupportingVisitors'
 
NeedsatCancerInformationSectionfromaDesignated
 
CancerCareHospital(Partl)ThelstAsianOncology
 
NursingSocietyConference,2013,November,Bangkok

HLearningfromActivitiesattheCancerInformation
 
Section-Students'ReportonOncologyClinicalNurse
 
SpecialistMaster'sProgram(Part2)ThelstAsian
 
OncologyNursingSocietyConference,2013,November,
 
Bangkok

2.国	 内 学 会 
1.	 船奥あゆみ,田 墨惠子,荒 尾晴恵,小 林珠実,前 川
佳敬,福 森優司,楠 寿子,水 木満佐央 がん相談
支援室における患者家族の意思決定支援に関 して
のMSWの 役割 第18回 日本緩和医療学会学術大会
2013年6月,横 浜市
2.	 山下亮子,師 岡友紀,荒 尾晴惠,小 林珠実,福 録
恵子,瀬 戸奈津子,井 上佳代,清 水安子 周手術期
看護演習で術後患者 シミュ レー ションスーツを使
用 した学生による演習評価 第33回 日本看護科学
学会学術集会2013年12月,大 阪市
V講 演会 なし
皿	 報道 なし
W主 催学会
1.学	会 な し
2.セ	ミナー 
1.	 荒尾晴惠,小 林珠実,升 谷英子 がん看護能力スキ
ルアップセミナー 「放射線治療看護に必要な放射線
治療計画の基礎知識」大阪大学中之島センター佐治
敬三メモリアルホール2013年7月28日 大阪市
2. 荒尾晴惠,小 林珠実,升 谷英子 先駆的がん看護開
発研究者養成コース がん看護研究能力セ ミナー
「EBPに おけるシス÷マティックレビューの重要性
とシステマティックレビュー方法論の実際」大阪大
学医学部保健学科2013年9月19日 吹田市
3.	 荒尾晴惠,小 林珠実,升 谷英子 がん看護能力スキ
ルア ップセ ミナー 「抗がん剤の安全な取 り扱いと曝
露対策」大阪大学医学部保健学科2013年11月16
日 吹田市
3.研 究会 
1 荒尾晴恵,小 林珠実,升 谷英子,淺 野耕太,畠 山
明子 第1回 大阪大学大学院医学系研究科保健学専
攻がん看護高度実践看護師コース修了生の会 「専門
看護師としての業績の積み上げ方」大阪大学医学部
保健学科2013年6月1日 吹田市
4.講	習会
1.小 林珠実Ai(死 亡時画像診断)認 定講習会2013
太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
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年6月9日 大阪市
2.小 林 珠実 宝塚市 立病院 主催研修会ELNEC-Jコ ァ
カ リキ ュ ラム 看護 師 教 育 プ ログ ラム2013年6月
20-21日 宝塚市
3.小 林 珠実ELNEC-J大 阪府看 護協会看 護研修 トピッ
クス 「看 護職 のためのエ ン ド・オ ブ ・ライ フ ・ケ ア
研修 」2013年8月10-11日大阪市
5.そ	 の他 な し
皿	 受賞 なし
D【	特許 な し
X共 同研究 なし
X[研 究費
1.校	費 な し
2.科 学研究費補助金
{.荒 尾晴惠(研 究代表者),山 下亮子(研 究分担者),
小林珠実(研 究分担者),田 墨惠子(研 究分担者)
診断期か ら緩和ケアに基づ く放射化学療法中の頭
頸部がん患者の口腔粘膜炎への看護介入 平成25
～27年 度 文部科学省科学研究費(基 盤研究B)
2.松 井利江(研 究代表者),片 岡 純 小林珠実(連
携研究者)壮 年期の進行期婦人科がん患者の配偶
者が体験する支援ニーズに基づ くケアモデルの開
発 平成25～27年 度 文部科学省科学研究費(基
盤研究C)
3.升	 谷英子(研 究代表者),荒 尾晴惠(研 究分担者)
ホルモン療法を受ける乳がん患者の認知機能障害
の実態と生活への影響に関する研究 平成25-26年
度 文部科学省科学研究費(挑 戦的萌芽研究)
3,受	託研究費 なし
4.奨	学寄付金
1.小 林珠実(研 究代表者)エ ンド・オブ ・ライフ ・ケ
アにお ける看護師が体験する悲嘆に関す る研究
平成25年 度～26年 度 日本死の臨床研究会研究助
成金
2.荒	 尾晴惠 平成24年 度 大阪対がん協会 がん研
究助成奨励金(川 島鮎美)
5.大	学改革推進等補助金 なし
皿	 学会 ・職能団体等の役員活動
1.会	長 ・理事長 なし
2.理	事 ・幹事 なし
3.評	議員 なし
大阪大学看護学雑誌Vol.20No.1(2014)
4.支	部長 なし
5.委	員長 ・副委員長 なし
6.委	員
1.小 林珠実ELNEC-」 大阪 企画コアメンバー委員
2.小	 林珠実 日本緩和医療学会ELNEC-Jコ ァカリキュ
ラム指導者用ガイ ド2011改 訂ワーキング委員(2013
年4月 ～)
7.そ	の他
1.小	 林珠実 大阪大学医学部附属病院オ ンコロジー
センター がん相談支援室 相談員
2.小	 林珠実 大阪大学医療人文学研究会 世話人事務
局
ロボティクス&デ ザイン看工融合
共同研究講座
1論	文
1.学	術論文
1.安	 藤 健 廣瀬俊典,藤 岡総一朗,水 野 修,山 田
憲嗣,大 野ゆう子,本 田幸夫 ヘッ ドケアロボット
使用が頭皮血流に与える短期的影響 生体 医工学
2013年51巻2号157-161頁
2.吉	 田 靖,山 田憲嗣 人口心肺事故の現状と安全対
策,環 境整備 特集 「人工心肺 ・補助循環の安全」
人工臓器2013年42巻3号228-231頁
2.会	議録 なし
3.研	究報告 な し
4.大	学 ・研究所等の報告 なし
5.解	説 ・総説
1.山	 田憲嗣 「医療福祉ニーズに応えるシステム制御
情報技術」特集号 システム/制 御/情報 医療 ・看
護分野 と工学技術2013年57巻{号9-13頁
2.山	 田憲嗣,武 田真季,大 野ゆう子 看工融合領域に
おけるロボ ッ トによる心地良さへの試み 月刊機
能材料2013年2月 号43-47頁
6.そ	の他 な し
正	 著書
1.一	般著書 なし
2.専 門著書
1.山	 田憲嗣 老年病 新 しい医療への期待 予防と
つきあい方シリーズ[改訂版]老年病 ・認知症～長寿
の秘訣～2013年237頁 株式会社メディカルレビ
太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
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ユー社
3.教	科 書 な し
皿	 招聘講演 ・シンポジウム等
1.国	際学会 なし
2.国	内学会
1.山	 田憲嗣 シンポジウム 大阪の先端医療につい
てパー ト2「 未来の医療をつくる」 大阪の医療提
供体制改革プランシンポジウム2013年6月,大
阪
N学 会 一 般 演 題
1.国	 際 学 会 
1.OshimaY,TakahashiH,YamadaKWideviewing
 
anglethree-dimensionaldisplayusingcurvedHOElens
 
arrayStereoscopicDisplaysandApplicationsXXN
 
2013,March,SanFrancisco
 
2.KagawaK,BoZ,Min-WoongS,KawahitoS,
 
KominamiY,YamadaK,YoshidaS,TanakaS
 
Dual-BandMulti-ApertureEnhancedRedoxImagingof
 
ColonicAdenomasforEndoscopeswitha
 
High-PerformanceCMOSImager35thAnnual
 
InternationalConferenceofIEEEEngineeringin
 
MedicineandBiologySociety2013,July,Osaka
 
3.NishimuraT,OguraY,YamadaK,OhnoY,Tanida
 
JPhotonicDNAProcessorswithFluorescence
 
ResonanceEnergyTransfer-BasedSignaling
 
CLEO-PR&OECC/PS2013,July,Kyoto
 
4.NishimuraT,OguraY,YamadaK,OhnoY,Tanida
 
JAmplificationandencodingofbiomolecularsignals
 
withdesignedreactionsofDNABiomedical
 
EngineeringInternationalConference2013,0ctober,
 
Krabi
 
5.YoshimotoK,YamadaK,SasakiN,TakedaM,Shimizu
 
S,NagakuraT,TakahashiH,OhnoYEvaluationof
 
acompoundeyetypetactileendoscopeSPIEPhotonics
 
West2013,February,SanFrancisco
 
6.KitanoumaY,Takahashi.H,YoshimotoK,YamadaK
 
Siliconerubbermembranetactilesensorforendoscope
 
basedonimageprocessingInternationalConferenceon
 
InnovativeComputing,InformationandControl,2013,
 
September,Kumamoto
 
7.YokoyamaM,NishimuraT,SakuraiY,YamadaK,
 
OhnoYProposalofestimationmethodfordrug
 
concentrationinbloodbyRamanspectroscopyoftear
 
fluidsBiomedicalEngineeringInternationalConference
 
2013,0ctober,Krabi
 
8.AndoT,TakedaM,MaruyamaT,aukiY,Hirose
 
T>FujiokaS,MizunoO,YamadaKBiosignal-based
 
RelaxationEvaluationofHead-careRobot.35th
 
AnnualInternationalConferenceofIEEEEngineeringin
 
MedicineandBiologySociety2013,July,Osaka

2.国	 内学会
1.西 村隆宏,小 倉裕介,山 田憲嗣,大 野ゆ う子,谷 田
純 蛍光 カ ラー符号 化 に よる簡易 分子 スク リーニ
ング技術 の検討 生活 生命支 援医療 福祉 工学 系連
合大会2013年9月,山 梨
2.山 下和彦,安 在絵美,中 嶋香奈子,山 田憲嗣,大 野
ゆ う子,太 田裕治 子 どもの 成長過程 にお ける足
部 ・足爪の変形 と身体機 能計測 第1回 看護理工学
会学 術集会2013年10月,東 京
3.西 村 隆宏,山 田憲 司,大 野ゆ う子One-potで の多
数 生体 分子 の同 時検 出に 向 けた 蛍光 カラー 符号 化
の検討 第1回 看護理工学会学術集会2013年10
月,東 京
4.薄 雄斗,大 野ゆ う子,安 藤 健,木 戸倫子,西 村
隆宏,山 田憲嗣 看護系大学 における看護理工学教
育につ いて一実践 三年間の経緯一 第1回 看護理工学
会学術集会2013年10月,東 京
5.林 真利,吉 本 佳世,西 村隆宏,木 戸倫子,山 田
憲嗣,大 野 ゆ う子 胸鎖関節 と耳介 での脈波伝播時
間を用いた非侵襲血圧推定の提案 第1回 看護理工
学会 学術集 会2013年10月,東 京 
6.	 横山萌恵,西 村隆宏,櫻 井芳昭,山 田憲嗣,大 野
ゆ う子 ラマン分光に基づ く涙液中薬物濃度測定
による処方薬服用確認手法の検討 第1回 看護理工
学会学術集会2013年10月,東 京
7.	 安藤 健,廣 瀬俊典,藤 岡総一郎,水 野 修,武 田
真季,丸 山知美,山 田憲嗣,大 野ゆう子,本 田幸夫
生理学評価 と官能評価を取 り入れたヘッ ドケア ロ
ボッ トの開発 第23回 バイオメ力ニズムシンポジ
ウム2013年7月,京 都
8.	 安藤 健 廣瀬俊典,藤 岡総一郎,水 野 修,武 田
真季,丸 山知美,山 田憲嗣,大 野ゆ う子,本 田幸夫
5節 リンク機構により洗浄性を向上させたヘ ッドケ
ア ロボ ッ トの開発 第31回 日本 ロボ ッ ト学会
2013年9月,東 京
V	 講演会
1 山田憲嗣 信州オプ ト講演会2013「 看護理工学に
みる産業創出の可能性亅～光技術の活用と共に～基
調講演2013年2月,長 野
太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
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2.山	 田憲嗣 平成24年 度医療 ・介護等関連分野にお
ける規制改革 ・産業創出調査研究事業 「医療機
器 ・サービスの海外への展開～大阪大学の取り組み
～」フィージビリティスタディ報告2013年2月 ,
大阪
3.山	 田憲嗣 大阪の医療提供体制改革プランシンポ
ジウム 「未来の医療をつくる」 大阪の先端医療
について 〔パー ト2〕2013年6月,大 阪
VI報 道
1.大	 野ゆ う子,山 田憲嗣Panasonic医 療 ・シル バ
ー 「シルバー市場に挑む」 洗髪 ロボ、介護負担軽
く	 日経産業新聞2013年3月
V匠	主催学会
1.学	会 な し
2.セ ミナー
1.山 田憲嗣 第2回 介護現場課題解決研究会 看護工
学分野 における最新の医工連携研究動 向の紹介
新産業創造推進室大阪2013年3月5日
2.山	 田憲嗣 平成25年 度第6回 科学交流合宿研修会一
サイエンス ・コラボレーションin武 庫川一 看護 と
工学の融合に挑戦する～簡単な生体計測機器を作
ってみよう～ 大阪大学2013年7月22日
3.山 田憲嗣 平成25年 度社会教育プログラム(地 域
活性化システム論)看 工融合による地域活性 大
阪大学中之島センター2013年8月22日
4.山 田憲嗣 平成25年 度帝塚山学院泉ヶ丘中学校
中3職 業体験 大阪大学医学部附属病院2013年
11月7日
3.研	究会
1.山 田憲嗣 日本生体医工学会専門別研究会 平成
25年 度次世代内視鏡技術研究会2013年11月 広
島
4.講	習会 なし
5.そ	の他 なし
皿	 受賞
1.西 村 隆宏,小 倉裕介,山 田憲嗣,大 野ゆう子,谷 田 純
生活生命支援医療福祉工学系連合大会(LIFE2013)
若手 プレゼンテーション賞2013年9月
IX特 許 なし
X共 同研究
1.国	内公的機関
大阪大学看護学雑誌Vol.20No.1(2014)
1.山	 田憲嗣,西 村隆宏,横 山萌恵 「涙液のラマン分
光に基づ く血中薬物濃度測定技術の開発」大阪府立
産業技術総合研究所2013年6月25日 ～2014年3
月31日
2.国	内民間研究機関 な し
3.国	外公的機関 な し
4.国	外民間研究機関 な し
X[研 究費
1.校	費 なし
2.科	学研究費補助金
1.山 田憲嗣(研 究代表者)フ ォ トニクスDNAナ ノ
マシーンによる低侵襲 ドラッグサージェリーシス
テム 平成24年 ～26年 度 文部科学省科学研究費
(基盤研究C)
2.山	 田憲嗣(研 究分担者)[森 武俊(研 究代表者)]
施設看護における患者 ・看護師双方の動作ログ解析
に基づくラウンドリエンジニアリング 平成25年 度
～28年 度 文部科学省科学研究費(基盤研究B)
3.山 田憲嗣(研 究分担者)[中 島和江(研 究代表者)」
シ リアスゲームを取 り入れた卒前医療安全教育の
教材開発 平成24年 度～25年 度 文部科学省科学
研究費(基盤研究B)
3.受	託研究費
1.大 野ゆう子(研 究責任者),山 田憲嗣 ロボティクス
&デ ザイン看工融合共同研究講座 平成25年4月
～平成26年3月(Panasonic)
2.大	 野ゆう子(研 究責任者),山 田憲嗣 ロボティクス
&デ ザイン看工融合共同研究講座 平成25年10月
～平成28年3月(鴻 池運輸)
4.奨	学寄付金
1.山	 田憲嗣 ロボティクス&デ ザイン看工融合共同
研究講座研究助成金
5.大	学改革推進等補助金 なし
皿	 学会 ・職能団体等の役員活動
1.会	長 ・理事長
1.山 田憲嗣 次世代内視鏡技術研究会会長
2.理	事 ・幹事
1.山 田憲嗣 日本生体医工学会関西支部幹事,日 本光
学会情報フォ トニクス研究グループ幹事,看 護理工
学会理事
3.評	議員
1.山 田憲嗣 日本生体医工学会,看 護理工学会
4.支	部長 な し
5.委	員長 ・副委員長 なし
太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線諞院士学生 点線=学 部生 
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6.委	員
1.山 田憲嗣 日本生体医工学会ME技 術実力検定試験
実行委員,BMEonDementia研 究会委員,第35回 第
2種ME技 術実力検定試験問題作成委員,医 用 ・生体
工学技術委員会1号 委員,経 済産業省委託事業 「平
成24年 度課題解決型医療機器等開発事業」医工連
携推進支援事業看工連携のあり方についての検討
会,フ ォ トニクス技術フォーラム光情報技術研究会
学識委員,IFMIP2014プ ログラム委員,SITIS2013
プログラム委員
7.そ	の他
1.山	 田憲嗣 愛媛大学非常勤講師,臨 床医工学融合研
究教育セ ンター兼任教員,臨 床医工情報学コンソー
シア厶関西 臨床医工学ア ドバイザー,日 本生体医
工学会関西支部事務局,「 関西ケア環境研究会」ア
ドバイザー(ケ アコム主催),第19回 第1種ME技
術実力検定試験講習会講師
病院看護部
1論 文
1.学	術論文 な し
2.会	議 録
1.田	 中寿江,石 澤美保子,奥 村歳子,佐 竹陽子,新 田
紀枝,前 田由紀 瘤 野遊 子,藤 原千惠子 ス トーマ
を造設 した患者 が体験 す る困難,日 本創傷 ・オス ト
ミー	 ・失禁 管理学会 誌,17(2),136,2013
2.鍋	 谷佳子,吉 岡 範,吉 田寿雄,朝 野和典 病 棟廊
下天井 に発生 したカ ビに対す る対応につ いて,日 本
環境感染学会誌,28Suppl.315,2013
3.吉	 岡 範,出 口松 夫,鍵 田正智,中 野 卓,田 原
和子,塚 本寛子,吉 田寿 雄 関 雅文,鍋 谷佳 子,
浅利誠志,朝 野和典HBVワ クチン接種 における抗
体保持期間 と追加接種 について,日 本環境感染学会
誌,28Suppl.260,2013
4.出	 ロ松 夫,鍵 田正 智,吉 岡 範,中 野 卓,田 原
和子,塚 本 寛子,鍋 谷佳子,朝 野和典,浅 利誠志 当
院職 員にお けるHBs抗 体お よびHBc抗 体の保有状況,
日本環境 感染学会誌28Suppl.260,2013
5.萩 原邦子 移植 コー デ ィネー ターの教育 と展 望 日
本 に おけ る レシ ピエ ン ト移 植 コー デ ィネー ター の
教育 と展望,移 植48,262,2013 
6.	 是澤順子,宮 田まどか,佃 順子 長期補助人工心
臓装着中にStatus3と なった患者の精神的援助に関
する考察,移 植,48,349,2013
7.	 前田絵美,大 石ふみ子,葉 山有香 骨盤内臓全摘術
を受けた直腸がん患者が抱 くセクシャリティに対
する思い,日 本がん看護学会誌,27Suppl.365, 
2013
8.	 高木啓至,前 田絵美,高 島千敬,坂 井孝司 当院に
おけるがん リハ ビリテーシ ョンの現状と今後の課
題,日 本緩和医療学会学術大会プログラム抄録集, 
18,407,2013
9.	 加藤祐佳,中 村美香,久 保田香,平 将生,井 手
春樹,上 野高義,小 垣滋豊,大 薗恵一,澤 芳樹,
植園法子 体外式補助人工心臓装着下に長期入院
を必要とする小児重症心不全患者の看護支援,日 本
小児循環器学会雑誌,29Suppl.359,2013
10.	 城戸靖章,廣 瀬智也,石 見 拓,松 本寿健,小 倉
裕司,瀬 尾恵子,真 野敏昭,藤 野裕士,嶋 津岳士 大
学病院の非医療従事職員に対する簡易型心肺蘇生
講習会の効果 受講回数別にみた救命意識の変化,
日本臨床救急医学会雑誌,16(3),406,2013
11.	 松本寿健,廣 瀬智也,石 見 拓,小 倉裕司,城 戸
靖章,瀬 尾恵子,真 野敏昭,藤 野裕士,嶋 津岳士 大
学病院の非医療従事職員に対す る簡易型心肺蘇生
講習会の効果 受講回数別にみた胸骨圧迫手技の評
価,日 本臨床救急医学会雑誌,16(3),463,2013
12.	 久保 田香,萩 原邦子,近 藤智勇,川 畑典彦,戸 田
宏一,吉 川泰司,吉 岡大輔,齊 藤哲也,石 田 勝
澤 芳樹 心移植適応外となった植込型補助人工
心臓装着患者の現状と課題 人工臓器,42(2), 
120,2013

13.	 久保田香,萩 原邦子,福 嶌教偉,上 野高義,戸 田
宏一,西 宏之,吉 川泰司,福 島五月,吉 岡大輔,
齊藤哲也,石 田 勝 南 正人,井 上匡美,奥 村
明之進,澤 芳樹 心肺同時移植におけるレシピエ
ントコーディネーターの役割,移 植48,351,2013
14.	 田村昇子,師 岡友紀,梅 下浩司 脳死臓器提供に関
する家族内の意思共有の程度および関連要因につ
いて,移 植,48,412,2013
15.	土田真子,中 村美香,久 保田香,平 将生,上 野
高義,小 垣滋豊,大 園恵一,澤 芳樹,植 園法子 植
込み型補助人工心臓 を装着 した小児心筋症患者に
対 して退院支援を行った一例,日 本小児循環器学会
雑誌,29Supp[.359,2013
3.研	究報 告
1.萩 原邦子,瀬 戸奈津子,清 水安子,石 垣靖子 レシ
太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
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ピエン トとは別世帯 を営 むき ょうだ いの、肝臓 提供
への意思決定支援 プロセ ス とそれに影響す る要因,
日本看護科学学会誌,33(3),66-73,2013
2.能	 芝範子,佃ll頂 子,後 藤幸子,藤 野裕士ICUで
の心臓 手術後 心停 止 に対 す る蘇 生方 法の後 方視 的
検討,日 本 集中治療 医学会雑誌,20(4),647-648, 
2013

3.冠	 木雅 子,東 原大 樹,角 田真 美,藤 田洋子,増 田
純一,金 京子,上 ロ貴 志,大 須賀慶悟 富山憲幸
肝細 胞癌 に対す る経 カテ ーテ ル的肝 動脈 化学塞 栓
術 にお ける制 吐剤 の術 前 投与 と急性 嘔吐 の発現 頻
度に関する後方視 的調査,癌 と化学療法,40(2), 
197-201,2013

4.大	学 ・研 究 所等 の報 告 な し
5.解	説 ・総説
1.田 墨 惠子 化学 療法 時の 患者 指導の ポイ ン トー 爪
囲炎一,臨 床腫瘍 プラクテ ィス,9(3),317-320, 
2013
2.萩	 原 邦子,秋 田裕 史,濱 直 樹,和 田浩 志,小 林
省吾,梅 下浩司 永 野浩昭 レシ ピエン ト移植 コー
デ ィネーターの役 割,臨 床消化器 内科,28(9), 
1257-1262,2013
3.萩	 原邦子,上 野豪久 小腸移植の意思決定 と看護支
援,小 児看護45(7),761-765,2013
4.荒	 木啓子 がん化学療法の前 ・中 ・後の必須 アセ ス
メン トー 問一答 「骨髄抑制 」,プ ロフェッシ ョナ ル
がんナー シング,3(6),2013
5.長 谷m弘 子 心臓 カテーテ ル検査 ・治療後の看護 の
実際 帰室後の安静のため の看護,小 児看護,36(3), 
1777-1783,2013
6.藤	 井 彩子,木 下恵理,小 寺佳世 部位別 看護の ギ
モン 膝関節,整 形外科看護2013春 季増刊,169-174, 
2013
7.山 家 いつみ,木 下 学 脳 槽 ドレナージの管理 と看
護 の ポイ ン ト,BRAINNURSING,29(7),30-34,
 
2013

8.山 家 いつみ,木 下 学 硬 膜外 ドレナー ジの管理 と
看護 のポイ ン ト,BRAINNURSING,29(7),43-46,
 
2013

9.山 家 いつみ,木 下 学 硬 膜下 ドレナージの管理 と
看護 のポイ ン ト,BRAINNURSING,29(7),47-50,
 
2013

10.山 家 いつみ,木 下 学 これでば っち り!オ ンマヤ
(植 込 み 型 脳 脊 髄 液 リザ ー バ)の 管 理,BRAIN 
NURSING,29(7)51-54,2013
11.植 田江梨子,萩 原 邦子 腎移植 を希望する透 析患者
大 阪大学看護学雑誌Vol.20No.1(2014)
および透析再導 入 した患者へ の接 し方,臨 床透 析, 
29(9)93-99,2013
12,香 川 尚己 嶽 元ゆ あみ これだ けは知 ってお こう!
脳 神経 外科 病棟 で用 いる ドレー ンの種類 と 目的, 
BRAINNURSING,29(7)8-12,2013
13.河	上真 寿美 転倒 ・転落予防 こどもケア,7(5), 
11-16,2013
14.久	保 田香,萩 原邦子 植込型補助人工心臓 の退院プ
ログ ラム につ いて教 えて くだ さい!,ハ ー トケア, 
3(12)40-47,2013

15.嶽 元ゆあみ,香 川尚己 開放式 ドレナー ジ回路の基
本,BRAINNURSING,29(7),13-23,2013
16.谷 本 奈緒美,橋 本 直哉 脳室 ドレナー ジの管理 と看
護のポ イ ン ト,BRAINNURSING,29(7),24-29, 
2013

17.谷	本 奈緒美,橋 本直哉 スパ イナル ドレナー ジの管
理 と看護のポイ ン ト.BRAINNURSING,29(7),35-42, 
2013
18.手	塚信裕 股関節の手術に使用す る器械 ・インプラ
ン ト(人 工股 関節置換術),OPEナ ーシ ング,28(7), 
51-67,2013
6.そ	 の他 な し
皿	 著書
1.一	般著書 なし
2.専 門著書
1.能	 芝範子 患者 ・家族を対象とした倫理調整 治療
中止を訴える家族 看護のためのク リテ ィカルケア
場面の問題解決ガイ ド,159-166,三 輪書店,2013
3.教	科書
1.田	 墨惠子 がん治療に対する看護 「薬物療法におけ
る看護」,系統看護学講座別巻 がん看護学,191-20,
医学書院,2013
皿	 招聘講演 ・シンポジウム等
1.国	際学会 な し
2.国	内学会
1.越	 村利恵 パネ リス ト 肝移植～過去 ・現在 ・未来
～,第30回 近畿移植検討会,2013年12月,大 阪市 
z.	 萩原邦子 シンポジス ト 肝移植後患者の長期フ
ォローにおける レシピエン ト移植コーディネータ
ーの関わ り,第31回 日本肝移植研究会,2013年7
月,熊 本市
3.	 萩原邦子 シンポジス ト 移植コーデ ィネーター
の教育と展望,日 本におけるレシピエン ト移植コー
ディネーターの教育と展望,第49回 日本移植学会
太文字=教 員 2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
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総会,2013年9月,京 都市
4.	 萩原邦子 シンポジス ト 当院における臓器移植
の現状と移植医療の問題点についての検討,第40
回日本臓器保存生物医学会学術集会,2013年11月,
東京都
5.	 萩原邦子 教育講演 臨床現場における倫理的ジ
レンマ,第1回 大阪府看護学会,2013年12月,大
阪市
6.	 藤原優子 シンポジス ト 透析予防管理料1年 を経
過 して,第28回 日本糖尿病合併症学会特別ワーク
ショップ,2013年9月,旭 川市
7.	 藤原優子 シンポジス ト チームで行う療養指導
の重要性一フットケァー,第50回 日本糖尿病学会近
畿地方会,2013年11月,京 都市
8.	 藤原優子 シンポジス ト 第7回 近畿糖尿病腎症予
防指導一糖尿病透析予防指導管理料加算への取 り
組み一,第7回 近畿糖尿病看護スキルアップセ ミナ
ー,2013年3月,京 都市
9.	 大野由美子 シンポジス ト がんの痛みやつらさ
をがまん しないで～あなたを支えるチームが あり
ます～,平 成24年 度厚生労働省委託事業 緩和ケ
ア普及啓発市民公開講座,2013年3月,大 阪市
10.	 能芝範子 教育講演Comfortケ アとしての鎮痛 ・
鎮静管理の実際 第9回 日本クリティカルケア看護
学会学術集会,2013年6月,神 戸市
11.	 前田絵美 シンポジス ト がん リハ ビリテーショ
ンチーム におけるがん看護専門看護師の取 り組み
と課題,第51回 日本癌治療学会学術集会,2013年
10月,京 都市
12.安藤菜摘子 シンポジス ト 脳腫瘍乳児の終末期
在宅療養にむけての退院支援一入院中の児の母親
への役割遂行援助と意思決定支援の視点から一,第
35回 近畿小児がん研究会,2013年2月,吹 田市
1V学 会 一 般 演 題
1.国	 際 学 会 
1.HagiwaraK,TakaharaSInvolvementoftherecipient
 
transplantcoordinatorintransplantoutpatientclinicsin
 
Japan.<Surveillancetotransplantdoctorsaboutcurrent
 
statusoftheposttransplantclinicandrecipient

transplantcoordinator>,第13回 ア ジ ア 移 植 学 会
(CAS下2013),2013年9月,京 都 市
2.国	内学会
1.田	 中寿江 経皮的心肺補助装置装着患者 の下腿外
側部に発生した褥瘡の発生要因の検討,第10回 日 
本褥瘡学会近畿地方会,2013年3月,大 阪市
2.	 田中寿江 石澤美保子,奥 村歳子,佐 竹陽子,新 田
紀枝,前 田由紀,宮 野遊子,藤 原千惠子 ス トー マ
を造設 した患者が体験する困難な出来事,第22回
日本創傷 ・オス トミー ・失禁管理学学術集会,2013
年5月,静 岡市
3.	 鍋谷佳子,吉 岡 範 吉田寿雄 朝野和典 病棟廊
下天井に発生 したカビに対する対応について,第28
回日本環境感染学会総会,2013年3月,横 浜市
4.	 是澤順子,宮 田まどか,佃 順子 長期補助人工心
臓装着中に心臓移植登録除外となった患者の精神
的援助に関する考察,ASCVTS2013,2013年4月,神
戸市
5.	 堀井菜緒子,森 田輝代 神経難病患者の在宅療養へ
の移行における看護師の役割一ライス ・モデルを用
いた看護実践の分析と考察一,第1回 日本難病医療
ネッ トワーク学会学術集会,2013年11月,大 阪市
6.	 廣 田幸代,川 本愛子,久 松三希,加 門千寿,鍋 谷
佳子,田 中寿江,久 保田香,柳 川千里,斉 藤哲也,
吉岡大輔,吉 川泰司,戸 田宏一,澤 芳樹 両心対
外設置型補助人工心臓刺入部に難治性感染 をきた
した患者に対する創傷ケアの実際,ASCVTS2013,
2013年4月,神 戸市
7.	 平田美穂,中 川里恵,田 中春美 適切な看護必要度
評価のための院内eラ ーニング作成,第1回 大阪府
看護学会,2013年12月,大 阪市
8.	 前田絵美,高 木啓至,高 島千敬,坂 井孝司 当院に
おけるがん リハ ビリテー ションの現状一がん リハ
ビリテーシ ョンチームにおけるがん専門看護師の
役割の検討一,第2回 がんのリハビリテーション懇
話会,2013年1月,東 京都
9.	 前田絵美,大 石ふみ子,葉 山有香 骨盤内臓全摘術
を受けた直腸がん患者が抱くセクシャ リティに対
する思い,第2回 日本がん看護学会,2013年2月,
金沢市
10.	 青木和子 子 どもと家族を支える退院支援～阪大
病院の実践報告～,第35回 近畿小児がん研究会,
2013年2月,吹 田市
11.	 阿部 薫,田 中寿江 慢性偽性腸閉塞患者の看護,
第55回 関西STOMA研 究会,2013年6月,大 阪市
12.	加藤祐佳,中 村美香,久 保田香,平 将生,井 手
春樹,上 野高義,小 垣滋豊,大 薗恵一,澤 芳樹,
植園法子 体外式補助人工心臓装着下に長期入院
を必要とす る小児重症心不全患者の看護支援,第49
回日本小児循環器学会総会・学術集会,2013年7月,
東京都
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13.加	門千寿,中 川里恵,杉 山愛子,久 保田香,戸 田
宏一,吉 川泰司,吉 岡大輔,斉 藤哲也,堂 前圭太郎,
樫 山紀幸,近 藤智勇,川 畑典彦,柳 川千里,澤
芳樹 植込型補助人工心臓装着患者に対する病棟
看護師主導による退院支援プログラム実施と成果,
第19回 日本臨床補助人工心臓研究会学術集会,2013
年9月,横 浜市
14.川	本愛子,廣 田幸代,久 松三希,加 門千寿,久 保田
香,戸 田宏一,吉 川泰司,吉 岡大輔,斉 藤哲也,
柳川千里,澤 芳樹 植込型補助人工心臓装着患者
の退院支援プログラムにナースが積極的に参画で
きるための取り組み,第41回 日人工心臓と補助循
環懇話会学術集会,2013年2月,長 野県下高井郡
15.北	村真世,藤 原彩子,秋 久裕里,高 渊真子,永 井
利三郎 自治体における障がい児保育の受け入れ
状況と課題,第60回 日本小児保健協会学術集会,
2013年9月,東 京都
16.城	戸靖章,廣 瀬智也,石 見 拓,松 本寿健,小 倉
裕 司,瀬 尾恵子,真 野敏昭,藤 野裕士,嶋 津岳士 受
講回数別 にみた大学病院における非医療従事職員
に対する簡易型心肺蘇生講習会受講者の救命意識
の変化,第16回 日本臨床救急医学会総会 ・学術集
会,2013年7月,東 京都
17.久 保田香,萩 原邦子,近 藤智勇,川 畑典彦,戸 田
宏一,吉 川泰司,吉 岡大輔,齊 藤哲也,石 田 勝,
澤 芳樹 心移植適応外となった植込型補助人工
心臓装着患者の現状と課題,第51回 日本人工臓器
学会大会,2013年9月,横 浜市
18.久	保田香,萩 原邦子,福 嶌教偉,上 野高義,戸 田
宏一,西 宏之,吉 川泰司,福 島五月,吉 岡大輔,
齊藤哲也,石 田 勝 南 正人,井 上匡美,奥 村
明之進,澤 芳樹 心肺同時移植におけるレシピエ
ン トコーディネーターの役割,第49回 日本移植学
会総会,2013年9月,京 都市
19.茂	 隼人,上 杉裕子,森 脇千賀子,西 井 孝 人工
股 関節置換術後の下肢腫脹に対するモバイル型間
歇的空気圧迫法の有用性の検討,第13回 日本運動
器看護学会学術集会,2013年6月,横 浜市
20.芝	原紀恵,木 村 遥,真 鍋芳恵,森 田輝代ALS(筋
萎縮性側索硬化症)患 者への退院指導の現状と課題,
第1回 日本難病医療ネットワーク学会学術集会,
2013年11月,大 阪市
21.田 村昇子,師 岡友紀,梅 下浩司 脳死臓器提供に関
す る家族内の意思共有の程度および関連要因につ
いて,第49回 日本移植学会総会,2013年9月,京
都市 
22.	 田和 なつ美,中 山美 由紀,岡 本双美子NICUに おげ
る親 子 関係 形成の 支援 に関す る熟練 看護 師 のア セ
ス メン トと実践,第20回 日本家族看護学会学術 集
会,2013年8～9月,静 岡市
23.	 田和 なつ美,中 山美由紀,岡 本双美子NICUに おけ
る親 子 関係形 成の支 援 に関す る熟練看 護師 の臨 床
判断,第33回 日本看護科学学会学術集会,2013年
12月,大 阪市
24.	 土 田真子,中 村 美香,久 保 田香,平 将生,上 野
高 義 小垣 滋豊,大 園恵一,澤 芳樹 植 園法子 植
込 み 型補助 人工 心臓 を装着 した小児 心筋 症 患者 に
対 して退院支援 を行 った一例,第49回 日本 小児循
環器 学会総会 ・学術集会,2013年7月,東 京都
25.	 中尾 祐子TAVR患 者 に対する看護 ケアTAVRを 受 け
る患 者に対する看護 の標準 化へ の取 り組み,第2回
TRENDINTERCONFERENCE,2013年2月,大阪市
26.	 中谷 安寿,清 水健太郎,小 倉裕 司,中 堀泰 賢,山 野
修平,幡 川 由香里,出 原タ紀,日 高泰徳,瀬 尾 恵子,
嶋 津 岳 士Effectivenessofnurse-ledround 
usingachecklistfornutritioninemergency
medicalcarecenter(救 命救 急セ ンター にお ける
看護 師主導 の栄養 回診チ ェック リス トの有 用性),
第7回 アジア救急 医学 カンファ レンス,2013年10
月,東 京都
27.	 西本春愛,植 田江梨子,松 岡明子,河 村公 子 生体
腎 ドナー用パ ンフ レッ トを用 いた退院指導 の効 果,
第46回 日本 臨床腎移植学会,2013年1月,浦 安市
28.	 福井 都花,秋 久裕里,北 村 真世,高 渕真 子,藤 原
彩子,古 藤雄大,永 井利三郎 自治体 におけ る予 防
接種対応の現状 に関す るア ンケー ト調査,第60回
日本小児保健協会学術集会,2013年9月,東 京都
29.	 藤本 絵里,田 墨惠子,石 井純子,松 尾温 代,橋 井
佳子,水 木満佐央 小児の外 来化学療法室 の利用 に
向 けての取 り組み,第12回 関西がん チー ム医療研
究会,2013年3月,大 阪市
V	 講演会
1.	 越村利恵 看護サー ビスの提供,大 阪府看護協会
2013年 度認定看護管理者教育課程ファース トレベ
ル看護サー ビス提供論講義,2013年7月11月,大
阪市
z.	 越村利恵 研究会の経緯と大阪地区での活動につ
いて,北 陸地区臨床倫理研究会事例検討会,2013年
3月,金 沢市
3.	 田中春美 病院における助産管理業務 助産管理学,
甲南女子大学看護 リハビリテーション学部看護学
太文字=教 員2重 鎧 生 下線罵院士学生 点線=学 部生 
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科,2013年12月,神 戸市	 大阪市
4.	 谷浦葉子 看護研究,市 立貝塚病院 非常勤講師, 20. 團 寛子 リスクマネジメン トについて,大 阪大学
2013年1月 ～12月,貝 塚市 医学部保健学科看護学専攻講義,2013年10月,吹
5.	 谷浦葉子 継続教育の特徴 と実際,大 阪大学大学院 田市
医学系研究科がんプロフェッショナル養成プラン 21. 團 寛子 医療安全体制の整備と医療安全研修の
看護教育論講義,2013年6月(2回),吹 田市 企画 ・運営,医 療の質 ・安全学会主催医療安全管理
6.	 谷浦葉子 研修プログラムの企画と運営,大 阪府看 者養成研修会,2013年7月8月12月,東 京都江東
護協会2013年 度認定看護管理者教育課程ファース 区
トレベル人材育成論講義,2013年7月11月,大 阪22. 團 寛子 医療事故調査,大 阪大学大学院医学系研
市 究科,医 療安全 ・クオ リティマネジメン ト学,2013
7.	 谷浦葉子 新人教育に活かすコミュニケーション, 年7月,大 阪市
一般財団法人住友病院研修,2013年7月,大 阪市 23. 團 寛子 明るく ・元気に課題ヘチャレンジ,平 成
8.	 谷浦葉子 研究計画書の書き方,社 会福祉法人石井 25年 度第2回 医療安全推進ネッ トワーク しずおか研
記念愛染園附属愛染橋病院研修,2013年6月9月 修会,2013年9月
12月,大 阪市 24. 團 寛子 リスクマネジャー養成のためのワーク
9.	 植園法子 保健医療福祉ネッ トワーク部の活動に ショップ,高 山赤十字病院,2013年11月,高 山市
ついて,大 阪大学大学院医学系研究科医学部保健学 25. 團 寛子 ファシリテーター 確実な安全行動を
科看護学在宅ケア概論,2013年6月,吹 田市 習慣づける等、組織の変革を成 し遂げるために医療
10.	 田墨惠子 がん看護におけるコンサルテーション 安全管理者は何をなすべきか,第8回 医療の質 ・安
の実際,大 阪大学大学院医学系研究科保健学専攻, 全学会学術集会,2013年11月
2013年7月8月,吹 田市 26. 鍋谷佳子 楽 しみなが ら取 り組む感染対策,宮 野医
11.	 田墨惠子 がん看護援助論,大 阪大学医学系研究科 療器(株)第25回 宮野セミナー,2013年1月,神
保健学専攻,2013年10月,吹 田市 戸市
12.	 田墨惠子 大腸がん患者を支えるケア,ブ リス ト 27. 鍋谷佳子 感染対策の視点でかんがえる病院環境,
ル ・マイヤーズ(株)大 和高田大腸がん治療懇話 第28回 日本環境感染学会総会ランチョンセ ミナー,
会,2013年4月,大 和高田市 2013年3月,横 浜市
13.	 田墨惠子 薬物治療を受ける患者の意思決定支援, 28. 鍋谷佳子 疫学 と統計学一感染予防 ・管理の基礎 と
近畿大学医学部附属病院 第7回 がん薬物療法研修, なる疫学,神 奈川県立保健福祉大学実践教育センタ
2013年9月,狭 山市 ー 感染管理認定看護師教育課程,2013年5月6月,
14.	 田墨惠子 セルフケア支援,平 成25年 度山形県立 横須賀市
中央病院 エキスパー ト看護師育成研修,2013年10 2s. 鍋谷佳子 看護における感染予防の実際,大 阪府看
月,山 形市 護協会 感染看護1,2013年6月,大 阪市
15.	 田墨惠子 がん看護学演習 豆B,公 立大学法人大阪 30. 鍋谷佳子 感染防止のための研修 臨床現場におけ
府立大学 非常勤講師,2013年 月,堺 市 る手指衛生遵守向上のための取 り組み,第20回 山
16.	 田墨惠子 薬物の投与管理 とリスクマネジメン ト, 口県院内感染防止研究会,2013年7月,山 ロ市
静岡県立静岡がんセンター 認定看護師教育課程, 31. 鍋谷佳子 移植における免疫と感染 日本看護協会
2013年11月,静 岡県駿東郡 臓器移植における基礎知識と看護実践,日 本看護協
17.	 田墨惠子 抗がん剤の安全な投与方法,S-QUE院 内 会看護研修学校,2013年7月,清 瀬市
研修1000`Eナ ース,S-QUE研 究会,2013年12月,3 . 鍋谷佳子 感染防止技術 領域別の感染防止 移植
富田林市 領域,日 本看護協会看護研修学校 日本看護協会 感
18.	 田墨惠子 がん化学療法に伴 う身体の変化と症状 染管理認定看護師教育課程 日本看護協会看護研修
緩和一末梢神経障害 とその看護一,平 成25年 度が 学校,2013年7月,清 瀬市
ん化学用法看護認定看護師教育課程,2013年12月, 33.鍋谷佳子 感染管理学 感染管理認定看護師の役割,
神戸市 日本看護協会看護研修学校 日本看護協会 感染管
19.	田中寿江 ス トーマケアの基礎 を学ぶ 術後の看護, 理認定看護師教育課程 日本看護協会看護研修学校,
コロプラス トスキルアップセ ミナー,2013年11月, 2013年7月,清 瀬市
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34.鍋 谷佳 子 対人 コ ミュニケー シ ョン論 医療 コ ミュ
ニケー シ ョン,神 戸女学 院大学集 中講義2013年7
月,神 戸市
35.鍋 谷佳子 尿 道留置 力テ ーテ ル関連 尿路 感染 予防
策 とサーベ イランス を活用 した予 防策 の改善,(株)
メデ ィコンKOLワ ーク シ ョップ,2013年8月,福 山
市
36.鍋 谷佳 子 臨 床現場 に お ける手 指衛 生 の指導 と評
価,第7回 北陸地区感染対策セ ミナー2013年9月,
金沢市
37.鍋谷 佳子 ファシ リテー トとマネ ジメ ン ト 空調 管
理 の原則 と実 際,日 本看護協会 感染管理 認定看護
師教育課程 神戸研修センター,2013年10月,神 戸
市
38.鍋 谷佳子 疫学 と統計学 アウ トブ レイク,日 本看
護 協会 感染 管理認定 看護 師教育 課程 神戸研 修 セ
ンター,2013年10月,神 戸市
39.鍋	谷 佳子 感染看護学演 習IB,公 立大学 法人大 阪
府立大 学 非常勤講師,2013年8月,堺 市
40.鍋	谷佳 子 感染制 御学特 論,慈 恵 医科 大学院 大学
非常 勤講師,2013年11月,大 阪市
41.鍋	谷佳 子 感染対策 に関する講演会,山 形大学 医学
部 附属 病院,2013年11月,山 形市
42.鍋 谷佳子 疫学 と統計学 批判 的吟味,日 本環境 感
染学 会 ・医療疫学 トレー ニングコース,2013年10
月,吹 田市
43.鍋 谷佳子 疫学 と統計学 批判 的吟味,日 本環境 感
染学 会 ・医療疫学 トレー ニングコース,2013年11
月,東 京都
44.鍋	谷 佳子 感染防止につ いて,大 阪脳神経 外科 病院,
2013年12月,豊 中市
45.鍋 谷 佳子 院内感染対策にお けるICNの 役割,テ ル
モ メデ ィカル プラネ ックス講演会,2013年3月,神
奈川 県足柄上郡
46.萩 原 邦子 レシ ピエン ト移植 コー デ ィネー ター は
移植 看護のスペ シャリス ト!?,旭 川医科大学 病院
職 員研修会移植セ ミナー,2013年11月,旭 川市
47.萩	原 邦子 臓器移植コーデ ィネーター 各論(肺),
日本 移植 コーデ ィネーター協議会JATCO総 合研修会,
2013年11月,東 京都
48.萩 原 邦子 レシ ピエン トコー デ ィネー ター の役割,
大 阪大学 医学部保健学科5年 次臨床医学特論,2013
年12月,吹 田市
49.藤 原 優子 糖 尿病足病 変 予防 フ ッ トケア ～効 率 的
に行 うため のpractice,points～,第7回八尾地区
糖尿 病研究会,2013年3月,八 尾市 
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50.	 藤原優子 糖尿病重症化予防フッ トケア研修,大 阪
府看護協会2013年 度研修糖尿病看護シリーズ,2013
年8月,大 阪市
51.	 藤原優子 糖尿病足病変予防フッ トケア,豊 中透析
療法における全身管理を考える会,2013年4月,豊
中市
52.	 藤原優子 糖尿病患者のフットケア 心理と行動,
平成25年 度大阪CDE(糖 尿病療養指導士)認 定機構
基礎講習会,2013年9月,大 阪市
53.	 藤原優子 進化 し続 けるインス リン注入器～安全
性と使いやすさを求めて,Diabetes学 術講演会in
播磨,2013年10月,姫 路市
54.	 藤原優子 高齢糖尿病患者の療養支援一薬物療法
を中心に一,DiabetesForumin加 西市立加西病院,
2013年11月,加 西市
55.	 藤原優子 食事療法、動療法の進め方、薬物療法、
血糖自己測定,日 本糖尿病療養指導士認定機構主催
平成25年 度第11回 認定更新者用講習会,2013年
12月,京 都市
56.	 圓見千代 医療安全学総論 ヒューマンファクター
ズ ・医療安全対策の実際 平成25年 度大阪大学大
学院医学系研究科修士課程 医療安全 ・クオ リティ
マネジメン ト学,2013年7月,大 阪市
57.	 荒木啓子10期 生研修の開催にいたるまでの実際,
平成24年 度がん化学療法看護認定看護師教育課程
10期 生対象研修,2013年3月,神 戸市
58.	 荒木啓子 がん化学療法に伴う骨髄抑制 と看護ケ
ア,平 成25年 度がん化学療法看護認定看護師教育
課程,2013年11月,神 戸市
59.	 石井純子 看護師か らみたTC療 法の副作用につい
て,第17回 北摂化学療法勉強,2013年10月,吹 田
市
60.	 梅林寛人,城 戸寛人,林 絵美,池 内友子 一次救
命処置技術,大阪大学医学部保健学科,2013年5月,
吹田市
61.	 大野由美子 がん性疼痛 を有す る患者のアセスメ
ン トと計画立案,大 阪府看護協会 がん性疼痛看護
認定看護師教育課,2013年8月(2回),大 阪市
62.	 大野由美子 精神面のアセスメン トとケア(危 機理
論 ・ス トレスコー ピング),京 都橘大学看護教育研
修センター,2013年 度皮膚 ・排泄ケア認定看護師教
育課程,2013年7月8月,京 都市
63.	 中川理恵 当院でおこっている トラブル防止のた
めの工夫,VAD管 理技術研究会勉強会,2013年7月,
東京都
64.	能芝範子 人工呼吸ケアのポイン ト,第3回 呼吸ケ
太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
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アセミナー 日本呼吸ケアネットワーク,2013年1
月,神 戸市
65.能 芝範子 急性看護学援助特論II,兵 庫医療大学大
学院看護学研究科 非常勤講師,2013年6月7月,
神戸市
66.能 芝範子 急性看護学演習 工,兵 庫医療大学大学院
看護学研究科 非常勤講師,2013年12月(合 計3回),
神戸市
67.能	芝範子 人工呼吸器装着患者の看護,大 阪府看護
協会2013年 度研修,2013年5月12月,大 阪市
68.能	芝範子 慢性心不全患者の療養生活の支援技術,
熊本保健科学大学 慢性心不全看護認定看護師教育
課程,2013年6月,熊 本市
69.能	芝範子 過大な侵襲 を受 けた患者の生体反応と
看護、呼吸循環の管理、重症集中ケア,大 阪大学医
学部保健学科看護学専攻 成人急性期看護援助論,
2013年5月(3回),吹 田市
70.能	芝範子 基本の換気モー ド,NPO法 人近畿人工呼
吸安全推進機構 人工呼吸器セミナー,2013年5月,
吹田市
71,能 芝範子 一般病棟における臓器移植看護の実際
【心臓 ・肺移植】,日 本看護協会看護研修学校 臓
器移植における基礎知識と看護実践,2013年7月,
清瀬市
72.能	芝範子 高機能患者 シミュ レーターによる人工
呼吸ケアセミナー(基 礎編),ア イ ・エム ・アイ(株)
人工呼吸ケアセミナー,2013年8月,吹 田市
73.能	芝範子 急性期看護 とは,日 本生命済生会付属日
生病院院内教育,2013年12月,大 阪市
74.林	みずほ 乳腺の手術と看護,大 阪大学医学部保健
学科看護学専攻 成人急性期看護援助論,2013年7
月,吹 田市
75.日	高奏徳 救急医療と多職種連携 大阪大学医学部
学生Project講 演会,2013年3月,吹 田市
76.藤	井彩子 整形外科疾患の手術と看護,大 阪大学医
学部保健学科看護学専攻 成人急性期看護援助論,
2013年7月,吹 田市
77.松 本留美 消化器疾患の手術と看護,大 阪大学医学
部保健学科看護学専攻 成人急性期看護援助論,
2013年6月,吹 田市
78.村	上聖女 新生児蘇生法専門コースインス トラク
ター養成講習会,日 本周産期.・新生児医学会,2013
年10月,吹 田市
79.吉 田麻美 婦人科疾患の手術と看護 大阪大学医学
部保健学 科看護学専攻 成人急性期看護援助論,
2013年6月,吹 田市
80.宮	崎絹子TAVIProgramDevelopment-Ro【eof

Coordinator-,第4回Transcatheter

GardiovascularTherapySymposium,2013年8月,
岡山市
81.阿 部 薫 小 児に よ く見 られ るスキ ン トラ ブル と
ケア,近 畿小児WOCケ ア勉強会講師 近畿小児ス ト
ー マ ・創傷 ・排泄研究会,12月,大 阪市
82.井 上有 美子 病棟か らは じめる退 院支援,精 神 障害
者地域 共生支援事 業に係 る研修会2013年1月,魚
津市
83.内 野幸子,清 水淳美PGI2持 続注患者 の看護,(株)
ア クテ リオ ン ファーマ シュー テ ィカルズ ジ ャパ ン
エポァ ク トフォー ラム,2013年5月,東 京都 港区
84.城	戸靖章 フィジカルアセス メン ト,(株)エ ス ・
エム ・エス ナース専科 セ ミナ ー,2013年7月,大
阪市
85.城	戸靖章 一次救命技術,大 阪大学医学部保健 学科,
2013年5月,吹 田市
86.久	保 田香 補 助人工心臓 装着 患者 への対応:レ ジピ
エン トコーデ ィネーター としての役割,獨 協 医科大
学病院看護部,2013年5月,栃 木県下都賀郡
87.杉	山愛子 植込 型補 助人工心臓装着患者 の看護,植
込型補助人工心臓 セ ミナー,2013年10月,大 阪市
88.手	塚信裕 麻酔看護,日 本手術看護大阪地 区奈 良県
セ ミナー,2013年6月,奈 良市
89.中 西美貴 聴診 に必要 な解剖 ・生理,日 本呼吸 ケア
ネ ッ トワー ク第3回 呼吸ケアセ ミナー,2013年1月,
神 戸市
90.中 西美 貴 大 阪大学 病院 呼吸器 セ ンター での 取 り
組み,第1回 北大阪呼吸 リハ ビリテー シ ョン講 習会,
2013年7月,吹 田市
91.羽	田まゆ か 禁煙外 来の流れ 看護 師の立場 でア ド
バ イス,大 阪大学 吹田保健セ ンター 禁煙外 来講習
会,2013年8月,吹 田市
92.山 口晃生 精 神障害,神 戸医療福祉専 門学校三 田校
救命救急士科,2013年1月 ～2月(8回),三 田市
93.浅 井貴子 インス トラクター 第20回 近畿MCLSコ
ース,・2013年6月,吹 田市
94.阿	部 薫 フ ァシ リテー ター 日本 小 児 ス トー
マ ・排泄管理研究会 「第18回 日本小児 ス トー マ ・
排泄管理セ ミナー,2013年5月,神 戸市
95.城 戸靖 章 インス トラクター 救 急看護2演 習①
②,大 阪府看護協会2013年 度研修2013年6月,
大阪市
96.城	戸靖章 イ ンス トラクター 第96回JNTECプ ロ
バ イ ダー コース,一 般社 団法 人 日本救 急看護 学会,
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2013年11月12月	 7.萩 原邦子 日本移植コーディネーター協議会
97.武	田久子 外来での慢性心不全継続看護の報告～ 8.油 井麻里 大阪母性衛生学会
そして今後の課題～,循 環器専門ナース研修コース 9.村 上聖女 大阪母性衛生学会
修 了生のための緩和ケァ講演会 お悩み相談,2013 3.評 議員
年12月,大 阪市	 1.田 中春美 日本母性衛生学会
98.砥 綿成美,平 田 恵 ファシリテーター 人工呼吸 2.萩 原邦子 日本移植学会
器装着患者の看護 大阪府看護協会2013年 度研修, 3.田 墨惠子 日本緩和医療学会

2013年5月,大 阪市 4.鍋 谷佳子 日本環境感染学会

99.林	奈津子,南 康代 ファシリテーター 人工呼吸 5.藤 原優子 日本糖尿病教育 ・看護学会
器装着患者の看護②,大 阪府看護協会2013年 度研 6.大 野由美子 日本がん看護学会
修,2013年12月,大 阪市 4.支 部長
100.中	西美貴 ファシリテー ター 慢性心不全患者の 1.鍋 谷佳子 日本感染管理ネットワーク近畿支部
療養生活の支援技術,兵 庫県看護協会 慢性心不全 副支部長
看護認定看護師教育課程,2013年9月,神 戸市 5.委 員長 ・副委員長 なし
101.中	谷安寿 ファシ リテー ター 便失禁管理システ 6.委 員
ム 「フレキシール」使用に関するラウン ドテーブル 1.田 中春美 第10回 日本移植 ・再生医療看護学会学
コンパテックジャッパン,2013年11月,大 阪市 術集会 企画委員
102.近	藤由美 若手看護職による就職選定へのア ドバ 2.谷 浦葉子 第10回 日本移植 ・再生医療看護学会学
イス,大 阪医科大学看護学部,2013年6月,高 槻市 術集会 企画委員
103.仲	川干晴 若手看護職による就職選定へのア ドバ 3.谷 浦葉子 第33回 日本看護科学学会学術集会 運
イス,大 阪医科大学看護学部,2013年6月,高 槻市 営委員
104.山	田淳史 めざせ看護職!先 輩が語る看護の仕事 4.萩 原 さがみ 第10回 日本移植 ・再生医療看護学会
とその魅力,第33回 日本看護科学学会学術集会 ナ 学術集会 企画委員
ーシングサイエンスカフェ,2013年12月,大 阪市 5.萩 原 さがみ 第33回 日本看護科学学会学術集会
運営委員
W報 道 な し 6.天 野美希 第10回 日本移植 ・再生医療看護学会学
術集会 企画委員
皿 主催学会 なし 7.安 藤昌代 日本手術看護学会大阪地区 役員
8.安 藤昌代 第27回 日本手術看護学会年次大会 実
皿 受賞 なし 行委員
9.井 ロ和江 第39回 日本脳卒中学会総会 準備委員
1X特 許 な し 10.井 ロ和江 第11回 世界脳神経看護学会WFNN
Congress2013協 力員
X共 同研究 なし 11.岩 崎朋之 第10回 日本移植 ・再生医療看護学会学
術集会 企画委員
X[研 究費 な し 12.川 口裕美 第10回 日本移植 ・再生医療看護学会学
術集会 企画委員
狙 学会 ・職能 団体等の役員活動 13.須 藤昌子 大阪府看護協会 府北西支部助産師職
1.会	長 ・理事長 なし 能委員
2.理	事 ・幹事 14.田 墨惠子 日本がん看護学会 学会誌査読委員
1.田 中春美 大阪母性衛生学会	 15.田 墨惠子 日本がん看護学会教育 ・研究活動委員会
2.井 口和江 日本脳神経看護研究学会	 委員
3.須 藤昌子 大阪母性衛生学会	 16.田 墨惠子 日本緩和医療学会総務委員会 委員
4.田 墨惠子 日本がん看護学会	 17.田 墨惠子 第33回 日本看護科学学会学術集会 運
5.萩 原邦子 日本移植 ・再生医療看護学会	 営委員
6.萩 原邦子 日本肝移植研究会	 18.團 寛子 医療の質 ・安全学会ネッ トワーク委員会
太文字=教 員2重 墾三壇±堂生 下線=院 士学生 点線=学 部生
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委員
19. 團 寛子 第8回 医療の質 ・安全学会学術集会プロ
グラム委員会 委員
20. 佃 順子 第10回 日本移植 ・再生医療看護学会学
術集会 企画委員
21. 中土居智子 第10回 日本移植 ・再生医療看護学会
学術集会 企画委員
22. 中村美香 第10回 日本移植 ・再生医療看護学会学
術集会 企画委員
23. 鍋谷佳子 第33回 日本看護科学学会学術集会 運
営委員
24. 鍋谷佳子 第3回 日本感染管理ネットワーク学術集
会 プログラム委員
25. 鍋谷佳子 日本環境感染学会 教育委員
26. 萩原邦子 第10回 日本移植 ・再生医療看護学会学
術集会 企画委員
27. 萩原邦子 日本移植 ・再生医療看護学会 看護倫理
委員
zs. 萩原邦子 日本移植 ・再生医療看護学会 教育委員
29. 萩原邦子 日本移植 ・再生医療看護学会 政策委員
30. 萩原邦子 日本移植学会 コーディネーター委員
31. 藤原優子 第33回 日本看護科学学会学術集会 運
営委員
32. 藤原優子 日本糖尿病教育 ・看護学会ネッ トワーク
委員会 近畿ブロック委員
33. 藤原優子 日本糖尿病教育 ・看護学会編集委員会
専任査読者
34.	 藤原優子 大阪糖尿病協会顧問医会大阪糖尿病患
者教育担当者研修会 代表委員
35.	 藤原優子 大阪糖尿病療養指導士認定機構講習委
員会 委員
36.	 柳川千里 第10回 日本移植 ・再生医療看護学会学
術集会 企画委員
37.	 油井麻里 産婦人科診療相互援助システム(OGCS)
運営委員
38.	 大野由美子 日本がん看護学会 学会誌査読委員
39.	 大野由美子 第33回 日本看護科学学会学術集会
運営委員
40.	 片山圭子 第10回 日本移植 ・再生医療看護学会学
術集会 企画委員
41.	 城戸靖章 第39回 日本脳卒中学会総会 準備委員
42.	 谷川 茜 大阪府看護協会教育委員会 委員
43.	 中島寛子 第39回 日本脳卒中学会総会 準備委員
44.	 中島寛子 日本脳神経看護研究学会関西地方部会
監査担当委員
45.	能芝範子 日本専門看護師協議会臨床能力向上委
員会 委員
46.堀	井菜緒子 第39回 日本脳卒中学会総会 準備委
員
47.村	上聖女 産婦人科診療相互援助システム(OGCS)
運営委員
48.山	家いつみ 第39回 日本脳卒中学会総会 準備委
員
49.山	家いつみ 日本脳神経看護研究学会関西地方部
会 監査担当委員
50.阿	部 薫 日本小児ス トー マ・排泄管理研究会第18
回日本小児ス トー マ ・排泄管理セミナー 運営委員
51.嶽	元ゆあみ 第39回 日本脳卒中学会総会 準備委
員
52.谷	本奈緒美 第39回 日本脳卒中学会総会 準備委
員
53.手	塚信裕 第27回 日本手術看護学会年次大会 「教
育セミナー」 実行委員
7.そ	の他 な し
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保 健 学 修 士 論 文
氏名 論文題目 指導教員
社 会 復 帰 過 程 に あ る 胃 切 除 患 者 の 術 後 機 能 障 害 に 伴 う 身 体 症 状 と 自 己 効 力 感 の 関 連
 
鈴木 宏昌 Therelationshipbetweensymptomscausedbypostoperativedysfunctionandself‐efficacy 梅下教授

intheprocessofreconstructionofdailylivingaftergastrectomy.

糖 尿 病 患 者 の セ ル フ ケ ア 能 力 の 要 素 を 活 用 し た 看 護 師 へ の 教 育 プ ロ グ ラ ム の 検 討 
中濱 多紀 Developmentofanursingeducationprogramusingtheframeworkofaself‐careagencyfor 清水教授
peoplewithdiabetes.
峠 知子 日本の精神科総合 病院にお ける複 数回転倒 の疫学的調 査 牧本教授EpidemioIogyofmu【tipIefa凵sinageneralpsychiatrichospitalinOsaka,Japan.
前 頭 側 頭 葉 変 性 症 患 者 と ア ル ツ ハ イ マ ー 型 認 知 症 患 者 の 歩 行 パ タ ー ン の 相 違
一ICタ グ モ ニ タ リ ン グ シ ス テ ム に よ る 客 観 的 評 価 一 
野中 高浩 DifferencesinspatialmovementpatternsbetweenpatientswithFrontotemporallobar 牧本教授 ・
degenerationandAlzheimer'sdiseasepatientsmeasuredbyICtag.

認 知 症 ケ ア 病 棟 お よ び 高 齢 者 施 設 に お け る 認 知 症 高 齢 者 の 性 的 行 為 に 対 す る ス タ ッ フ の 認 識 に 関 す
吉田 由紀子 る 質 的 調 査 牧本教授Qualitativestudyontheperceptionofsexualactivityindementiapatientsinthestaff 
workingindementiacareunitsandnursinghomes.
終 末 期 が ん 患 者 の せ ん 妄 の 徴 候 を 捉 え る 看 護 師 の 観 察 お よ び ア セ ス メ ン トの 視 点 の 明 確 化 
青木 美和 Clarificationofnurse'sperspectiveofobservationandassessmentforterminaldelirium 荒尾教 授 、
incancerpatients.
術 前 化 学 療 法 を 受 け た 食 道 が ん 患 者 の 食 行 動 に 伴 う セ ル フ ケ ア に 関 す る 研 究
 
北野 愛子 Studyofself‐carethatassociatedwiththeeatingbehaviorof"esophagealcancerpatients 荒尾教授

receivingneoadjuvantchemotherapy.

一 次 乳 房 再 建 術 を 受 け た 乳 が ん 患 者 の 術 式 選 択 過 程 に 対 す る 満 足 と そ の 関 連 要 因
 
武田 佳子 Factorsrelatedtosatisfactiontotheprocessofdecisionmakingregardingbreast 荒尾教授

reconstruction.

精 神 科 救 急 入 院 料 病 棟 に お け る 家 族 に 対 す る 看 護 師 の ア セ ス メ ン トと 援 助 に 関 す る 研 究
 
濱島 貴子 Qualitativestudyonthenursingassessmentandcareforfamiliesofpatientswith 遠藤教授

psychiatricdisorderinthepsychiatricemergencyunits.

保 健 医 療 機 関 の 看 護 職 者 が 産 後 継 続 支 援 に 必 要 と 認 識 し て い る 母 児 の 情 報
 
Informationrecognizedasaneedforcontinuedsupporttomotherandinfantduringthe
安藤 仁美
postpartumperiodbynursesworkingformedicalinstitutionsandcommunityhealth 
大橋教授

institutions.

小 児 科 外 来 で 点 滴 施 行 と な っ た 患 児 の 母 親 の 不 安 に 対 す る ア ロ マ セ ラ ピー の 効 果 
植木 慎悟 Effectivenessofaromatherapyindecreasingmaternalanxietyregardingasickchild 藤 原教授

receivinganinfiusioninapediatricclinic.

小児看護学実習 に対する看譁師 の認 識 木村 涼子 Nurse'sPerceptionsofPediatricNursingPracticum. 藤原教授
メ タ ア ナ リ シ ス に よ る 看 護 師 が お こ な う が ん 疼 痛 管 理 教 育 の 評 価 と 具 体 的 支 援 の 検 討 
玉木 朋子 Effectofnurse‐lededucationofcancerpainmanagementandimplicationsfornursing 大野教授
practice:AMeta‐analysis.
鳥居 佳奈子 病棟看護 業務 にお ける連続観測 タイムス タデ ィとワー クサ ンプリングの比較 大野教授Acomparisonofcontinuoustime‐and‐motionandworksamplingathospitalwards.
脈 波 伝 播 時 間 に 基 づ く 体 位 変 換 時 血 圧 推 定 に 関 す る 研 究 
林 真利 Thestudyofestimatingbloodpressureduringchangeinbodypositionbasedpulsetransit 大野教授
time.
岩井 詠美 病院における看護師の組織市民行動の実態と要因 井上教授
龍野 洋慶 高齢期 における高血圧 と認知機 能障害 との関連性 神出教授Relationshipbetweenhypertensionandcognitiveimpairmentinoldsubjects.
冨田 耕平 包帯装着 時の圧力に影響す る要 因の検討 石井准教授丁heana[ysisofFactorsAffectingPressureunderBandage.
開 胸 術 後 患 者 の 歩 行 支 援 台 車 使 用 下 歩 行 の 安 全 性 ・安 楽 性 の 検 討 
平田 記子 Studyofthesafietyandcomfortofearlypost‐thoracotomyambulationwithatrolleyfor 石井准教授
walkingsupport.
ア ン プ ル カ ッ ト動 作 の 解 析 に よ る 看 護 技 術 教 育 に お け る 指 導 ポ イ ン トの 検 討 
平野 方子 AnalysisofUpperLimbMovementtoOpenGlassAmpouleandStudiesoftheMethodsof 石井准教授
TraininginNursingEducation.
ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 参 加 者 の 健 康 を 高 め る ソ ー シ ャ ル キ ャ ピ タ ル と 形 成 過 程 の 検 討 
片岡 葵 Thecompositionofsocialcapital,promotingthehealthrelatedqualityoflifein 伊藤准教授 
voluntaryworkers.
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が ん プ ロフ ェ ッシ ョナ ル養 成 基 盤 推 進 プ ラ ン 修 士 論 文
氏名 論文題目 指導教員
根治的化学放射線療法を受ける肺がん患者が捉える 「体力」の様相
川島 鮎美 TheAspectof"strength"inPatientsReceivingCurativeChemoradiotherapyforLung荒尾教授 
Cancer.
外来でEGFR阻 害剤治療を受ける進行・再発大腸がん患者における爪や指先の皮膚症状の体験 とその
藤川 直美 マ ネ ジ メ ン ト Experienceandmanagementofnailchangesinpatientswithadvancedcolorectalcancer荒尾教授 
receivingoutpatientepidermalgrowthfactorreceptorinhibitortherapy.
乳房温存術後の乳がん患者における放射線治療終了前の複数の症状体験
増尾 由紀 TheExperiencesofSymptomClustersBeforeCompletionofRadiotherapyInBreast荒尾教授 
PreservationPostoperativePatients.
保 健 学 博 士 論 文
氏名 論文題目 指導教員
井關 敦子 里帰 り分娩 と祖母の精神的健康に関する研究一自尊感情およびうつ傾向との関連一 大橋教授
東田 有加 妊婦の受動喫煙予防プログラムの開発に関する研究 大橋教授
山口 琴美 腹部妊娠線の予防行動とQOLと の関連 大橋教授
歌田 真依 多重がん罹患1丿スクに基づ くがん患者のフォローアップ期間の検討 大野教授
吉本 佳世 複眼内視鏡を用いた多機能計測システムの開発 大野教授
堀 芽久美 医療および診断情報の有効活用のための定義 ・評価方法の明確化に関する検討 大野教授
大村 佳代子 1970年 代以降の血友病医療の変化に関連 した成人血友病患者の病気行動に影響を及ぼす要因 早川教授 
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